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1.は じ め に

　チ ソギス ・カン 以来,モンゴル 帝国の支配者であ るカ ソの婚姻は,代 々一夫多妻婚

であ る。 カン には,様 々な部族か ら癸 った カ トンqatun(后)が 複数 お り,そ の数は

普通4人 であった。チ ンギス ・カン家 と通婚関係のあ る様 々な部族 の中で,.と くに姻

族 として名高か ったのは,チ ンギス ・カソの第1カ トソ,ボ ルテB6rteの 出身部族で

あ る ウンギラ トUnggirad/Qunggirad族 で あ る1も その ウソギ ラ ト族の中で も,と く

にボルテの弟 の家系であ るアルチ ・ノヤソAl乙i　Noyan家 が姻族 として重要 であ り,

5世 代に もわた って カソ家 と密接な通婚関係を持 っていた。そ の通婚 関係は相互的 な

ものであ り,ア ルチ ・ノヤ ン家か らチンギス・カン 家へ婚出す るだけ でな く,チ ンギ

ス ・カ ン家か らアルチ ・ノヤソ家へ婚出 した例 も数多 くあ り,カ ソ家 出身の女 を姿 っ

た男は,「 グレゲ ソgUregen/kUregen(婿)」 と呼ばれていた。

　 一方,ウ ソギラ ト族に次いで有名な姻族 はオイ ラ トOyirad族 で ある。 と くにオイ

ラ ト族 の部族長の家系である ク ドカ ・ベキQuduqa　 Beki家 が姻族 と して重要であ り,
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ウソギ ラ ト族 の場合 と同様,通 婚は相互的であ り,ク ドカ ・ベキ家か らチ ソギス ・カ

ン家へ婚出す るとともに,チ ンギス ・カ ン家か らもク ドカ ・ベキ家へ婚 出 してお り,

カ ン家出身の女を嬰 った者 はやは り 「グ レゲソ」と呼ばれていた。ク ドガ ・ベキ家は,

と くにチ ンギス ・カソ家の末子の系統 と密接 な通婚関係を持 ち,4世 代にわた り相互

の通婚を行なっていた。

　 さて,従 来,チンギス・カン 家の通婚関係 につ いては,主 に歴史学の分野か ら研究

されて きた。主要 な研究 としては,村 上正二氏に よるチンギス・カン の祖 先の通婚関

係に関す る論文(村 上1964),岡 田英弘氏に よるチ ンギス ・カ ン家 とウソギ ラ ト族,

な らび にオイ ラ ト族 との通婚関係に言及 した論文(岡 田1974;1985),志 茂碩 敏氏に

よるイ ル カ ジ国に おけ るイル カ ンー 族 と諸部族 との通 婚関 係に 関す る論文(志 茂

1983;1995),瀟 啓 慶 氏に よる元朝 帝室 と高 麗王 家 との通 婚関 係に関す る論 文(瀟

1983),白 翠 琴氏に よるチンギス・カン 家 とオイ ラ ト族 との通婚関係に関す る論文(白

1984)が あ る。それ以外に も,那 珂通世(那 珂1907:325-330;1915:10-12,48-49),

佐 口透(佐 口1943:994-996),ク リーブス(Cleaves　 1950;1951),ア ン ビス(Ham-

bis　1954),藤 島 建樹(藤 島1968:783),村 上 正 二(村 上1972:386--395),ペ リオ

(Pelliot　1973:237-288),杉 山正 明(杉 山1992:100-101,153--154)の 諸 氏が,史 料

の訳注 ・論文 ・著書の中で,チ ンギス ・カン家の通婚関係について言及 している。 こ

れ らの研究の蓄積 に より,誰 と誰が結婚 したかな どの基本的な事実は,ほ ぼ網羅的に

明らか にされている。 しか し,そ の錯綜 した通婚 関係が どの よ うな婚姻 システムに も

とついているか とい う点については,ま だほ とん ど解 明されていない。その分析には,

人 類学 の縁組理論 の考 え方を導入す ることが有効であるが,一 方人類学 に とって も,

150年 余 りにわた る連続的な通婚の実例であ るチ ンギス ・カン家の通婚関係は,従 来

の婚姻縁組(marriage　 alliance)の 理論 を再検討す るために格好 の分析対象である2も

　 周知の よ うに人類学 の分野 では,レ ヴィ=ス トロース 『親族 の基本構造』(レ ヴィ

=ス トロー ス1977;1978),リ ー チ 「母 方 交叉 イ トコ婚 の構 造 的意 味 」(リ ー チ

1974:106-177),ニ ー ダム 『構造 と感情』(ニ ーダム1977)を 初 め とす る数多 くの研

究があ り,東 南ア ジア,南 アジア,オ セアニアな どの社会の婚姻 システム,婚 姻縁組

(marriage　 alliance)が 分析 され,と くに1950-60年 代 には,理 論的研究が集 中的に行

なわれた。そ の成果 として得 られた典型的 なモデルは,規 定的 な婚姻ル ール として 「母

方交 叉イ トコ婚」が実行 された結果,姻 戚関係に特 定のパター ソが生 じ,複 数 の グルー

プ間に 「非対称的婚姻縁組(aSymmetriC　 marriage　 allianCe)」 が成 立する とい うもの

であ る。 しか し,そ の後 の研究で,現 実 の婚姻縁組 はそれほ ど単純でない ことがわか
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り,激 しい論争 の原 因にな った(キ ージ ング1982:149-150)。 そ の点について,後

年 レヴ ィ=ス トロース自身 も,彼 のモデルは,実 際 の社会で機 能 しているシステ ムを

表わ してい るとい うよ り,む しろ人 々の意識の中にある理念的 モデルを表わ した もの

であ った こ とを認 めている(レ ヴィ=ス トロース ・エ リボ ン1991:189-190)。

　 近年,「 非対称的婚姻縁組」 の研究に大 きな進展が あ り,マ ッキノ ンはイ ン ドネシ

アの タニソバル諸島の調査 に よ り,ビ ーティはイ ン ドネシアの ニアス島の調査に よ り,

規 定的な婚姻 ルールがないにもかかわ らず,非 対称的婚姻縁組 が成立 している事例が

あるこ とを明 らかに した(Mckinnon　 l991;Beatty　 1992)。 と くに,マ ッキノ ソの議

論 は興味深 く,タ ソニバル諸島の非対称的婚姻縁組 では,一 つの縁組 システムが世代

を越 えて継承維持 され てい くために,夫 と妻 の系譜 関係で表せぽ様 々な タイプの婚姻

が行われてい るとい う。 従 って,「 母方交叉イ トコ婚」が規定的 なル ール として繰 り

返 された結果,非 対称的婚姻縁組が成立 する と考えた従来の研 究は,根 本から再考を

せ まられている とい えよ う。　　　　 '

　 さて,本 稿 で とりあげ るモ ンゴル帝国のチ ンギス ・カ ソ家の縁組 システムは,「 非

対 称 的婚 姻 縁組 」 で は な く,2集 団 間 の 「対 称 的 婚姻 縁組(symmetric　 marriage

alliance)」 で ある。 レヴ ィ=ス トロースの表現を用いれぽ,2集 団間 の交換であ ると

い う点で 「限定交換 」に近 い。そ して,従 来 の婚姻モデルを適用すれぽ,一 見 「父方

交叉イ トコ婚」(図1)が 繰 り返 され ている ように見 える。 しか しよく検討 してみ る

と,マ ッキ ノンが 「非対称的婚姻縁組」について主張 したの と同様 に,こ の 「対称的

婚姻縁組」の場合 も,夫 と妻の系譜関係に もとつ く 「父方交叉イ トコ婚」 とい う(規

定的 であれ選好的 であれ)婚 姻ル ールに よって この縁組 システムを説 明す ることは,

無 理 であることがわ か った。む しろ有効 な方法は,2集 団間で,ど の ようなパ ターソ

に もとついて女性を互酬 的に交換 したかに注 目す ることである。 なぜ 「父方交叉 イ ト

コ婚」 とい う婚姻ル ールで この縁組 システ ム全体を説明す ることに無理があるかにつ

いては後述する。

　 ところで,縁 組システムを分析する上で 「女性の交換」

という考え方を重視 し体系化を押し進めたのは レヴィ=ス

トロースであるが,現 在ではこの考え方には否定的な見解

が多い。 リーチは,レ ヴィ=ス トロースのように 「女性の

交換」だけを重視するのではなく,花 婿側が花嫁の代償と

して与える婚資や労働,さ らには無形の地位や名誉なども

含めた交換の束を論ずべ きだ と主張 した(リ ーチ1974: 図1　 父方交叉イ トコ婚
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156-157)。 それ以来,リ ーチの考え方が主流とな り,上 述したマッキノソやビーティ

の非対称的婚姻縁組の研究 も,縁 組 システムのメカニズムを解明する上で,「女性の

交換」ではな く 「女性 と婚資の交換」に注 目している。

　モンゴル 帝国のチンギス ・カン家の場合,確 かに婚姻による女性の交換には,財 ・

地位 ・名誉 ・奉仕などの交換が伴 う。 しか し,チ ンギス ・カン家と姻族 との縁組シス

テムは,「非対称的婚姻縁組」ではなく 「対称的婚姻縁組」であ り,2集 団間で女性

の直接のギブ ・アンド・テイクが成 り立 っている。すなわち,上 の世代の一人の女性

の婚入は,次 世代の一人の女性の婚出によって報いられ,そ れによって2集 団間の対

称的な交換は世代を越えて連続 していくのである。この 「女性の交換」には様々な他

の交換財 ・地位などが伴 うとしても,ギ ブ ・アソド・テイクの交換の軸 となっている

ものは,あ くまで 「女性の交換」である。チンギス ・カソ家の男が妻をめとったお返

しに,次 世代である自分の娘を嫁がせるという行為があるからこそ,2集 団間の交換

が世代を越えて連続 してい くのである。

　従って,チ ンギス ・カン家と姻族 との対称的婚姻縁組システムのメカニズムを解明

するためには,「婚姻ルール」や 「女性と婚資の交換」ではなく,2集 団間の 「女性

の交換」を分析す ることが必要であると思 う。すなわち,対 称的婚姻縁組システムが

世代を越えて継承維持されてい くためにどのような原則にもとついて女性が2集 団間

で交換されたのかを明らかにすることが,チ ンギス ・カソ家の縁組 システムの解明に

つながると思 う。

　筆者はこのような考えに立ち,す でに,モ ンゴル帝国のチンギス ・カン家の通婚関

係の一部を分析 し,ま た同じ方法を10世紀に建国 した遊牧国家遼朝にも適用 して皇族

耶律家の通婚関係を分析し,合 計3本 の論文を発表 した(宇 野1993;1995;1997a)。

この うち,チ ンギス ・カソ家の通婚関係を分析 したのは(宇 野1993)で ある。ただ,

これは歴史論文 として発表 したため,通 婚関係の政治的背景の分析が中心であ り,な

ぜ従来の 「父方交叉イ トコ婚」のモデルではこの縁組システムを解明できないのか,

なぜ 「女性の交換」に注目する方法が有効であるのかについては,十 分に議論 しなか

った。また,紙 数の制限のためにモンゴル 帝国の初期の通婚関係の分析にとどまって

いる。

　 そこで本稿では,な ぜ 「父方交叉イ トコ婚」のモデルを適用することが適当でない

かを,と くにチンギス ・カン家とオイラト族クドカ ・ベキ家との通婚関係の事例によ

って詳 しく議論したい。また,チ ンギス ・カン家とオイラト族クドカ・ベキ家および

ウンギラ ト族アルチ ・ノヤソ家との相互の通婚関係の全貌をできるだけ明らかにし,
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通婚関係から 「女性の交換」のパターソを抽出する方法が効果的であることを具体的

に示 した うえで,こ の縁組システムのメカニズムを解明してみたい。

　なお,以 下の論には,モンゴル 帝国初期の通婚関係を論 じた上述の別稿(宇 野

1993)と 部分的に重複する箇所もあるが,本 稿が別稿 と異なり人類学を対象とする論

集に掲載されることを考慮 し,ま たできるだけ全貌を明らかにするという目的もある

ため,重 複を厭わず論 じることにする。

2.チンギス・カン ー族 の通婚関係 と姻族

　 まず,チンギス・カン 以前 の通婚関係 も含め,チンギス・カン ー族の通婚 関係の概

略 を述べてお こ う。

　 チ ンギス ・カンの一族は,タ イチ ウ トTai6i'ud族,サ ルジウ トSalji'ud族,マ ソグ

トMangqud族 な どと系譜関係があ り,こ れ らの諸族は,ア ラン ・コアAlan　 Qo'aと

い う伝説上 の女性を共通 の祖先 としていた。 アラ ソ ・コアの子孫であるこれ らの人 々

は,互 いに 「兄弟aqa　 degU」 と呼び合い,彼 らの間では,結 婚が禁止 されていたた

め,彼 らは一つの外婚集団を形成 していた と考 えられている。一方,こ れ に対応す る

集団が,ウ ンギ ラ ト諸族であ り,ウ ソギ ラ ト族,イ キ レスIkires族,オ ル クヌ トOl-

qunu'ud族,コ ロラスQorolas族 は,伝 説上 の黄金 の壺を共通の祖先 としてお り,や

は り一つの外婚集団を形成 していた と考 え られ る(福 島1985)。

　 チ ンギス ・カソー族 とウソギ ラ ト諸族の間には,チ ンギス ・カン以前か ら密接な通

婚関係があ った。チンギス・カン から3世 代上にあたるカブル ・カ ンQabul　 Qanは,

ウ ソギ ラ ト族 か らコア ・クルグQuwa　 qalaquと い う名 の妻 を姿 った(JT/TS　 1518:

fol.55b)。 また,カ プル ・カ ソ家 には,コ ロラス族 出身 の嫁がいた とい う。 さらに,

チ ンギス ・カ ンの父イ ェスゲイYestigeiは,オ ル クヌ ト族 か らホエル ソH6'elUnを 婁

図2　チンギス・カン の世代とウソギラ ト諸族の通婚関係
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図3　 ヂソギス ・カンの娘たちの婚姻

った。 チ ンギ ス ・カン の世代 では,チンギス・カン 自身 が ウ ンギ ラ ト族 のボル テ

B6rteを 婆 り,弟 の ジ ョチ ・カサルJo6i-qasarは コ ロラス族 のア ルタ ン ・カ トソ

(Altan　Qatun〈Altan　 Khatrtn)を 癸 り,末 弟のテムゲ ・オ ッチギ ソTemuge-ot6igin

は オル クヌ ト族のス ン ドクチ ンSundqjinを 嬰 り,妹 のテ ムル ンTemUIUnは イ キ レス

族の ブ トButuに 嫁 いだ(JT/TS　 lst8:fol.59b-60a)(図2)。

　 この ような ウンギ ラ ト諸族 との通婚関係は,チンギス・カン の子供 の世代に も継続

された。チンギス・カン と彼の第一 カ トンのボルテとの間 に生 まれた5人 の娘 の うち,

トマル ソ,コ ジソ ・ベキ,ア ル タル ンは,そ れぞれ,ウ ソギ ラ ト族 のチグCigu(ア

ル チ ・ノヤ ンの息子),イ キ レス族 のブ トButu,オ ル クヌ ト族 のチ ャウダル ・セチ ェ

ン(Caudar　 se6en<JaUdar　 Sajan)に 嫁 いだ(JT/TS　 l518:fo1.65a)(図3)。 コ ロラ

ス族には,チンギス・カン の娘は嫁がなか ったが,モ ソケ ・カ ソが コロラス族出身 の

カ トンを姿 るな ど,コ ロラス族 との間に も通婚関係が続いていた。 これ らの ウンギ ラ

ト諸族 との通婚関係は,互 いに娘を与え合 う相互的な通婚であ ったこ とは共通 してい

るが,上 述 した よ うに,そ の中で,特 定の交換 のパター ソに沿 った通婚が行なわれた

ことがは っき りわか るのは,ウ ンギラ ト族のアルチ ・ノヤ ン家 との通婚関係だけであ

る。

　一方,チ ンギス ・カンの時代か ら,ウ ンギ ラ ト諸族以外の集団 とも新たな通婚関係

が生 まれた。 チ ンギス ・カ ソの5人 の娘 の うち残 りのチチ ェゲ ソci6egen3),ア ラ カ

・ベキAlaqa-bekiが 嫁 いだのは
,オ イ ラ ト族 の トレルチT6re16i4)(ク ドカ ・ベキの息

子),オ ング ト王ア ラクシ ・デ ィギ ド・ク リAlaqu9。digit-quriで あ る。 また,側 室か

ら生 まれたチンギス・カン の娘 アル ・アル トソAl-altunは,ウ イ グル王バ ルジ ュク

Barjaqに 嫁 つ ぐはずであ ったが,延 期 され る うちに アル ・アル トソが死去 し実現 し

なか った(佐 口1943:994-995)。

　 この3集 団 との通婚 はその後 も継続 した。ただ し,ウ イ グル王家,オ ソグ ト王家は,

ほ とん どチ ンギス ・カン家か ら婚出す るだけの一方的な通婚であ り5),相 互 的 な通婚

が行なわれたのは,こ の3集 団 の中ではオイ ラ ト族の ク ドカ ・ベキ家だけであ った6も
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　 そのほか,チンギス・カン 時代に通婚関係 をもった部族 として,パ ヤ ウ トBaya'ud

族,カ ルル ク族があ り,チンギス・カン の娘が これ らの部族に も嫁いだ とい う。おそ

ら く,第1カ トソの ボルテ以外か ら生 まれ た娘 であろ う。一方,チンギス・カン 家に

嫁 いでカ トソになった女性 の うちケ レイ トKereyid族 出身 のカ トソが有名である。そ

れ以外に も数多 くの部族か らカ トンや側室 としてチンギス・カン 家に婚入 した女性が

お り,そ の出身部族を列挙すればほ とん どあ らゆ る部族 に及ぶ。 しか し,ケ レイ ト族

に しろそれ以外 の部族に しろ,姻 族 として連続的 な通婚 関係を維持 していたわ けでは

ないので,本 稿 では分析の対象 としない7)。

　 以上,ウ ンギ ラ ト族は,チ ンギス ・カン以前か らチンギス・カン ー族 と通婚関係の

あ った ウソギ ラ ト諸族(ウ ソギ ラ ト族,イ キ レス族,オ ル クヌ ト族,コ ロラス族)の

、一つであるこ と,ま た,オ イ ラ ト族は,ウ イ グル族,オ ング ト族 とともに,チ ンギス

　・カソの時代か ら,チンギス・カン 家 と通婚関係が生 じた部族であること,そ して,錯

綜す るチンギス・カン 家の通婚関係の中で,通 婚関係に特定 の交換 のパ ターソが生 じ

るのは,オ イ ラ ト族 のク ドカ ・ベキ家,と ウソギ ラ ト族の アルチ ・ノヤ ン家だけであ

ることを述べた。

　 では,な ぜ ウソギ ラ トの アルチ ・ノヤ ン家,お よびオイラ トの ク ドカ ・ベキ家 との

通婚関係 にだけ,特 定 の交換 のパター ンが見 られ るの であ ろ うか。 この2家 系 の特徴

は何であろ うか。

　 13-14世 紀 のモ ンゴル史は,帝 位継 承をめ ぐるチンギス・カン 家内の骨肉の争 いの

連続 であ った。その政争の中で,潜 在的 ライバルである親族 よ り,む しろ確実な味方

となったのは姻族である。そ して,姻 族 の中で もとくにチンギス・カン 家 内の争いに

深 く係わ って きたのが,こ の アルチ ・ノヤ ソ家 とク ドカ ・ベキ家 であ った。 この両家

は,そ れぞれチンギス・カン 家内の異 なる一派 と結びつき,代 々密接 な通婚関係を持

つ とともに,帝 位継 承をめ ぐる戦争 に,有 力な味方 として参加 して きたのであ る。従

って,こ のよ うな政 治的 な背景を持つアルチ ・ノヤソ家,ク ドカ ・ベキ家 との通婚関

係にのみ特定の交換 のパターンが現われ る とい うことは,こ の通婚関係が極めて政治

的な意味合の強い政略結婚 であった ことを意味 してい る。

　　も う一 つ重要 な点 と して,こ の2家 系 とチンギス・カン 家 との間で結ばれた婚姻の

全てが,特 定 の交換のパター ンに沿 っているわけではな く,そ れか ら外れ る婚姻 もあ

る。なぜ その ような ことが起 こるか といえば,そ れは,交 換 のパター ソに沿 った婚姻

が,各 世代 で一組結ばれ さえすれば,通 婚関係が連続す ることが保証 され るので,他

の婚姻は必ず しもそ のパ ター ンに沿 う必要が な くな るか らであ る8)。つ ま り,特 定 の
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パターンの婚姻が繰 り返 され るといって も,そ れは2家 系 間の縁組 システ ムが世代を

越えて維持 され るために必要 とされ るにすぎず,特 定のパター ンの婚姻 が 「婚姻ル ー

ル」 としてチンギス・カン 家の婚姻を拘束 していたわけではないのであ る。

　 ところで,チンギス・カン 家 の通婚関係に見 られ る 「女性の交換」 とい うのは,単

に研究者が通婚関係を分析 した結果見 いだ され る ものではな く,当 事者であるモ ンゴ

ル人 自身 が,「 交換」 とい うことをは っき り意識 していた ことを示す例 を次 にあげて

おきたい。

　チンギス・カン は,即 位する以前に,ケ レイ ト族のオ ン ・カ ンとの絆を深め るため,

姻 戚関係を結ぽ うとした こ とがあ った。その とき計画 された縁組は,チンギス・カン

が,自 分 の長子 ジ ョチJo6iの た めに,オ ン ・カソの娘 のチ ャウル ・ベキCa'ur-beki

を 求 め,代 わ りに 自分の娘 の コジ ソ ・ベキQojin-bekiを,オ ン ・カソの孫に与 える

とい うものであ った。 この計画は結局失敗 に終わ り,そ れ がオ ン ・カソとの対立が始

まる一つのきっかけ となるのであ るが,こ の事件は 『元朝秘史』に次の ように記 され

てい る。

「親 しい上 に重ねて親 しくなろ う」 とチンギス・カン は考 えて,ジ ョチのためにセ ン

グムSenggUmの 妹 チ ャウル ・ベ キを求める とき,「セ ソグムの子 トサ カTusaqa9)に,

我 らのコジソ ・ベキを交換 してaralji　n与 え よう」 といって求め ると,そ の時 セ ング

ムは 自分を尊大 に考 えて言 うには,「 我 らの一族uruγ は 彼 らの所 に行けぽ戸 口に立 っ

て,い つ も奥座 に面す るのである。彼 らの一族が我 らの所に来れ ぽ奥座に座 り戸 口に

面 してい る」 といって,自 分 を尊大に考え我 らを見下 して話 し,チ ャウル ・ベキを与

えず,喜 ぶ ことを しなか った。 その言葉に,チンギス・カン は,オ ン ・カ ソと赤子 の

ようなセングムニ人に対 して,心 の中で好意を持 たな くな った。(『元朝秘史』165節)

下 線部 に 「交換 してaraljin」 と ある よ

うに,こ の とき同時に計画 された相互の

2組 の婚姻は,オ ン ・カン家のチ ャウル

図4　チンギス・カン 家とオン・カン家の通

　　　婚関係 図5　 姉妹交換婚
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図6　チンギス・カン 家とオソ・カソー族の通婚関係

・ベキ とチンギス・カン 家の コジソ ・ベキ とを 「交換」す る縁組 と考えられ ていた こと

がわか る。

　 この2組 の婚姻の組合せを図示 してみ ると,図4の よ うになる。この ときの よ うに,

同 時に相互の婚姻を結 ぶケース としては,図5の ような 「姉妹交換婚」を行 な うのが

典型的 な例 であ り,そ れ は相互の連続的な通婚関係のスター トとなることが多 い。 こ

の場合 も,形 はやや異なるが,や は りチ ンギス ・カン家 とオン ・カ ン家の間に,通 婚

関係をスター トさせ ようとした縁組 と考 えることができるだろ う10㌔

　 この政略結婚 の計画が失敗 に終わ った後,オ ン ・カソとチンギス・カン の間に戦い

が起 こ り,オ ソ ・カソが敗れ る。その後,オ ソ ・カソー族 とチンギス・カン 家 の間に

姻戚関係が生 じるが,そ れはもはや相互的 な ものではな く,図6の ように,一 方的に

チンギス・カン家 のメ ソバーがオ ン ・カンー族 の娘を嬰 っただけであ り,連 続的な通

婚関係 として展開す ることはなか った。 その とき嫁 いだオ ン ・カソの一族出身の カ ト

ソの中には,ト ルイの第1カ トンの ソル カクタニ ・ベキの ように,政 権 を左右す るほ

どの影響力を持 った者 もいたけれ ども,オ ソ ・カ ソー族が,チンギス・カン 家の姻族

として勢力を持つ ことはなか った。

　結局,オ ン ・カソー族 との女性 の交換は,上 述 の実現 しなかった縁組 の計画だけで

あ ったが,こ の例か ら,当 時のモンゴル 人に,政 略結婚 として,互 いに女性を 「交換

す る」 とい う考え方 があった ことをはっき り知 ることがで きるのである。

9



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

　 3.オ イ ラ ト族 ク ドカ ・ベ キ 家 と チ ン ギ ス ・カ ン 家 の 通 婚 関 係

　オイラ ト族は,も ともと,南 シベ リアの一 角であるモンゴル 高原西北の フブス グル

湖西岸 のシシヒ ト河流域に居住 していた部族であ り,「森林の民(ホ イ ソ ・イル ゲソ)」

と呼ぼれた諸部族 の うちの一つであ り,牧 畜を基本的な生業 とす る部族であ った(岡

田1981:155;宇 野1984:176,181)。

　 チ ンギス ・カンの時代,オ イ ラ ト族 の部族長であ った ク ドカ ・ベキは,初 めはチ ソ

ギス ・カ ンの敵側についていたが,1208年 チ ンギス ・カ ンに帰順 した。そ のとき,チ

ンギス ・カ ソ軍の先導役を果た し,そ の功が認め られた ら しく,ク ドカ ・ベキは,オ

イ ラ ト族の統治を委ね られ,オ イ ラ ト族4千 戸の千戸長 とな り,ク ドカ ・ベキの息子

トレルチは,チンギス・カン の娘のチチ ェゲ ンを妻 として与え られた。 これが,チ ソ

ギス ・カン家 の女性が ク ドカ ・ベキ家へ婚 出 した最初の例であ る。 この トレルチとチ

チ ェゲンの結婚以降,両 家 の間で どの よ うな通婚が行なわれたかをみてい きた い。

3.1.史 料

　まず,諸 史料か ら通婚 に関す る箇所を ピ ックア ップし,そ れ にアル フ ァベ ットをふ

って列挙す る。 この史料A～Hに もとつ いて,次 の議論 を進めたい。

A　 　 彼 らは,チンギス・カン の時代 に幾 らか敵対 したけれ ども,年 代記に 出てき

た ように,よ い具合 いにイルにな り服従 した。チンギス・カン は,彼 らと通婚 関係を

結 んで,娘 を与えた り貰 った りし,彼 ら とアソダ ・クダの(anda　 qUdai)関 係 にあ っ

た11も

　 そ の時代に,こ の部族 の王 で あ りリー ダーで あ ったのは ク ドカ ・ベキ(Quduqa

Beki<Qutuqa　 Biki)で あ っ た 。 彼 に は イ ナ ル チ(lnalei<lnalji)と ト レル チ

(T6re16i<TUralji)12)と い う2人 の 息 子 が お り,オ グ ル ・クイ ミ ッシ(Oγul

Quimi§<09hnl　 Q而mish)と い う名 の一人 の娘がいたBも 彼女を モ ンケ ・カソが嬰 っ

た。その前にチ ンギス ・カンが彼女 を嬰 ろ うと心に思っていたが,そ うな らなか った。

　彼女は,ク ビライ ・カ ソ(Qubilai　 Qan<Qubilai　 Khan)と フ レグ ・カ ソ(Hulegti

Qan<Hulaku　 Khan)の 兄嫁(bergen<barikan)で あ ったに もかかわ らず,彼 らを息

子 と呼んでいて,彼 らは彼女 を大変尊重 していた と言われ てい る。チンギス・カン は

自分 の娘 の チチ ェゲ ン(6i乙egen<Jij　 akan)を こ の トレル チ ・グ レゲ ン(Tδre1ろi
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GUregen〈Taralji　 Ktirkan)に 与 えていた。彼 女か ら3人 の息子が生 まれ,一 人 は名

を ブ カ ・テ ム ル(Buqa-temUr<BUqa-timUr),も う 一 人 は ブ ル ト ア(Bur-

to'a<BUrtaa)と い った。 このブル トアの気質 には弱い ところがあ り,よ くそれが言

われた。3番 目は名 をパ ルス ・ブカ(Bars-buqa<Bars-bUqa)と い った。

　 また彼 女 か ら2人 の娘 が生 まれ た。 一 人 を エ ル チ ク ミシ ・カ トン(El-6iqmig

atunく11jiqmish　 Khatan)と い い,ア リク ・ブケ(Ariq-bOke〈Arlq-baqa)に 与 え

た。彼 女は彼の大 カ トンであ り,彼 は彼女 を大変愛 した。彼女は非常に身長が高か っ

た。彼女か ら息子はいなか った。 もう一人をオルガナ ・カ トン(Orγana　 Qatun<ur-

qana　KhatOn)14)と い い,彼 女をチ ャガタイ(Caγatai<Jaghatai)の 孫 であ りモエ ト

ゥケソ(M6・etUken<Maatakan)の 息 子 であ る カラ ・フ レグ(ara-hUlegU<　 ara-

hOlakO)に 与 えた。 ムパ ーラ ク ・シャー(Mubarakshah)は こ のオル ガナ ・カ トソ

か らであ った。 オ ゴデイ(696dei<Oktai)は 彼 女を大変 愛 し,彼 女をオルガナ ・ベ

リ(Orγana　 beri<Orqana　 Barl)一 す なわ ち嫁一 と呼んでいた。彼女は長い間,

チ ャガタイの ウルスを統 治 していた。前述の3人 の息子 か ら生 まれた息子達は以下の

ごとくであ る。

　 ブカ ・テムルの息子たち。

　 彼には一人の息子がいて,そ の名をチ ョパ ソ(こoban<Jaban)と い い,彼 にノム

ガ ン(Nomuγan<NUmaghan)と い う名の ア リク ・ブケの娘 を与 えた。彼 には2人

の娘 がいて,(一 人 は)フ レグ ・カ ソの カ トソであ った オル ジ ェイ ・カ トソ(Oljei

Qatun<Olj　 ai　KhatUn)で あ る。 も う一 人 の名 は知 られて いな いが,彼 女 をバ トゥ

(Batu<Bata)の 一 族 の トコカ ン(Toqoqan<TUqan)に 与 えた。 モ ンケ ・テムル

　(M6ngke-temUrくMunkkU-t血n亘r)は 彼女か ら生 まれた。次の ような別の伝承 もある。

こ の ブ カ ・テ ム ル に は4人 の 姉 妹 が い た 。 一 人 は ク イ ク ・カ トン(KUbek

　 atun<KUbak　 KhatUn)15)と い い,フ レグ ・カ ンの第1夫 人 であ り,ジ ュム クル

　(jumqur<Jtimqar)の 母 親であ った。 もう一人は オル ガナ ・カ トソといい,ム パ ー

ラ ク ・シャーの母親であ った。 も う一人は,バ トゥ ・ウルス(Ulas-i　 Bata)の 王 のモ

ソヶ ・テムル(M6ngke-temtir<Munkka-temUr)の 母 親 であ った。4番 目は,フ レ

グ ・カ ソのオルジ ェイ ・カ トソであった。 この伝承が正 しい16㌔(中 略)

　 ク ドカ ・ベキの他の息子イナルチ(lna16i<lnalji)に つ いて,以 下の よ うな話があ

る。 バ トゥは,自 分 の姉妹 の一人 を彼 に与 えた。彼女 の名は クルイ ・エ ゲチ(ului

Ege6iくQal而Ikajl)と い い,彼 女 か らウル ド(uldu<Olda)と い う名の息子が生 ま

れた。(中 略)
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　 タ ラ カ イ ・グ レ ゲ ン(Taraqai　 Gtiregen〈Tarq盃KOrkan)は,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ソ

　 ソ

(Cakir　 GUregen〈Jaqir　 KUrkan)の 息 子 で あ り,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ン は ブ ヵ ・テ ム

ル の 息 子 で あ っ た 。 彼 と彼 の 息 子 の タ ラ カ イ ・グ レ ゲ ン は オ イ ラ トの 千 戸 の ア ミー ル

で あ っ た 。 タ ラ カ イ は フ レ グ ・ カ ソ の 娘 の モ ン グ ル ゲ ソ

(M6ngUlttgen〈Munkfilakan)と 結 婚 して い た が,彼 女 が 亡 く な る と,彼 女 の 代 わ り

に モ ン ケ ・テ ム ル(M6ngke-temOr<MunkkU-timUr)の 娘 の ア ラ ・ ク トル グ(Ara-

qutluγ<Ara-qutlaq)を 嬰 っ た 。(中 略)フ レ グ ・ カ ン の 年 上 の 息 子 の ジ ュ ム ク ル

　 ソ

(Jumqur〈Jamghur)の1番 上 の カ ト ソ で あ っ た ノ ル ソ ・ カ ト ソ(N61Un

Qatun<Nulun　 Khatan)も,ブ カ ・テ ム ル の 娘 で あ り,チ ャ キ ル ・グ レ ゲ ソ の 姉 妹 で

あ っ た 。 彼 に は も う一 人 娘 が お り,名 を オ ル ジ ェ テ イ(61jetei〈Uljitai)と い い,モ

ン ケ ・テ ム ル の カ トン で あ っ た 。 彼 女 か ら2人 の 娘 が 生 ま れ た 。 一 人 は 上 述 の ア ラ ・

ク トル グ で あ る 。(『 集 史 』 部 族 篇 オ イ ラ ト族,JT/A1:222-229)

B　 　 ア リ ク ・ブ ケ(Ariq-bδke<Arigh-bUqa)の カ ト ソた ち の な か の 一 人 は,オ イ

ラ ト族 出 身 の エ ル チ ク ミ シ(E1-6iqmi9<11jiqmish)で あ り,も う一 人 は,ナ イ マ ン

族 の グ ル ー プ で あ る ク チ ュ グ ル(KU6UgUr〈KajUkUr)部 族 出 身 の ク ト ク ナ ・カ ト ン

(Qutquna　 Qatun<Qotquna　 Khatun)で あ っ た 。 彼 に は 彼 女 か ら二 人 の 娘 が お り,年

上 の 方 は カ ル カ ソ ・ア カ(Qaluqan-aqa〈Khalaqan-aqa)と い い,彼 女 を バ ヤ ウ ト出

身 の ナ ヤ ク ナ ・グ レ ゲ ン(Nayaqina　 GUregen<Nayaqna　 KUrkan)に 与 え た 。 カ ル カ

ソ の 娘 を メ リ ク ・テ ム ル(Melik-temUr〈Meliktemrtr)が 求 め た 。 彼 女 の 名 は ネ グ デ

ル(NegUder<Nekrtdar)で あ る 。 彼 女 は ソ ル カ ク タ ニ ・ ベ キ(Sorqaqtani-

beki<SyUrqtiqtani-blki)の 牧 地 ・住 地 に 住 ん で い る 。 彼 女 か ら カ ム タ イ(Qam-

tai<Qamtai)と い う名 の 娘 が 生 ま れ た が,彼 女 は ま だ 結 婚 し て い な い 。 も う一 人 の

娘 は,名 を ノ ム ガ ソ(Nomuγan〈NamOghan)と い い,彼 女 を オ イ ラ ト族 出 身 の チ

ョバ ソ ・グ レ ゲ ソ(Coban　 GUregen〈JUban　 Karkan)に 与 え た 。(r集 史 』 ク ビ ラ イ

・カ ン紀
,JT/TS　 1518:fol.213b;JT/BL　 16688:fol.5a;Boyle　 1971:311)

C　 　 ト コ カ ソ(Toqoqan〈Taqan)の3番 目 の 息 子 　 ト デ ・ モ ソ ヶ(T6de-

m6ngke<Tada-munkka)。 彼 の 母 親 と モ ン ケ ・テ ム ル(M6ngke-temUr<MUnkka-

timUr)の 母 親 は,コ チ ュ ・カ トン(K66U　 atun<Kaja　 KhatUn)で あ り,彼 女 は オ

ル ジ ェ イ ・カ ト ソ(Oljei　 Qatun〈Ulj　 ai　Khatan)と ブ カ ・テ ム ル(Buqa-temur<Bu-

qa-tlmUr)の 姉 妹 で あ り,オ イ ラ ト族 出 身 で あ っ た 。(r集 史 』 ジ ョ チ ・ カ ソ 紀,

12
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JT/TS　 l518:fol.159a)

D　 　 リ ン ク ン ・カ ト ソ(Lingqun　 Qatun<Linkqan　 Khatan)が 亡 く な っ た と き,

彼 女 か ら エ ル ・テ ム ル(El-temUr〈lltemar)と い う名 の 娘 が 残 さ れ た 。 彼 女 を パ ル

ス ・ブ カ ・グ レ ゲ ソ(Bars-buqa　 GUregen<Bars-baqa　 KUrkan)に 与 え た 。(中 略)

メ リ ク ・テ ム ル に は,も う一 人 他 の カ トソ が い る 。 名 前 を ボ レ(B6re〈Bare)と い

い,ジ ャ サ ウ ル(jasaUl)の 大 ア ミ ー ル で あ っ た ド ル パ ン 族 出 身 の シ レ ギ

(Siregi〈Shlreki)の 娘 で あ る 。 彼 に は,彼 女 か ら の2人 の 息 子 が い る 。 一 人 は オ イ

ラ タ イ(Oiratai〈Ulratai)と い い 父 親 に 仕 え て い る 。 も う一 人 は 名 を マ フ ム ー フ ド

(MahmUd)と い い,や は りそ こ に い る 。 ま た 彼(メ リ ク ・テ ム ル)に は,彼 女 か ら

の2人 の 娘 が い る 。 一 人 は 名 を エ メ ゲ ン(Emegen〈Emekan)と い い,彼 女 を オ イ

ラ ト出 身 の ト レル チ ・グ レ ゲ ソ(T6rel6i　 KUrgen〈TOraljl　 Karkan)の 曾 孫 で あ り,

・ミル ス ・ブ カ の 孫 で あ る ト ク ・テ ム ル ・グ レ ゲ ソ(Toq-temtir　 GUregen<TUqtemtir

Ktirkan)に 与 え た 。 も う一 人 の 娘 は 名 を イ ル ・ク トル グ(11-qutluγ 〈11-qutlugh)と

い い,彼 女 を ス ル ドス 出 身 の コ ベ ク(K6bek<Knbek)に 与 え た 。(中 略)メ リ ク ・

テ ム ル の 息 子 達 は 以 下 の4人 で あ る 。 ミ ン カ ソ(Mingqan<Minkqan),ア ジ ギ

(Ajiγi<Ajighl),　 イ　 ェ　ス　ソ　 ・　 ト ア　 (YesUn-to'a<Isan-tUa),　 バ　 リ　 タ イ

(Baritai<Baritai)。 彼 ら は オ イ ラ ト出 身 の パ ル ス ・ ブ カ の 娘 の エ メ ゲ ン ・カ ト ン

(Emegen　 Qatun〈Emekan　 Khatan)か ら 生 ま れ た 。(『 集 史 』 ク ビ ラ イ ・カ ソ 紀,

JT/TS　 1518:fol.214a;Boyle　 1971:312-313)

E　 　 彼(モ ソ ケ ・カ ソ)に は も う一 人 の 大 カ トンが い る 。(彼 女 の)名 を オ グル ・

ト ト ミ シ(0γul-tutmi9〈UqUl-tatmish)と い い,彼 女 は オ イ ラ ト(Ulrat)の 骨 の 出

身 で,ク ドカ ・ベ キ(Quduqa　 Beki17))の 子 孫(arttgh)で あ り,彼 ら は オ ル ジ ェ イ

・カ トン(61jei　 Qatun<Ol悔Khat亘n)の 一 族18)で あ る。 こ の カ トソ は 非 常 に 専 横 的

で あ っ た 。 彼 女 は 最 初,ト ル イ ・カ ソの 婚 約 者 で あ った の で,そ の た め に,自 分 の 夫

の 兄 弟 で あ る ク ビ ラ イ ・カ ン,フ レ グ ・カ ソを 「息 子 」 と呼 ん で い た 。 彼 ら は 彼 女 を

恐 れ た 。(『 集 史 』 モ ン ケ ・カ ソ 紀,JT/TS　 1518:fol.185b;JT/BL　 16688:fol.32b;

Boyle　 1971:198)

F　 　 も う一 人 の カ ト ン の クイ ク ・カ ト ン(Ktiik　 Qatun<Koik　 Khatun)は,オ イ ラ

ト 族 の 王 の 骨(血 筋)の 出 身 で あ り,ト レ ル チ ・ グ レ ゲ ン(T6re16i
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Gtiregen<Taralji　 KUrkan)の 娘 で,チ ン ギ ス ・カ ン の 娘 の チ チ ェ ゲ ン

(Ci6egen〈 珂ikan)か ら生 まれた。オル ジェイ ・カ トン(61jei　Qatun<Oljai　 Khatan)

も彼 の娘 であるが,他 の母親か らであ る。彼女(ク イ ク ・カ トソ)を,モ ンゴル地方

で,他 のカ トンよ りも早 く婆 った。

　 も う一人 のカ トンの ク トイ.・カ トン(Qutui　 Qatun<Qtitai　 Khaton)は,ウ ソギ ラ　　 　　 "

ト(unggirad<Qunqarat)族 の 王 の骨(血 筋)出 身 の一 の娘 である。 クイ ク ・カ

トソがモ ンゴル地方で亡 くなった とき,彼 女を嬰 り,彼 女(ク イ ク ・カ トン)の 牧地

(yOrt)を 彼 女(ク トイ ・カ トン)に 授け た。

　 も う一人の カ トンのオルジェイ ・カ トンは,オ イ ラ ト族 の王族 の骨(血 筋)の 出身

である トレルチ ・グ レゲ ンの娘 であ り,彼 女をモンゴル 地方 で嬰 った。(r集 史』 フ レ

グ ・カン紀,JT/A3:8)

G　 　 (フ レ グ の)三 番 目 の 娘 の モ ソ グ ル ゲ ソ(M6ngtilUgenくMunkulUkan)は,

オ ル ジ ェ イ ・カ トン(61jei　 Qatun<Oljai　 Khatan)か ら生 ま れ た 。 彼 女 を,オ イ ラ ト

族 出 身 の ブ カ ・テ ム ルBuqa-temUrの 息 子 チ ャ キ ル ・ グ レ ゲ ソ(Cakir　 GUregen〈Ja-

qir　KUrkan)に 与 え た 。 こ の ブ カ ・テ ム ル は,フ レ グ ・カ ン と 一 緒 に や っ て 来 た の で

あ り,オ ル ジ ェ イ ・ カ ト ン の 兄 弟 で あ る 。 彼 は,ク イ ク ・ カ ト ソ(Kuik

Qatun〈Kalk　 KhatUn)の 母 親 で あ り,　 　 の 娘 で あ る る チ チ ェ ゲ ソ

(Ci6egen〈 珂ikan)か ら 生 ま れ た 。 チ ャ キ ル ・ グ レ ゲ ン の 息 子 タ ル カ イ ・グ レ ゲ ン

(Tarqai　 GUregen<Tarq盃Korkan)は,モ ソ ケ ・テ ム ル(M6ngke-temur<Munkka-

tlmUr)の 婿 で あ り,逃 げ て シ リ ア へ 行 っ た 。(『 集 史 』 フ レ グ ・ カ ソ 紀,　 JT/A3:

15-16)

H　 　 オ ル ガ ナ(Orγana<Hurghana)に は2人 の 姉 妹 が お り,一 人 は オ ル ジ ェイ ・

カ トン(61jei　 Qatun〈Olj　 ai　Khatanで,フ レ グ ・カ ン が 嬰 っ た 。 も う一一人 は,ベ キ

(Beki〈Bikl)と い い,サ イ ン ・カ ン ・バ ト ゥ(Sain　 Khani　 Bata)の ハ ト ンで あ っ た 。

(『ワ ッサ ー フ 史 』,TW/TS　 3040:fol.9b)

3.2.通 婚パ ター ンの分析 と解釈

　上記の史料に記されている2家系間の通婚関係を分析 し図示 したものが,図7～ 図

16である。一見して,2集 団間の相互的な女性の交換であることがうかがわれるが,

この図に したがって,個 々の婚姻がどのような交換のパターンにそっているかを逐一
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図7　チンギス・カン 家とクドカ ・ベキ家の通婚関係(1)

分析 していきたい。

(1)ト レルチ(T6re16i)と チ チ ェゲソ(Ci6egen)の 婚 姻(図7,史 料A)

　前 述 のよ うに,チンギス・カン 家 とオイ ラ ト族 ク ドカ ・ベキ家 との間で通婚関係が

スター トした最初 の婚姻が,こ の ク ドカ ・ベキの息子 トレルチ とチ ンギス ・カンの娘

チチ ェゲ ソとの婚姻 である。

　史料Aに 「チ ンギス ・カ ンは,彼 らと通 婚関係を結 んで,娘 を与 えた り貰 った り

し」 とあることか ら明か なよ うに,チンギス・カン は,こ のとき相互的な通婚関係を

確立 しようとしたのであ り,実 際,こ の トレルチとチチ ェゲソの婚姻は,ト ルイ とオ

グル ・トトミシの婚 姻 と組合わせ ると,相 互的 な姉妹交換婚 になるはずであった。 と

ころが,な ん らかの事情 で後者 の婚姻は実現 しなか った。 この点 につ いては,次 の

(2)で も う一度言及す る。

　 トレルチ とチチェゲソが結婚 した年については,や や確定す ることが困難 であ るが,

あ る程度推測す ることはで きる。上限は ク ドカ ・ベ キが帰順 した1208年 で あ り,下 限

は,ト レルチ とチチ ェゲンの娘 であるクイ クが フ レグと結婚 し,二 人か ら1234年 に ジ

ュムクルが生 まれ ていること19)か ら逆算 して,遅 くとも1210年 代 であ ろ う。

(2)モ ン ケ ・カ ソ(M6ngke　 Qan)と オ グル ・トトミシ(0γul・-tutmiS)の 婚 姻(図

7・ 図8,史 料A・E)

　 史料Aに よると,チンギス・カン が このオ グル ・トトミシを姿 ろ うと秘か に思 っ

た ことがあ った らしいが,実 際には,彼 女は,末 子の トルイの婚約者 となった(史 料

E)。 しか し,な ん らか の事情 でその婚姻 は実現せず,結 局,ト ルイの息子 のモ ソケ

が嬰 った。
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　 もし,婚 約 した通 りに彼女 と トル

イが結婚 していれば,図7の よ うに,

(1)の 婚 姻 と組み合わせ て,「 姉妹

交換婚」になることが重要 であ る(宇

野1993:84-85)。 後 述 す る ウ ソギ

ラ ト族 との通婚関係において も,相

互的な通婚 関係が スター トする とき

には,姉 妹交換婚が行 なわれてい るξ

従 って,チンギス・カン 家の縁組 シ

図8　 チンギス ・カン家とク ドカ ・ベキ家の通婚

　　　関係(2)

ス テ ムの特徴 の一つ と して,相 互的な通婚 をスター トさせる場合 には,姉 妹交換婚を

行 うことが多い といえ る。

　 ところで,オ グル ・トトミシは,最 終 的にはモ ンケと結婚 したので,そ の結果,姉

妹交換婚ではな くな り,図8の ような,変 則的な型にな った。前述 のケ レイ ト族のチ

ャウル ・ベキ とジ ョチの縁組が,こ れ と同型の組合せ であ るので(図4),こ れ か ら

も相互的な通婚関係がス ター トしうると思われ る。 しか し,実 際 には,オ グル ・トト

ミシが早 く死去 し彼女か ら男児が生 まれなか ったためか,モ ソケ家 との通婚関係は,

これ以上連続 しなか った。

　 なお,モ ンケが オグル ・トトミシを姿 った時期は,は っき り確定す ることがむずか

しいが,父 トルイが死去 した1232年 か ら3-4年 以 内に,モ ソケは オグル ・トトミシ

を姿 り彼女か ら娘 のシ リソが生 まれた と考 え られ るの で(宇 野1993:79-80),従 っ

てオゴデイ ・カ ソの治世であることは確 かである。以下に述べ る トレルチの娘たち,

す なわちオ グル ・トトミシの姪た ちがチ ンギス ・カ ン家に嫁 いだ時期 も,推 定す るこ

とがで き,(4)(6)に つ いては,や は りオ ゴデイの治世 である(宇 野1993:87)。

9　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ 家 の通 婚 関 係(3)
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(3)ア リク ・プヶ(Ariq　 B6ke)と エ ル ・チ ク ミシ ・カ トソ(El-6iqmi忌Qatun)の

婚 姻(図9,史 料A・B)

　 トレルチの次世代では,ト レルチ とチチ ェゲ ンの娘の うちエル ・チ クミシが,ト ル

イの息子ア リク ・ブケに嫁 いだ。 この婚姻は,ア リク ・ブケか ら見れば,父 の姉妹の

娘(FZD)と の婚姻 であるので,従 来 の人類学 のモデルを 当てはめれぽ,「 父方交叉

イ トコ婚」にあた る。 しか し本稿 では,夫 と妻の系譜関係か ら見た近親婚 としての タ

イプを問題にするのではな く,2家 系間で どの よ うな交換 のパ ターンに もとつ いて女

性 を交換 したかを重視 したい。従 って,こ の婚姻は,ト レルチが妻チチ ェゲソを姿 っ

たお返 しに,妻 の兄弟の息子のア リク ・ブケに,娘 のエル ・チ ク ミシを嫁がせた婚姻,

す なわ ち 「妻の兄弟の息子 にお返 しとして 自分 の娘を嫁 がせ る婚姻」 と考 えたい20も

　 上述の 「姉妹交換 婚」 が,「 妻 の兄弟 にお返 しとして姉妹 を嫁がせ る婚姻」 である

ことと比較す る と,2集 団間のギブ ・アン ド ・テイ クの女性 の交換 であることは同 じ

であるが,1世 代後でお返 しをす る点が異な る。

(4)フ レ グ ・カソ(Hulegu　 Qan)と クイ ク ・カ トソ(Kuik　 Qatun)の 婚 姻(図7,

史料A)

　 チ チ ェゲ ソか ら生 まれた娘 うち,ク イ クは,ア リク ・プケの兄 フ レグに嫁 いだ。 こ

の婚姻 も,フ レグか ら見れば,父 の姉妹の娘 との婚姻であ り 「父方交叉イ トコ婚」 で

あ るが,(3)と 同 様に,ト レルチを中心 と した交換のパ ターンを見れぽ,「 妻 の兄弟

の息子 にお返 しとして 自分 の娘を嫁がせ る婚 姻」 である。

(5)バ トゥ(Batu)と べ キ(Beki)の 婚 姻(図10,史 料H)

　 トレルチの娘 の うち,ベ キは ジ ョチの次子 バ トゥに嫁 いだ。史料Hに,ベ キ とオ

ル ジェイは オルガナの姉妹 とあ り,史 料Fに オルジェイは トレルチの娘 とあるので,

図10チンギス・カン 家 とクドカ ・ベキ家の通婚関係(4)
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ベキは トレルチの娘であ ることがわかるが ,母 親は誰 かわからない(宇 野1993:86)。

従 って,「 父方交叉イ トコ婚」か どうかはわか らないが,交 換 のパ ターソか らみれば,

こ の婚姻 も,ト レルチが 「妻 の兄弟の息子にお返 しとして 自分 の娘 を嫁がせ る婚姻」

で ある。

(6)カ ラ ・フレグ(Qara-hulegu)と オ ルガナ ・カ トン(orγana　 Qatun)の 婚 姻(図

11,史 料A)

　 チチ ェゲンから生 まれた娘 の うち,オ ル ガナは,チ ャガダイの孫 カ ラ ・フレグに嫁

いだ。 これは,カ ラ ・フ レグか ら見れば,父 の父 の姉妹 の娘(FFZD)と の婚姻であ

り,上 の2つ と異なるが21),ト レルチが 「妻の兄弟の孫 にお返 しとして 自分の娘を嫁

がせ」た とい う点 で,そ こにギ ブ ・ア ソ ド・テイ クの互酬 の原理が働 いているこ とを

読み とることが出来 る。

　 トレルチが,「 妻の兄弟の息子」 でな く 「妻の兄弟の孫」にオル ガナを嫁つがせた

こ とには理由がある。 カラ ・フ レグの父 モエ トゥケンは,チ ャガタイの後継者 と見な

されていなが ら若 くして戦死 し,ト レルチの娘たちが次 々 とチンギス・カン 家 に嫁い

だ時期には,す でに死去 していた。そのため,そ の息子 でチ ャガタイの後 継者 と見 な

され ていた カラ ・フレグが,オ ルガナを嬰 ることにな ったのであ る。

　以上の4例 は,チ チェゲソを姿 った トレルチが,そ のお返 しとして娘 を妻 の出身家

系へ嫁がせ るとい う互酬の原理 に もとつ く婚姻であ った。 その うち,(3)の 図9は さ

らに連続 して図13・14に な り,(4)の 図7は 図15に な る。

　 ここで,(2)～(6)の5例 の政

治 的背景を,別 稿 での分析 に もとづ　　

いてまとめてお きたい(宇 野1993)。

チンギス・カン家 の姻族 として最 も

力を持 っていたのは,前 述 の ように,

チ ンギス ・カ ンの第1カ トンの弟の

家 系である ウソギ ラ ト族 のアルチ ・

ノヤ ン家であ り,チンギス・カン の

子 孫に とって,ア ルチ ・ノヤ ソ家 と

の姻戚 関係 は帝位継承 に有利 に働 く

条 件の一 つであ った と思われ る。チ,

ソギス ・カ ソの治世 には,チ ソギス

図11チ ンギス ・カン家とクドカ・ベキ家の通婚

　　　関係(5)
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・カソの息子の うち ,年 上 のジ ョチとチ ャガタイがアルチ ・ノヤ ン家 と姻戚関係を結ん

だ。 ところが,つ ぎのオ ゴデイ ・カソの治世にな ると,弟 のオ ゴデイ と トルイの家 系

が,巻 き返 しを図る ようにアルチ ・ノヤ ソ家 との姻戚 関係を強め,ジ ョチ家 とチ ャガ

タイ家 はアルチ ・ノヤソ家 から遠 ざかる。

　 この ように最有力の姻族 アルチ ・ノヤン家 をめ ぐって駆 け引きが続いていた とき,

チンギス・カンの娘チチ ェゲソを嬰 っていた ク ドカ ・ベキ家 の トレルチは,姻 族 と し

て勢力拡大 を 目指 し,ア ルチ ・ノヤソ家 との関係が薄 くな ったジ ョチ家 とチ ャガタイ

家,そ して トルイ家 の息子なかでもアルチ ・ノヤ ソ家 との姻戚関係がなか った年下 の

フレグとア リク ・ブケに次 々と自分 の娘を嫁 がせ たのであ る。トルイの長子 モ ソケは,

す でに アルチ ・ノヤ ン家 の娘を婁 っていたが,前 述 の ように,父 親 の婚約者であ った

トレルチの娘オ グル ・トトミシも嬰 った。

　 以上 のよ うに,ア ルチ ・ノヤ ソ家 とチ ンギス ・カン家の姻戚関係の隙間をぬ って,

ク ドカ ・ベキ家は一 気に広 く網をかけるよ うにチンギス・カン 家 との姻戚関係を拡大

したのである。 これ ら トレルチの娘たちの婚姻が,い ずれ も互酬の原理 に基づいた交

換のパ ター ンにそ ってい ることか らわかる ように,こ の縁組 システ ムは,同 世代で複

数の娘 を嫁 がせぽ,交 換のパター ンを崩 さずに姻戚関係を分岐 させ,姻 戚関係 を拡大

す ることがで きるとい う特徴 を持 ってい る。

　 その後,オ ゴデイ家が帝位継承争 いに敗れ,ト ルイ家 のモソケが即位す ると,ア ル

チ ・ノヤソ家は姻族 としての勢 力を弱め,モ ンケ ・カ ソの治世 には,ク ドカ ・ベキ家

がそれに代わ って姻族 としての勢 力を増 した。ク ドカ ・ベキ家 出身の寡婦 オルガナが,

チ ャガタイ家当主の座につ いた ことはそれを よ く示 している。

(7)イ ナ ルチ(lna16i)と クルイ ・エゲチ(Qului　 Ege6i)の 婚 姻(図12,史 料A)

ク ドカ ・ベ キの息子イナルチは,ジ ョチの娘 クルイ ・エゲチを姿 った。この婚姻 は,

図12　チンギス・カン 家とクドカ ・ベキ家の通婚関係(6)
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史料Aに バ トゥが姉妹 の クルイ ・エ ゲチを嫁がせた とあ るよ うに,ア ルチ ・ノヤソ家

か ら遠 ざか ったバ トゥが,自 ら上述のべキを癸 った上に,姉 妹を ク ドカ ・ベキの息子

に嫁がせ,ク ドカ ・ベキ家 との姻戚関係を強 めた ことを示 してい る。交換 のパ ターン

としては,あ ま りきれいには連続 していない。

(8)ト コ カン(Toqoqan)と コチ ュ ・カ トソ(K66u　 Qatun)の 婚 姻(図12,史 料

A・C)

　 バ トゥの息子 トコカ ソは,ト レルチの娘 コチ ュを婁 った。 この婚姻は,(7)の 婚 姻

に対す るお返 しと考 えると,や や変則的ではあるが,図12の よ うな交換のパ ター ソを

見いだす ことがで きる。

(9)チ ョバ ン(Coban)と ノムガ ン(Nomuγan)の 婚 姻(図13,史 料A・B)

　 ブ カ ・テムルの息子 のチ ョバ ソは,ア リク ・ブケとナイマン出身の ク トクナ ・カ ト

ンの間に生 まれた娘 ノムガソを嬰 った。 この婚姻 は,ア リク ・ブケか らみ る と,「 妻

の兄弟 の息子にお返 しとして 自分の娘 を嫁がせ る婚姻」であ り,ア リク ・ブケ自身の

婚姻 を同 じ交換のパ ター ンを持つ。 ところが,チ ョバ ソと妻 の系譜関係か ら見てみ る

と,こ れは 「父の姉妹 の夫 の別 の妻 の娘」 との婚姻 であ り,「 父方交叉イ トコ婚(父

の姉妹の娘 との婚姻)」 ではない。モンゴル の親族名称体系において,「 父方交叉イ ト

コ」はjee(『 元朝秘 史』 のje'e)で あ るが,「 父の姉妹 の夫の別 の妻の娘」はjeeの カ

テゴ リーに含 まれないので,「 類別的父方交叉 イ トコ」 との婚姻 に も当た らない。従

って,こ の婚姻は,「 父方交叉イ トコ婚」に形 は よく似ているが,「 父方交叉イ トコ婚」

図13　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ家 の 通婚 関係(7)
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ではないのである。男性か らみ て 「父の姉妹 の夫の別の妻の娘」 とい うのは,直 接に

は系譜関係のない人間であ る。 図13で 見てみ ると,チ ョバ ソに とって,ノ ムガ ソとの

関係は,2世 代上の トレルチ とチチ ェゲソの婚姻を通 した遠 い系譜関係はあるが,父

の姉妹 であ るエル ・チ ク ミシを通 した系譜 関係はない ことがわ かる22㌧

　従 って,従 来 の人類学の縁組理論 のよ うに,夫 と妻の系譜 関係に よって婚姻 をタイ

プ分けす るとい う方法を とるな らば,図13の 一 連 の3世 代にわたる交換婚の うち,エ

ル ・チ ク ミシとア リク ・ブケの婚姻は,「 父方交叉 イ トコ婚」 であ るが,次 世代 のチ

ョバ ソとノムガンの婚姻は 「父方交叉 イ トコ婚」ではないので,図13の 一 連の婚姻 に

は一貫性が ない とい うこ とにな って しま うのである。

　上述のよ うに,交 換 のパターソに注 目してみれぽ,ト レルチ も次世代 のア リク ・ブ

ケも,「 妻の兄弟 の息子 にお返 しとして 自分の娘を嫁 がせ る婚 姻」であ り,一 貫 した

原則に基づ き,み ごとに連続 した 「女性 の交換」を行 ってい ることがわか る。

　 この ようなことが起 こる原因の1つ は,チンギス・カン 家の男が一夫多妻婚を行 う

ために,そ の娘たちが異 なる母親を もつこ とにある。 そ して,チンギス・カン 家の縁

組 システムでは,ギ ブ ・ア ソ ド・テイ クのお返 しとして嫁がせ る娘は,そ の母親が誰

であるかは問題 と しない。従 って,交 換 のパ ター ソとしては同 じで も,「 父方交叉イ

トコ婚」になる場合 とな らない場合がでて くるのであ る。 この点が最 も重要 であ り,

チンギス・カン家の縁組 システムを 「父方交叉 イ トコ婚」 として解釈す ることができ

ず,女 性の交換のパ ターソそのものを分析 しなければな らない最大の理 由である。

　以上 よ り,図13の3組 の婚姻は,2つ の家系 間で,互 酬 の原理に もとづき交互 に行

なわれた縁組であ り,交 換のパター ンとしては3世 代連続 している と考えるこ とがで

きる。

(10)パ ル ス ・ブカ(Bars-buqa)と エ ル ・テ ムル(El-temUr)の 婚 姻(図14,史 料

D)

　 トルイ とナイマ ソ出身 のリンクン・カトン の間に生 まれたエル ・テムルは,ト レル

チの息子パルス ・ブカに嫁 いだ。 この婚姻は,(3)の ア リク ・ブケとエル ・チ ク ミシ

の婚姻 と組み合わせる と,姉 妹交換婚 になる。 しか し,こ こで相互 的な通婚がス ター

トしたわけ ではないのに,姉 妹交換婚が行 なわれたのはなぜであろ うか。おそ ら くこ

れは,エ ル ・チ クミシがア リク ・プヶの第1カ トンとな りなが ら彼女か らは男児が生

まれなか ったことと関係があると思われ るが,藍 の ことは,第5章 で改 めて論ず るこ

とにしたい。
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図14　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ家 の通 婚 関 係(8)

　 ところで,政 治的な視点か らみて重要 であ るのは,図14の 中 のパルス ・ブカとア リ

ク ・ブケの関係である。 モ ンケ ・カ ソの死後,第5代 クビライ ・カ ソの即位をめ ぐっ

て帝位継承争いがお こり,そ れは,ア リク ・ブケ家 とオイラ ト族 トレルチ家,ク ビラ

イ家 とウソギラ ト族 アルチ ・ノヤ ソ家(特 にその息子 のナチ ソ家)の 結びつ きを決定

的に した。1261年 の シムル ト湖の戦 いでは,ナ チ ンの率 いる1万 隊は クビライ軍の主

力の一 つであ り,ク ビライ軍が ア リク ・ブケ軍を敗 り,ア リク ・ブケ軍について いた

多 くの オイ ラ ト族が殺 された(岡 田1974:7;杉 山1982:304-305)。 当時,ト レルチ

の息子 たちの うち,長 子 ブカ ・テ ムルは フ レグとともにイラ ンに行 って しまって いた

ので,モンゴル 高原 に残 っていたのは,次 子バル ・トアと第三子パル ス ・プカである。

と くにパルス ・ブカは,ア リク ・ブケに とって父方 の交叉イ トコである上 に,姉 妹交

換婚に よって二重 の姻戚関係にあ ったので,ア リク ・ブケに とって最 も信頼で きる味

方であ った と思われ る。

(11)メ リ ク ・テ ム ル(Melik-temur)と エ メ ゲ ソ ・カ ト ン(Emegen　 Qatun)の 婚 姻

(図14,史 料D).

パ ル ス ・ブ カ の 娘 エ メ ゲ ン ・カ トンは,ア リ ク ・ブ ヶ の 息 子 メ リ ク ・テ ム ル と 結 婚

し た 。 エ メ ゲ ン ・カ ト ンの 母 親 が エ ル ・テ ム ル で あ る か ど うか は 史 料 に 記 載 が な い の
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でわからない。そのため,も し従来の縁組理論を適用 して,夫 と妻の系譜関係を問題

にするならば,「父方交叉イ トコ婚」か 「父の姉妹の夫の別の妻の娘 との婚姻」か確

定できないことになるが,こ こでは交換のパターンを問題にするため,エ メゲン ・カ

トンの母親が誰であれ,パ ルス ・ブカからみて 「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分

の娘を嫁がせる婚姻」が行われたことにな り,互 酬の原理にしたがっていることがわ

かる。

(12)ト ク ・テムル(Toq-tem鷲r)と エ ブゲ ソ(EbUgen)23)　 の婚姻(図14,史 料D)

　 メ リク ・テムル と ドルパ ン族のボ レとの間 に生 まれたエブゲ ソは,パ ルス ・ブカの

孫の トク ・テル ムと結婚 した。 この婚姻 は,(7)の チ ョパ ソとノムガンの婚姻 と同 タ

イ プであ り,ト ク ・テ ムルか ら見 ると,「 父 の姉妹 の夫 の別 の妻 の娘 とめ婚姻」で あ

って,「 父方交叉 イ トコ婚」ではない。 しか し,交 換 のパター ソを問題 にす るな らば,

メ リク ・テムルか ら見て,「 妻の兄弟 の息子にお返 しとして自分の娘 を嫁 がせ る婚姻」

が行われた ことにな り,互 酬 の原理に もとつ く交換 のパ ターンとしては きれ いに連続

してい ることがわか る。

(13)フ レグ(HUIegU)と オ ルジ ェイ(61jei)の 婚 姻(図15,史 料A)

e

図15　チンギス・カン 家 とクドカ ・ベキ家の通婚関係(9)
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　 フ レグは,ト レルチの娘 クイ クを姿 った以外に,ク イ クの異母姉妹 のオルジ ェイ も

嬰 った。 トレルチの娘 の うち,チンギス・カン の娘チチ ェゲ ソか ら生 まれた こ とが確

認 で きるのは,エ ル ・チ クミシ,オ ルガナ,ク イ クの3人 であ り,オ ルジ ェイは,史

料Fに 他の母親 か ら生 まれた と記 されてい るので,チ チ ェゲソの娘 では ない。従 っ

て,フ レグとオルジ ェイの婚姻は,「 父方交叉 イ トコ婚」にはならないが,交 換パ ター

ソは クイ クの場 合 と同 じであ り,ト レルチか らみて 「妻 の兄弟の息子 にお返 しとして

自分の娘 を嫁がせ る婚姻」が行われた ことにな る。 この婚姻 の時期については,史 料

Fに 「彼女(オ ルジェイ)を モ ンゴル地方 で嬰 った」 とあ り,フ レグが西 アジア遠征

に出発す る前にオルジ ェイを嬰 った ことがわか る。一方,ク イクの死去 について史料

Fに,「 クイ ク ・カ トンがモンゴル 地方 でな くな った とき」 とあ るの で,ク イ クが亡

くな った のも西ア ジア遠征前であ ることがわか る。従 って,お そ らく,ク イ クの死後,

フ レグは 「ソロレー ト婚」 として クイ クの姉妹のオルジ ェイを姿 った のであろ う。

　 ただ し,オ ル ジ ェイは,ク イ クの死後,ク イ クの地位を も継承 したのではなか った。

なぜ な ら,史 料Fに,ク イ クの財産であ った牧地が,ウ ンギ ラ ト族 のアルチ ・ノヤ

ソー族 の出身である ク トイ ・カ トンに与え られた とあるか らであ り,ク イ クに代わ っ

て フレグの第1カ トンにな ったのは,ク トイ ・カ トンであ った。 この ことは,オ ゴデ

イ,グ ユ クの治世 に,フ レグが一時 アルチ ・ノヤ ソ家 との姻戚関係に傾 いた時期があ

った ことを示 している。 しか し,1251年 の モンケの即位 以後,ク ドカ ・ベキ家が姻族

としての勢力を強 め,1253年 に フレグが西 アジア遠征 に向か った ときには,モンゴル

高原 に残 された宮廷 は ク ドカ ・ベキ家 の関係者で固め られ,ク トイの宮廷 は ク ドカ ・

ベキ家 の親戚筋にあたる側室の手に委ね られ,再 び フレグとオイ ラ ト族 ク ドカ ・ベキ

家 との姻戚関係が強 まることにな る(宇 野1993:91-95)24も

(14)チ ャキル(Cakir)と モ ングル ゲン(M6ngifltigen)の 婚 姻(図15,史 料G)

　 ブ カ ・テ ムルの息子のチ ャキルは,フ レグとオルジ ェイか ら生 まれ たモ ングル ゲソ

を婁 った。 これは,チ ャキルか ら見れば,父 の姉妹の娘(FZD)と の 「父方交叉 イ

トコ婚」であるが,交 換のパ ターソを フレグか ら見れ ぽ,ク イクとオルジ ェイを癸 っ

たお返 しに,二 人 の兄弟 ブカ ・テ ムルの息子チ ャキルに娘 モ ソグルゲ ンを嫁がせた こ

とにな り,「 妻の兄弟の息 子にお返 しとして 自分の娘 を嫁 がせる婚姻」 が行 われ た こ

とにな る。

　図15を 見てみ ると,互 酬 のパター ソが きれいにまもられてお り,世 代毎に婚 出す る

方 向が入れ替わ り,ギ ブ ・アソ ド・テイ クの交換婚が連続 して行われた ことがわか る。
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なお,チ ャキルが死 んだ後,モ ングルゲソはチ ャキルの息子の タラカイ と結婚 した。

(15)ジ ュム クル(Jumqur)と ノル ソ(N61Un)の 婚 姻(図15,史 料A)

　 こ の婚姻は,ジ ュム クルか ら見 る と,母 の兄弟の娘(MBD)と の 婚姻であ るので

母方交叉イ トコ婚であ る。一方,上 のチ ャキル とモ ソグル ゲソの婚姻 と組み合わせて

み ると,姉 妹交換婚 にな るが,こ れは,相 互の通婚が スター トした例ではないので,

や や例外的である。 おそ らく,1251年 の モ ンケの即位後,ク ドカ ・ベ キ家が姻族 とし

ての勢力を強めたこ とと関係があるのであ り,前 述 した よ うに,1253年,フ レグは西

アジア遠征に出発す るときに,モンゴル 高原の宮廷 を ク ドカ ・ベキ家 の関係者 で固め

ようとしたが,そ の頃,息 子 ジュムクルに もク ドカ ・ベキ家の娘 ノル ンを嬰 らせ,そ

の上 で,モンゴル 高原 の牧地を彼に委ねた のではないか と思われ る。

　 なお,ジ ュムクルが死んだ後,こ のノル ソは,ジ ュム クルの弟のテ クシンと結婚 し

た。

(16)モ ソケ ・テ ムル(M6nke-temUr)と オ ルジ ェテイ(Oljetei)の 婚 姻 とタラカイ

(Taraqai)と ア ラ ・ク トル グ(Ara-qutluγ)の 婚姻(図16,史 料A)

この ジ ョチ家 とク ドカ ・ベキ家の間で行 なわれた2組 の婚姻には,図16の よ うに,

図16チンギス・カン 家とクドカ ・ベキ家の通婚関係(10)
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ギ ブ ・アン ド・テイ クの交換 のパ ターン がある。 モ ンケ ・テムルか ら見れ ぽ,妻 オル

ジェテイのお返 しとして,娘 アラ ・ク トル グを,妻 の兄弟の息子 タラカイに嫁 がせた

ことにな り,「妻 の兄弟 の息子にお返 しとして 自分の娘 を嫁がせ る婚姻」 である。

　 ところが,も う1世 代上の コチ ュと トコカ ンの婚姻 との連続性を考えてみ る と,

ギ ブ ・ア ン ド・テイ クのパター ンは崩れてお り,2世 代連続 して ク ドカ ・ベキ家か ら

婚出 している。 ブカ ・テムルは,フ レグとともにイ ランにい き,図15の よ うに,ブ カ

・テムル家 とフレグ家 の間に通婚関係が連続 していたことを考えると
,こ の2組 の婚姻

は,な ん らかの政治的事情 のため に,ブ カ ・テムル家が,あ る時期 ジ ョチ家に接近 し

た ことを表わ しているのであろ う。

3.3.小 結

　オイラト族のクドカ ・ベキ家 とチンギス・カン 家 との通婚関係に関する以上の分析

から,そ の通婚パターンの特徴についてまとめれぽ,次 のようになるであろう。

　 (1)相 互的な通婚がスター トするときは,「姉妹交換婚(妻 の兄弟に自分の姉妹を

嫁がせる婚姻)」が行われている。それ以外にもなんらかの理由により,結 果的に 「姉

妹交換婚」になることがある。

　 (2)以 上検討 した通婚関係の中に,「父方交叉イ トコ婚」(「類別的父方交叉イ トコ」

との婚 姻 も含む)は6例(フ レグとクイ ク,ア リク ・

ブケとエル ・チ ク ミシ,カ ラ ・フレグとオル ガナ,バ

トゥとべキ,チ ャキル とモ ングルゲ ン,タ ラカイ とア

ラ ・ク トル グの婚姻)あ るが,「 父の姉妹の夫 の別 の

妻 の娘 との婚姻」 は2例(チ ョパ ンとノムガン,ト ク

・テムル とエブゲンの婚姻)あ り,ど ちらか不明の もの

が1例(メ リク ・テムル とエ メゲン ・カ トンの婚 姻)

あ る。 「父方交叉 イ トコ婚」 の数が多いのは事実 であ

るが,必 ず 「父方交叉イ トコ婚」 である必要 はな く,

「父の姉妹の夫 の別の妻の娘 との婚姻」で もこの通婚

関係を連続 させ る ことがで きる。 つま り 「父方交 叉イ

トコ婚」である ことは,必 要 条件 ではない。

　 (3)「 父 方交叉 イ トコ婚」で も 「父 の姉妹の夫 の別

の妻 の娘 との婚姻」で も,「 妻の兄弟の息子 に,お 返

しとして 自分の娘 を嫁がせ る」 とい う交換のパ ターン

㊧

図17　 通婚の基本パターン
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があるのであり,こ の 「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚姻」こ

そが,チ ンギス ・カン家 とク ドカ ・ベキ家の通婚関係にもっとも多く見られる基本型

である。 このギブ ・アンド・テイクの互酬の原理が,通 婚関係を次世代へ連続させて

いる。

　 (4)こ の縁組システムの 「女性の交換」の基本的なパターンを図示すれば,図17

のようになる。1番 下の世代の婚姻は,「父の姉妹の夫の別の妻の娘との婚姻」の場

合である。

　クドカ・ベキ家との通婚関係については,以 上のようにまとめることができる。次

に,ウン ギラト族のアルチ ・ノヤン家の通婚関係について同様な分析を行い,そ の上

で改めて総合的な考察を行ないたい。

4.ウン ギ ラ ト族 アル チ ・ノヤ ン家 とチンギス・カン 家 の通 婚

　　 関係

　 ウン ギ ラ ト族については,第2章 で姻族 としての ウン ギ ラ ト族の基本的 な特徴を説

明を したが,従 来の研 究に よりつつ,も う少 し補足 してお きたい。

　 ウンギ ラ ト族は,も ともと大興安嶺の西側,ア ルグン 河 とガ ン河には さまれ た地域

に居住 していた部族であ るが,チンギス・カン の即位後,そ こをチンギス・カン の弟

たちのために明け渡 し,ア ルチ ・ノヤン を中心 とす るウン ギ ラ ト族の5つ の千戸 は,

南 方の シラ ・ム レン流域か らシ リン ・ゴル草原 にいた る地域へ移住 させ られた。以後,

アルチ ・ノヤン 家は,ダ ライ湖北西岸を夏営地,シ ラ ・ム レン南岸の現在 の烏丹付近

を冬営地 としていた。後に,夏 営地には応昌府(路),冬 営 地 には全寧路が築かれ る

(箭内1930:595-606;杉 山1992:100-101)。

　 アルチ ・ノヤ ンは,オ ゴデイ ・カ ンの時代に,万 戸長 の位を授か り,以 後,万 戸長

の位は,図19に 付 した順番 で,ア ルチ ・ノヤ ンの子孫に継承 されてい った。 チン ギス

・カン の子孫に とって ,ア ルチ ・ノヤン家 と姻戚関係を持つことは,帝 位継承に有利で

あ った らし く,誰 が アルチ ・ノヤ ン家 との姻戚関係 を継承す るかをめ ぐって,激 しい

凌 ぎ合いが起 こ り,か えってそれが アルチ ・ノヤン 家 にとってマイナスになる ことも

あった。

　 アルチ ・ノヤン の娘チ ャブイが クビライに嫁 ぎ,ア ル チ ・ノヤン 家が クビライ家の

姻族にな ったのは,第2代 オ ゴデイ ・カン の即位前後 である。第4代 モン ケ ・カン が

即位 し,弟 の クビライが,中 国方面 の統治を任 される と,ク ビライは,ア ルチ ・ノヤ

27



国立民族学博物館研究報告別冊　 20号

ン家 の住地の南方 に隣接す る金蓮川(後 の上都一帯)に 本拠地 を置 き,ま す ますアル

チ ・ノヤン 家 との絆 を深めてい った。以後,ア ルチ ・ノヤン家は,元 朝の夏の都であ

る上都か らみて東北方に隣接す る地域 を占め,軍 事的 にみて最重要地域を任 されてい

た ことにな る(杉 山1984:490-491,493-494;1993:15H54)。

　 アルチ ・ノヤン家 の当主 と して万戸長 にな った者 は,チンギス・カン 家内の政争 に

関わ ることが多 く,敵 対勢力の打倒 に重要 な役割を果た して きた。第3代 万戸長ナチ

ンは クビライ とア リク ・ブカの帝位継承争いに,第5代 万戸長 テムルはナヤ ンの乱に
,

第6代 万戸長マン ジタイは カイ ドゥの乱 に,そ れぞれ クビライ側 の重要な戦力 として

参加 してきた。ただ,シ リギの乱 の ときには,第4代 万戸長オ ロチ ンが,乱 に乗 じた

弟 のジル グガダイに殺 されて しまったため,応 昌は反乱軍 に包 囲 され,ク ビライ政権

は一時非常事態に陥い ることにな った。 この よ うな例か らわか るように,元 朝政権 に

とって,ア ルチ ・ノヤン家は,最 も信頼 されていた姻族であ り,軍 事的に も重要な役

割 を担 っていたのであ る。

4.1.史 料

　諸史料か ら通婚 に関す る箇所を ピックア ップし,そ れにアル ファベ ッ トをふ って列

挙す る。 この史料1～Xに もとついて,次 の議論を進めてい くことにす る。

1　 　 も う一 つ ウ ンギ ラ トの グル ー プが あ り,そ の リーダーは デイ ・ノヤ ン(Dei

Noyan<Dei　 Nayan)で あ った。彼 には,ア ルチ ・ノヤ ン(Al6i　 Noyan〈Alji　 Nayan)

とホ ク ・ノヤ ン(Hoqu　 Noyan<HUqO　 NUyan)と い う2人 の息子がお り,ボ ルテ ・

フジ ン(B6rte　 Ojin<Barte　 Ojln)と い う名の娘 がいた。チンギス・カン は青年期 の

初めに彼女を求めたが,彼 女 の父親が非常に渋 った。 アルチ ・ノヤ ンはチン ギス ・カ

ンと仲が好か ったので,そ の姉を彼に与え よ うと努力 した。彼女 は年齢ではアルチ ・

ノヤンよ り上 であった。(『集史』部族篇 ウン ギ ラ ト族,JT/Al:394)

J　 　 (チンギス・カン の)第1夫 人のボルテ ・フジン(B6rte　 FUjin<BOrte　 FUjin)

は,ウ ンギ ラ ト族の長 であ り王 であるデイ ・ノヤン(Dei　 Noyan<Dei　 NUyan)の 娘

であ った。彼女は,全 カ トンの中で最 も信頼 され最 も偉大 なカ トンであ り,名 声 を馳

せ た4人 の年 上 の 息子 と5人 の娘 の母 親 であ った。(『 集史 』 チ ンギス ・カ ン紀,

JT/TS　 1518:fo1.64b)
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K　 　 禿満倫(ト マルン)公 主,適 赤窟(チ グゥ)馬付馬。(r元 史』巻109,諸 公 主表)

L　 　 4番 目の娘は トマルン(Tomalun<Tamalan)で あ る。彼 女を ウン ギ ラ トの

王 の 息 子 に 与 え た 。 彼 の 名 は グ レゲン ・グ レ ゲン(GUregen　 GUregen<Karkan

Ktirkan)で あ る。 グ レゲンGtiregenは 「婿 」であるけれ ども,彼 の名 につけ られ て

いる。(『集史』チンギス・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.65a)

M　 　 チ ンギス ・カ ンの時代に,人 々がアルチ ・ノヤン(A16i　 Noyan〈Alji　 Nayan)

と呼 んでいた あ る信頼 で きるア ミールが お り,彼 の名 は デ レゲ ・グ レゲ ン(Derge

GUregen<Derke　 Karkan)で あ った。彼 にはShenkka　 Karkanと い う名 の息子がいた。

チンギス・カンは,他 の ウン ギラ ト諸族か ら4千 人の男 を分け て彼に委 ね,自 分 の娘

で トル イ'カン(Tolui　 Qan<T田oi　 Khan)よ り年 上 の トマ ルン(Tomalun

くTamalUn)を 彼 に与 え,彼 をチベ ッート(Tabat)地 方 へ派遣 した。現在 まで彼 らの

子 孫 がそ こに 居 る。(r集 史 』 部族 篇 ウン ギ ラ ト族,JT/A1:396-397;JT/KMSM

2131:fol.31b)

N　 　 ウン ギ ラ ト(Unggirad〈Qunqrat)族 出身 のShenka　 Korkanの 千 戸。彼は ア

ルチ ・ノヤ ン(A16i　 Noyan〈Alja　 NOyan)の 息 子であ り,(彼 の)ト マルン ・カ トン

(Tomalun　 Qatun<Tumalun　 Khatan)は チ ンギス ・カ ンの娘である。 この4千 の軍隊

を ウンギ ラ トか ら分 けて彼に与 え,チ ベ ッ ト(Tabbat)芳 面 へ派遣 した。彼 らは ま

だそ こに住んでいる。(『集史』チンギス・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.130a)

O　 　 ア ル チ ・ ノ ヤン(A16i　 Noyan〈 入lji　NUyan)に は,ナ チン(Na6in<Najin)

の 下 に チ グ ・グ レ ゲン(Ciγu　 GUregen<Jika　 Karkan)と い う名 の 息 子 が い た 。 トマ

ル ン(Tomalun<TUmalUn)と い う名のチ ンギス ・カ ンの娘を嬰 った ダイルカイ ・グ

レゲ ン(Dairkai　 KUrkan)は ウ ンギ ラ ト出身 で あ った。(『集史』部族 篇 ウン ギ ラ ト族,

JT/A　 1:401)

P　 　 ジ ョチ ・カン(Jo6i　 Qan<Jnji　 Khan)の2番 目 の 息 子 ・ミト ゥ(Batu<Batu)。

バ ト ゥは ウン ギ ラ ト族 出 身 の ア ル チ ・ノ ヤ ン(Al6i　 Noyan<Aljl　 Nayan)の 娘 の オ キ

・フ ジン ・カ ト ン(6ki　 Fujin　 Qatun〈Oki　 Fuji　Khatan)か ら生 ま れ た
。(『 集 史 』 ジ ョ

チ ・カン 紀,JT/TS　 1518:fol.158a)
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Q　 　特醇禅(デ イ ・セチェン),姓 李思忽児,弘 吉刺(コン ギラト)氏,世 居朔漠。

本名特,因 從太祖起兵有功,賜 名醇禅,故 兼稻日特醇禅。女日李見台,太 祖光献翼聖

皇亘。

　子日按陳(ア ルチ),從 太祖征伐,凡 三十二戦,平 西夏,断 渥關道,取 回紘尋斯干

城,皆 與有功。歳丁亥(太 祖二十二年,1227年),賜 號國舅按陳那顔(ア ルチ ・ノヤ

ン)。壬辰(太 宗四年,1232年),賜 銀印,封 河西王,以 統其國族。丁酉(太 宗九年,

1237年),賜 銭二十萬絡,有 旨 「弘吉刺氏生女世以為后,生 男世尚公主,毎 歳四時孟

月,聴 讃所賜旨,世 世不絶」。(中 略)

　子斡陳(オ チン),歳 戊戌(太 宗十年,1238年)授 萬戸,尚 容宗(ト ルイ)女 也速

不花(イ ェス ・ブカ)公 主。

　弟納陳(ナ チン),歳 丁巳(憲 宗七年,1257年)襲 萬戸。(中 略)(中 統二年,1261

年)亮,葬 末懐禿。斡羅陳(オ ロチγ)襲 萬戸,尚 完澤(オ ルジェイ)公 主。完澤公

主莞,縫 尚嚢加眞(ナン ギヤジン)公 主。至元十四(1277)年 莞,葬 拓刺里,無 子。

弟日帖木兜,至 元十八年襲萬戸。(中 略)(至 元二十五年,1288年)亮,葬 末懐禿。子

二人,長 日弓周阿不刺(デ ィウバラ),次 日桑寄不刺(セン ゲ ・ブラ),皆 幼。

　至元二十七(1290)年,以 其弟蟹子台(マン ジタイ)襲 萬戸,亦 尚嚢加眞公主(ナ

ンギヤジン)。成宗即位,封 皇姑魯國大長公主,以 金印封蟹子台為齊寧王。(中略)嚢

加眞公主亮,縫 尚裕宗女哺寄不刺(ナ ンガ ・ブラ)公 主。蟹子台亮,年 五十有二。

　大徳十一(1307)年 三月,按 答児[禿]長 子鋼阿不刺(デ ィウバラ)襲 萬戸,尚 祥

寄刺吉(セ ンゲ ・ラギ),六 月,封 大長公主,賜 瑚阿不刺金印,加 封魯王。(中略)皇

慶間,加 封皇妹大長公主。天暦間,加 號皇姑徽文鎌福[貞]壽 大長公主。至大三

(1310)年,調 阿不刺莞,葬 末懐禿。

　阿里嘉室利(ア リギヤシ リ),調 阿不刺嫡子也。至大三年,甫 八歳,襲 萬戸。四

(1311)年 七月,襲 封魯王,尚 朶児只班(ド ルジバ ン)公 主。元統元(1333)年,阿

里嘉室利莞。至順間,封 朶兜只班號粛雍賢寧公主。

　桑寄不刺(セン ゲ ・ブラ)者,魯 王凋阿不刺之弟,阿 里嘉室利之叔也。(中略)成

宗時,奉 旨尚普納(ブ ナ)公 主,至 順間,封 郵安大長公主,授 桑寄不刺金印,封 郵安

王,職 千戸。元統元年,授 萬戸。(元 統)二(1234)年 三月,加 封郵安公主號皇姑大

長公主,加 封桑寄不刺魯王。以疾亮,年 六十一。此皆以騎馬襲封王爵者也。(r元 史』

巻118,特 醇禅伝)
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R　 　 魯國公主位。魯國大長公主也速不花(イ ェス ・ブカ),容 宗(ト ルイ)女 也。

適皇國舅魯忠武王按唄那顔(ア ルチ ・ノヤン)子 斡陳(オ チン)馬付馬。

　魯國公主醇只干(セ チェゲン),太 祖(チンギス・カン)孫 女,適 斡陳(オ チン)

弟納陳(ナ チン)馬付馬。

　魯國長公主完澤(オ ルジェイ),適 斡陳(オ チン)男 斡羅眞(オ ロチン)鮒 馬。魯

國大長公主嚢家眞(ナ ンギヤジン),世 祖(フ ビライ)女,適 納陳(ナ チン)子 帖木

児(テ ムル),再 適帖木兜弟蟹子台(マ ンジタイ)。

　魯國大長公主南阿不刺(ナ ンガブラ),裕 宗女,適 蟹子台。魯國徽文酪福(眞)[貞]

壽大長公主祥寄刺吉(セ ンゲ ・ラギ),順 宗(ダ ルマバラ)女,適 帖木児(テ ムル)

子彌阿不刺(デ ィウバラ)。

　魯國大長公主普納,適 帖木兜子魯王桑寄不刺(セ ンゲ ・ブラ)。粛雍賢寧公主朶児

只班(ド ルジバン),適 彌阿八刺子阿里嘉實利(ア リギヤシリ)。(『元史』巻109,諸

公主表)

S　 　 世祖昭容順聖皇后,名 察必(チ ャブイ),弘 吉刺氏,濟 寧忠武王按陳(ア ルチ)

之女也。生裕宗(チ ンキム)。(『 元史』巻114,后 妃 伝1)

T　 　 ク ビ ライ ・カ ン(Qubilai　 Qan<Qabilai　 Khan)に は 多 く の カ トン や 側 室 が い

た 。 一 番 上 で あ っ た の は チ ャ プ イ ・カ トン(Cabui　 Qatun〈Jaban　 Khatun)で あ り,

彼 女 は ウン ギ ラ トの 王 族 の 一 人 で あ る ア ル チ ・ノ ヤ ン(Al6i　 Noyan<Alji　 Nayan)の

娘 で あ っ た 。(『 集 史 』 ク ビ ラ イ ・カ ン紀,JT/TS　 l518:3fol.196b)

U　 　凡其女之為后者,自 光獄翼聖皇后以降,憲 宗貞節皇后諄忽台,及 后妹也速児,

皆按陳從孫忙寄陳之女。世祖昭容順聖皇后譲察必(チ ャブイ),濟 寧忠武王按陳(ア

ルチ)之 女,其 諄帖古倫(テ グルン)者,按 陳孫脱鈴憐之女,譲 哺必(ナ ムブイ)朋

縫守正宮者,納 陳(ナ チン)孫 偲童之女。成宗貞慈静艶皇后譲實憐答里(シ リンダリ),

斡羅陳(オ ロチン)之 女也。(中 略)文 宗皇后譲不答失里(ブ ダシリ),調 阿不刺(デ

ィウバラ)魯 王之女。(『元史』巻118,特 醇禅伝)

V　 　 南必(ナ ムブイ)皇 后,弘 吉刺氏,納 陳(ナ チ ン)孫 仙童之女也。至元二十

年,納 為皇后,縫 守正宮。(r元 史』巻114,后 妃伝1)
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表1　 アルチ ・ノヤン家とチンギス・カン 家の通婚(1)

チンギス・カン家出身の夫

M611gke

(Tuluiの 息 子)

M6ngke

(Toluiの 息 子)

順 宗Darmabala

(Cin・kimの 息 子)

武 宗Qai蓉an

(Darmabalaの 息子)

武 宗Qai§an

(Darmabalaの 息子)

泰 定 帝Yesttn-temtir

(Kamalaの 息 子)

泰 定 帝YesUn-temtir

(Kamalaの 息 子)

泰 定 帝YesUn-temUr

(Kamalaの 息 子)

アルチ ・ノヤン家出身の妻

忽 都 台

(A16i　Noyanの 子 孫,忙 寄 陳 の娘)

也 速 児

(Alei　Noyanの 子 孫,忙 寄 陳 の娘)

答吉Dagi

(A16i　Noyanの 孫渾都帖木見の娘)

眞 寄

(A16i　Noyariの 子 孫,送 不 刺 の娘)

速 嵜 失 里

(A16i　Noyanの 子 孫,恰 児 只 の娘)

八不牢

(A16i　Noyanの 孫 の斡留察兜の娘)

必 牢

(A16i　Noyanの 子 孫,買 住 牢 の 娘)

速 寄 答 里

(A16i　Noyanの 子 孫,買 住 筆 の 娘)

表2　 アルチ ・ノヤン家 とチンギス・カン 家の通婚(2)

アル チ ・ノ ヤ ン家 出身 の夫

買 住窄

(A16i　Noyanの 子孫,送 不 刺 の 息 子)

丑 漢
●(A16i
　Noyanの 次 子必 寄 の子 孫)

納 合Noqa

(Al6i　Noyanの 子孫)

不 只 児

(A16i　Noyanの 弟 の 火忽 の孫)

脱 羅禾

(Dei　Se6enの 孫)

脱 羅禾

(Dei　Se6enの 孫)

阿恰

(A16i　Noyanの 息子唆見火都の息子)

チンギス・カン家出身の妻

拝塔沙
(系譜不詳)

台忽普都
(系譜不詳)

唆 兜 恰 牢Sorqaqan

(696deiの 娘)

斡可眞
(系譜不詳)

不魯牢
(系譜不詳)

闊闊 倫

(Ayurbarwadaの 娘)

名前不詳
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W成 宗貞慈静酪皇后,名 失憐答里(シ リンダ リ),弘 吉刺氏,斡 羅陳(オ ロチン)

之 女也。大徳三(1299)年 十 月,立 為后。生皇子徳壽,早 亮。(r元 史 』巻114,后 妃

伝1)

X　 　 文宗 卜答失里(ブ ダシリ)皇 后,弘 吉刺氏,父 鮒馬魯王珊阿不刺(デ ィウバ

ラ),母 魯國公主桑寄(吉 刺)[刺 吉](セ ンゲ ・ラギ)。文宗居建業,后 亦在行。天暦

元年,文 宗即位,立 為皇后。(r元 史』巻114,后 妃伝1)

　 『元史』巻118特 醇禅伝,巻109諸 公主表には,こ こに列挙 したもの以外に,表1・

表2の 婚姻についての記事もある。しか し,こ れらの婚姻は両親どちらかの系譜関係

にはっき りしない点があ り,他 の婚姻 との関係が明かでなく,通 婚パターンを論ずる

ことが難 しい。従って,本 稿では表1・2の 婚姻は分析の対象から外すことにする。

4.2.通 婚 パ タ ーン の分 析 と解釈

　上記の史料に記 されてい る2家 系間の通婚関係を分析 し図示 した ものが,図18-21

で あ る。この図に従 って,オ イラ トのク ドカ ・ベキ家 の場合 と同 じように,通 婚 パター

ンを解釈 してい くことにす るが,ア ルチ ・ノヤン 家 の場合は,よ り詳 しいデー ターが

あ り,婚 姻 の時期や政治的背景 などもある程度 あき らか にで きるので,そ の点 も含 め

て分析 しつつ,通 婚パ ターンを解釈 してい きたい。

(1)チ ンギ ス ・カ ン(Cinggis　 Qanニ テ ム ジ ン)と ボ ル テ(B6rte)の 婚 姻(図18,

史 料1・J・Q)

　チンギス・カン(テ ム ジ ン)は,

1180年代前半 ころに,デ イ ・セチェ

ンの娘ボルテと結婚 したらしい。『元

朝秘史』に記されている,チン ギス

・カンとボルテの婚約と結婚の話は有

名であるが,そ れは後の時代のウン

ギラト族 とチンギス・カン ー族との

密接な通婚関係の反映であ り,フ ィ

クションである可能性が高いことは

すでに岡田英弘氏によって指摘され
図18　チンギス・カン 家とアルチ ・ノヤン家の

　　　通婚関係(1)
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ている(岡 田1985:157-160)。チンギス・カン とボルテが結婚 したのは,ま だチン

ギス ・カンが弱小勢力であった時代であ り,史 料1に 「チンギス・カン は青年期の初

めに彼女を求めたが,彼 女の父親が非常に渋った。アルチ ・ノヤンはチンギス・カン

と仲が好かったので,そ の姉を彼に与えようと努力した。」と記されているように,

デイ ・チェンは,こ の結婚に賛成ではなく,ボ ルテの弟アルチ ・ノヤンの努力でやっ

と結婚が認められたというのが真実であろう(宇 野1993:71)。

　この結婚は,通 婚関係の最初に位置づけられる婚姻であ り,結 果的には次世代の

(2)の 婚姻と連続 している。 しかし,デ イ ・セチェンが積極的でなかったことから明

らかなように,当 初から次世代に連続するような相互の通婚関係を結んでいたわけで

はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　 .

(2)チ グ(CigU)と トマルン(Tomalun)の 婚 姻(図18,史 料K-■L・M・N・

0)

　 アルチ ・ノヤン の息子のチ グは,チンギス・カン の娘 の トマルン を嬰 った。(那 珂

1907:326-327)。 史 料に当た ってみ る とやや混乱 があ り,史 料Kの 『元史』諸公主表

では,禿 満倫(ト マル ン)公 主が赤窟(チ グ)鮒 馬に嫁 いだ と明記 してい るが,r集

史』 では,ト マルン の夫 の名前 が言 及箇所毎 にバ ラバ ラであ り矛盾 してい る(史 料

L,M,　 N,0)。 た だ,『 集史』で も,ト マル ンの夫が アル チ ・ノヤン の息子であ

る点は一致 してお り,ま た,チ グが アルチ ・ノヤ ンの息子 の一人 であ ることも記 して

い る。 また,『 元史』『聖武親征録』『集史』『元朝秘史』すべ てに,チ グ ・グ レゲン,

チ グ馬付馬 とい う人物が数回登場す る。従 って,や は り,那 珂 氏以来 の定説の よ うに,

トマル ンの夫 の名前は 「チ グ」 と考え るのが妥 当であろ う。

　 この婚姻 は,図18の よ うに,(1)の ボ ルテ とチ ンギス ・カンの婚姻 と組み合わせる

と,「 父方 交叉イ トコ婚 」であ り,交 換 のパター ンを見れぽ,チンギス・カン が妻 ボ

ル テを癸 った お返 しと して,ボ ルテの兄弟の息子に娘の トマルン を嫁がせた ことにな

り,「 妻 の兄弟の息子 にお返 しとして 自分 の娘を嫁 がせ る婚姻」であ ることがわか る。

このよ うに,チ グと トマル ンの婚姻は,ギ ブ ・アン ド・テイ クの通婚パ ターン に よっ

て,(1)の 婚 姻 と連続 している ことが まず注 目され るが,そ れ とともに重要であるの

は,こ の婚姻 が,(3)の ジ ョチの婚姻 と組合わ さって 「姉妹交換婚」にな ることであ

る。r姉 妹交 換婚 」は,ク ドカ ・ベキ家 との通婚関係の分析 の中で指摘 した よ うに,

相 互的な通婚 関係 のス ター トになる婚姻である。上の世代 のチンギス・カン とボルテ

の婚姻が,相 互的 な通婚を考 えた ものではないことはすでに指摘 したが,そ うである
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とす ると,こ のチグと トマル ンの婚姻は,上 の世代 の婚姻 と連続 しつつ,こ の世代 で

「姉妹交換婚」 を行 い,チンギス・カン 家 とアルチ ・ノヤン家 との相互的な通婚 をス

ター トさせた婚姻 であった と考 え られ る。

　ここで,結 婚 の時期 について考察 してお きたい。 チグは1213年 にチンギス・カン の

末子 トルイ とともに金朝遠征へ出軍 したが,そ の ことを記 した諸史料 に,「 馬付馬赤駒」

(r元 史』巻1),「 赤 渠馬付馬」(r聖 武親征録』),rCUgti　 GUrigen」(『 元朝秘史』251節)

25),「 チ グ ・グ レゲンJika　 Ktirkan」(『 集 史』チンギス・カン 紀,　JT/TS　 1518:fol.

95b)と あ り,こ の ときのチ グを 陽付馬」「グ レゲン(婿)」 としてい る点は,諸 史料

が一致 しているので,チ グと トマルンの婚姻 は,1213年 以前 であった可能性が高 い。

トマルン の年齢 については推測す る材料があ り,史 料0に トマルン が トルイ よ り年

上 であった と記 されてい る。 トル イは1213年 に22-27歳 の間 であるので26),ト マ ル ン

がそれ よ り年上 だ とす ると,こ の時すでに結婚 していていて もおか しくない歳 である。

そ して,チ グの婚姻が ジ ョチの婚姻 と 「姉妹交換婚 」にな っていた ことも考慮す る と,

結婚 の時期は,や は り1213年 以 前のチンギス・カン 治世の初期であろ う27)。

(3)ジ ョチ(jo6i)と オ キ ・フジン(6ki　 FUjin)の 婚 姻(図18,史 料P)

　チンギス・カン の長子ジ ョチは,史 料Pの 『集史』の記事に見 られ るように,ア

ルチ ・ノヤン の娘,チ グの姉妹 であるオキ ・フジン と結婚 し,二 人か らバ トゥが生 ま

れた 。・ミトゥは,1255年 に 数 え48歳 で 死去 してい るので(Pelliot　 1949a:29;Boyle

1971:122),逆 算 すれば,1208年 に 生 まれた ことにな り,ジ ョチ とオキ ・フジ ンの婚

姻は少な くとも1208年 以 前である ことがわか る28も

　 この婚姻 の持つ意味 は,す でに指摘 した ように,ほ ぼ 同時期で ある(2)の チ グと

トマルン の婚姻 と組 み合わ せる と,「 姉妹交換婚」にな ることであ り,こ の世 代か ら

両家 の相互的な通婚 関係が スター トした。通婚が相互的になった とい うことは,双 方

が通婚 の連続を期待す るように なった ことを意味す る。

　 ただ,こ の 「姉妹交換婚」か らスター トす る相互の通婚 が,実 際に連 続 したか ど う

かは必ず しもはっき りしない。 ジ ョチの子孫 の うち,と くに長子 オルダの家系 には ウ

ンギ ラ ト族 出身 の娘を嬰 った者 が多 い。 また,チ グの子孫には馬付馬 と してチ ンギス ・

カン 家の娘を嬰 った者が いる。 しか し,『 集史』 ジ ョチ ・カン紀 もr元 史』諸公主表

も,誰 の娘を癸 った のかを記 していないため,他 の婚姻 とどの よ うにつ なが るのかが

全 くわか らない。従 って,ジ ョチ家 とチグ家 の通婚 関係が これ以後連続 したか ど うか

は,残 念なが ら確かめることがで きない。
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　史料の上で明 らかに出来 る重要な点 は,ジ ョチ ・ウルスの中央 ウルスを受け継 いだ

バ トゥが,オ イ ラ ト族 との姻戚関係を強め,ウ ンギ ラ ト族 アルチ ・ノヤ ン家 との姻戚

関係か ら遠 ざか った ことであ る。 これ は,チンギス・カン 家 内でアルチ ・ノヤン 家 と

の姻戚関係をめ ぐって凌 ぎ合いがあ った ことと関係があ り,そ れ については別稿 で論

じた ので,そ の要 点を以下 まとめておきたい(宇 野1993:71-83)。

　 チ ンギ ス ・カンの子の世代において,ジ ョチが アルチ ・ノヤン 家 と姻戚関係を持 っ

た こ とを上述 したが,も う一人,ジ ョチのす ぐ下の弟のチ ャガタイも,ア ルチ ・ノヤ

ンの父の兄弟の息子カダイ ・ノヤンの娘 イ ェスル ンを,す なわちアルチ ・ノヤン の父

方 のイ トコの娘 を嬰 った。イ ェスル ンが死去す ると,イ ェスルン の姉妹の トゲン を嬰

り,ン ロレー ト婚 を行 った。 このように,チンギス・カン の子の世代では,第1カ ト

ンのボル テか ら生 まれた4人 の息子の うち,年 上の ジ ョチ とチ ャガタイが,母 方 の一

族 と姻戚関係を結んだのである。 ところが,次 のオゴデイ ・カン の治世には,年 下 の

オ ゴデイ と トルイの家系が,巻 き返 しを図る ように,ア ルチ ・ノヤン 家 との相互 の姻

戚関 係を結んだ。すなわ ち,チンギス・カン の孫 の世代では,オ ゴデイの息子 クチ ュ

がアルチ ・ノヤ ンの孫 カタカシを嬰 り,オ ゴデイの娘ン ル カカンがアルチ ・ノヤン の

孫 ノカに嫁いだ。そ して,ト ル イの息子 クビラィが,ア ルチ ・ノヤン の娘チ ャブイを

嬰 り,ト ルイの娘イ ェス ・ブカが アルチ ・ノヤ ンの息子オチン に嫁 いだのであ る。 そ

れ と相反す るかの よ うに,年 上 のジ ョチ とチ ャガタイの家系は,ア ルチ ・ノヤン家 と

の姻戚関係か ら遠 ざか り,オ イラ ト族 の ク ドカ ・ベキ家 との姻戚関係を強め ることに

な った。 ジ ョチの息子バ トゥの場合は,前 章 で述べた ように,バ トゥ自身が ク ドカ ・

ベキの息子 トレルチの娘 ベキを嬰 り,バ トゥの姉妹 クルイ ・エ ゲチは トレルチの兄弟

イナルチに嫁 ぎ,バ トゥの息子 トクカン は トレルチの娘 コチ ュを婁 った のであ る。

(4)ク ビライ(Qubilai)と チ ャプイ(Cabui)の 婚 姻(図19,史 料S・T・U)

　 アルチ ・ノヤン の もう一人 の娘チ ャブイは トルイの息子 ク ビライ と結婚 じた。 この

婚姻 は,上 述の よ うに,ト ルイ家が ジ ョチ家 に対抗 して アルチ ・ノヤン 家 との姻戚関

係を結ぶために行 った婚姻 であるため,(2)(3)の 「姉妹交換婚」 とは連続 していな

い。

　 この婚 姻は,次 の(5)と 「姉妹交換婚」 にな っている ことが重要 であるが,そ れ

は次で述べ ると して,こ こでは,婚 姻の時期 を考察 してお きたい。 まず,チ ャブイ と

クビライか ら生 まれた長子 ドルジが,弟 フ レグの長子 アバ ガよ り年上 であ り(『 集 史』

クビライ ・カ ン紀,JT/TS　 1518:fol.196b;Boyle　 1971:242),ア パ ガは1234年2月 生

36



宇野　 チンギス・カン家の通婚関係にみられる対称的婚姻縁組

図19　 チ ンギ ス ・カ ン家 と アル チ ・ノヤ ン家 の通 婚 関 係(2)

まれ なので 。(Jackson　1982:61),ド ル ジが生 まれた のは1234年 初 頭 以前で あ り,二

人 の結婚 の下 限は1233年 で ある。1215年9月23日 生 まれ の クビライ(r元 史』巻4)

が,こ の年 に数 え19歳 であ ることか らみて も,1230年 前 後に二人が結婚 した可能性が

強いであろ う。従 って,婚 姻の時期は,ト ルイの執政時期(1228-29年),も し くはオ

ゴデイ治世初期(1229年 ～)で ある。

(5)オ チ ン(06in斡 陳)と イ ェス ・ブカ(YesU-buqa也 速 不花)の 婚姻(図19,史

料Q・R)

　 アルチ ・ノヤ ンの息子のオチ ンは,1238年 に 父の地位 を継いで万戸長 とな り,ト ル

イの娘のイ ェス ・ブカを嬰 った。イ ェス ・ブカは,オ チ ンの父の姉妹 の息子の娘であ
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る。重要 な点は,こ の婚姻が(4)の ク ビライ とチ ャブイの婚姻 と組み合わせ ると 「姉

妹交換婚」にな ることであ り,こ れ は トルイ家 とアルチ ・ノヤ ン家 の以後数世代 にわ

た る通婚関係のス ター トとな った。

　 トルイ家 とともに アルチ ・ノヤン 家 と姻戚関係を強めていたオ ゴデイ家は,ア ルチ

・ノヤン家 出身のカタカシか ら生 まれた シレムンを グユ クの後継者 として推 したが ,ト

ルイ家の推す モンケに帝位 を奪われ ると,カ タカシは処刑 され,オ ゴデイ家 とアルチ

・ノヤン家 の通婚関係は1世 代でおわる。一方,モ ンケの時代に,チンギス・カン 家全

体が オイ ラ ト族 ク ドカ ・ベキ家 との姻戚関係を強めたため,以 後,ク ビライ家のみが

アルチ ・ノヤ ン家 との密接 な姻戚関係を維持す ることにな った(宇 野ig93:96-99)。

　 なお,ク ビライ とオチン の間の 「姉妹交換婚」 は,形 か らみれば,ク ビライの子孫

とオチ ンの子孫 との間の相互 の通婚 関係 として展開す る ことが予想 されるが,実 際に

はそ うな らず,オ チン の死後,1257年 に オチン の弟ナチン が万戸長の地位 を継 いだた

め,通 婚の担 い手 はオチン 家か らナチ ン家に移 り,以 後,ナ チ ン家 とクビライ家 の通

婚関係 として展開す ることになる。

(6)ナ チ ン(Na6in納 陳)と セチ ェゲン(Se6egen醇 只 干)の 婚姻(図19,史 料R)

　 ア ルチ ・ノヤン の息子であ り,オ チン の弟であ るナチ ンは,セ チ ェゲンを嬰 った。

セチ ェゲンは,史 料Rに 「太祖孫女」 とあ り,チンギス・カン の孫 むすめであ るこ

とがわか るのみ で,父 親は不 明である。 もし,父 親が トルイであれぽ,(4)の ク ビラ

イの婚姻 と組み合わせて 「姉妹交換婚」 となるが,ト ルイ以外のチ ンギス ・カ ンの息

子 が父親 であれば,「 姉妹交換婚」 では な く,ナ チ ンの姉妹 と クビライのイ トコとが

交換 された ことになる。後者の場合やや変則的ではあ るが,ク ビライ とナチン の間で

同世代 の女性 が交換 が行なわれた ことにはなる。いずれに しろ,そ の 「女性の交換」

が相互 の通婚関係 のスター トと して意味 を持つ よ うにな るのは,兄 オチン が死去 し,

ナ チン に万戸長 の位が移 った ときであ った。万戸長の位 が移動 した結果,以 後 ナチン

家 とクビライ家 の間で通婚が繰 り返 されてい くことにな り,こ の(4)と(6)の 組 合

せは,ク ビライ家 とナチン 家の相互の通婚 のスター トの意味 を持つ ことにな った。そ

の ときの状況を,以 下 にも う少 し詳 し く述べ てお きたい。

　 まず,ア ルチ ・ノヤ ンに始 まるウンギ ラ ト族の万戸長 の地位は,そ の子孫 に世襲 さ

れた。世襲 した者 は,多 くの場合,そ れ と同時にチンギス・カン 家の娘を公主 として

姿 る。 しか し,ナ チ ンの場合は例外であ った。兄 オチ ンが死去 し,1257年 に ナチ ンが

万戸長 の地位を継 いだ とき,す でにナチ ンはセチ ェゲン と結婚 してお り,第 三子 マ ン
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ジタイまでが生 まれ ていた29も1257年 は,モ ンケ ・カン 自身が南宋遠征 に出軍 した年

であ り,ナ チン が参加す る左翼軍 は,モン ケの率 いる右翼軍 よ り一歩先に中国内地 に

向けて出発 して いる(杉 山1982:259-275)。 オ チ ンの死去 した時期が残念 なが らは

っき りしないが,1257年 とい う重要 な年に,す でに馬付馬であ った弟 のナチン は,兄 の

後を継 いで万戸長 とな り,そ れか ら南宋遠征の左翼軍 として出軍 した のであろ う。 こ

の時 以後,万 戸長 の地位は ナチン 家へ移 り,ナ チ ンの子孫に よって継承 され ることに

なるが,そ れ とともに,通 婚の担い手 もナチ ン家に移 り,連 続的な通婚関係は,ク ビ

ライ家 とナチン家 の間で展開す ることになったのである。

(7)オ ロチ ン(Olo6in斡 羅 眞)と オル ジェイ(61jei完 澤)の 婚 姻(図19,史 料Q

・R)

　 ナ チン の長子 オロチン は,父 ナチン の死後,万 戸長の地位 を継 ぐとともに,オ ルジ

ェイ公主を嬰 ったが,オ ルジ ェイの父親が誰 であるかは史料 に記 されていないので,

この婚姻の位置づけは不明である。

　婚姻 の時期は,父 の ナチン が1265(至 元二)年 まで生 きていた こ とが確認 できるの

で30),オ ロチンとオルジ ェイの婚姻はそれ 以後であ る。オルジ ェイは まもな く死去 し,

オ ロチン は,オ ルジ ェイの代 わ りにナ ンギヤ ジンを嬰 った。1269(至 元 六)年 には,

す でにオ ロチ ンとナ ンギヤジン が結婚 していた ことを確 認で きるので31),1265-69年

の間に,オ ロチン とオルジ ェイの婚姻,オ ルジ ェイの死去,オ ロチ ンとナ ンギ ヤジン

の婚姻が続けて起 きたことがわか る。

(8)オ ロチン とナン ギヤジン(Nangγiyajin嚢 加 眞)の 婚姻(図19,史 料Q)

　 オ ル ジェイの死後,オ ロチ ンは クビライの娘 ナ ンギ ヤジンを嬰 った。 この婚姻は,

ク ビライか ら見れぽ,妻 チ ャブイのお返 しとして,妻 の兄弟の息子 オロチン に,娘 の

ナンギヤジン を嫁 がせた ことに な り,「妻 の兄弟 の息子 にお返 しとして 自分の娘を嫁

がせ る婚姻」であ ることがわかる。 なお,も しナン ギヤジン がチ ャブイの産 んだ娘で

あれぽ,こ の婚姻は 「父方交叉イ トコ婚」にな るが,そ の点が不明のため 「父方交叉

イ トコ婚」であるか どうかはわか らない。

　 さて,こ の婚姻 に よって,オ ロチ ン家が万戸長 の地位 を獲得 し通婚関係の担 い手 に

もなった。パ ターン通 り行けば,以 後オ ロチン 家 とクビライの息子のチ ンキ ム家の間

で通婚 関係が展開す るはず であ り,実 際次の世代 までは,パ ター ン通 りに進む のであ

るが,そ こでパ ターンは崩れ て しま う。その原因は,オ ロチ ンとナン ギヤジン の間に
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男子が生 まれ ない うちに,1277年 の シ リギの乱 の時に,オ ロチン が弟の ジル グガダイ

に殺 され て しまい,オ ロチン 家が絶えて しまったか らであ る32も

(9)テ ムル(TemUr帖 木 児)と ナン ギヤジ ンの婚姻(図19,史 料R)

　 オ ロチ ンが殺 されて しまったため,弟 のテムルが万戸長の地位を継 ぐことにな り,

さ らに,テ ムルは レヴィ レー ト婚 に よって兄 の妻ナ ンギヤ ジンを婆 った33)。こ の レヴ

ィレー ト婚は,大 変 うまい方法であ り,通 婚 の担 い手を弟の家系にず らすだけ で,通

婚のパター ンを崩 さず にす んでい る。 なぜ な ら,ク ビライか ら見れば,テ ムルもオ ロ

チン と同 じく妻の兄弟 の息子であ るので,妻 チ ャブイのお返 しとして,妻 の兄弟 の息

子テ ムルに娘 のナンギヤジ ンを嫁がせた ことにな り,互 酬の原理に もとつ く通婚 のパ

ターンは維持 され るか らである。

(10)マン ジタイ(Manγitai攣 子 台)と ナ ンギヤジ ンの婚 姻(図19,史 料Q・R)

　 テ ムルが死去す ると,1290(至 元 二七)年 に弟のマ ンジタイが万戸長 の地位を継 ぎ,

再 び レヴ ィレー ト婚 に よって ナ ンギヤジ ンを婆 った。 テムル とナ ンギヤダイの間には

息子が2人 生 まれていたが,テ ムルが死去 した とき,二 人 ともまだ幼か ったために,

再 び弟の家系 に万戸長の地位が移 ることにな った(史 料Q)。 この婚姻 も,上 の(9)

の婚 姻 とまった く同 じ方法であ り,通 婚 のパター ンを崩 さず通婚を連続 させるためで

あ る。

　ただ,(9)の 場 合 と異 なるのは,ナ ンギヤジ ンが,初 婚の時 よ り20歳 以上年 を取 っ

ていたことであ り,お そ ら く,そ のためにマン ジタイ とナ ンギヤジン の間には子供が

生 まれ なか った らしい。その結果,万 戸長 の地位が マン ジタイの子孫に移るこ とはな

か った。 マ ンジタイが万戸長であ った時期 に,彼 の甥 のセン ゲ ・ブラ(マン ジタイの

兄テムルの息子)は 成宗 テムルの娘

ブナ(普 納)を 婆 ったのであ り,こ

の時点でテムル家の子孫が通婚関係

の担い手となることが決まったと思

われる(後 述の(14)参 照)。

(11)マ ン ジ タ イ と ナン ガ ブ ラ

(Namγa-bura哺 寄 不剰)の 婚姻(図

20,史 料Q・R)

図20　 チンギス ・カン家 とアルチ ・ノヤン家の

　　　通婚関係(3)
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　マン ジタイの妻ナ ンギヤジンは,

1304年1月 まで生 きていた ことを確

認で きるが34),そ の後 死去 した。

ナン ギヤジン の死後,マ ンジタイは,

彼 女の姪 に当た る,チン キムの娘 ナ

ンガブ ラを彼女のかわ りに嬰 った。

すなわちン ロレー ト婚 であ る。 この

婚姻は,連 続す る通婚 パターン か ら

は,は ずれ てい る。

図21チンギス・カン 家とアルチ ・ノヤン家の

　　 通婚関係(4)

　 　 (12)ク ビライ とナ ムブイ(Nambui哺 必)の 婚姻(図21,史 料U・V)

　 　 　 ク ビライの皇后チ ャプイが,1281年3月20日 に 死去 した後(『 元史』巻11),1283年
!

　　2月2日 に クビライは,彼 女のかわ りに,チ ャブイの姪 であ りナチン の娘のナ ムブイ

　　35)を 婁 って皇后 とした(『 元 史』巻12,114)。 これ も,(11)の 婚 姻 と同 じくン ロ

　　 レー ト婚 の事例であ り,連 続す る通婚パ ター ンか らは,は ずれている。

(13)成 宗 テムル(Temtir)と シ リンダ リ(Sirindari實 憐 答里)の 婚姻(図19,史 料

U・W)

　 チン キムの息子 テムルは,オ ロチン の娘 シ リン ダ リを癸 った。これは,交 換のパ ター

ンとしては,オ ロチ ンが妻 ナン ギヤジン のお返 しとして,妻 の兄弟 チン キ ムの息子 に,

自分の娘 シ リン ダ リを嫁 がせた ことになってお り,「 妻の兄弟の息子にお返 しとして

自分の娘 を嫁がせ る婚姻」であ り,ギ ブ ・アン ド・テイ クの通婚パ ターン が連続 して

い る。ただ,シ リンダ リの父親オ ロチ ンが死去 した1277年 に,テ ムルがまだ13歳 であ

ったので,シ リンダ リとテムルの婚姻は,そ れ よ り後 である可能性が高 く,オ ロチン

が直接 この婚姻に関わ っていたわけでは ないだ ろ う。 おそ ら く,皇 太子 であった父親

チ ンキ ムの死後,帝 位獲得をね らうテムルが,帝 位獲得に有利な条件をつ くるために,

父 親の世代 までの通婚パター ンを崩 さず にその姻戚関係を継承 しよ うとして,ま た将

来の皇后 としてふ さわ しい家柄の女性 としてシ リンダ リを選んだのではないか と思わ

れ る。なお,シ リン ダ リは,ナ ンギヤジ ンの実の娘 か ど うかわ からないため,「 父方

交叉イ トコ婚」 であ るか どうかは不明である。

　 ところで,史 料Wの 『元史』后妃伝1に は,シ リン ダ リが,成 宗テ ムル即位後 の大

徳三(1299)年 に后 とな り,徳 壽を生んだ と記 されてい る。 この記事は事実 に反 して
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お り,シ リンダリとテムルの婚姻が,成 宗テムルの即位以前であることについては,

すでに銭大所の指摘があり,さ らに徳壽を生んだのはシリンダリではな く,バ ヤウト

族出身のブルガン ・カトンであることについても韓儒林の指摘がある36)。『元史』の

記事は,シ リンダリと徳壽に関して,意 図的に事実を隠そ うとしているように思われ

る。その理由として考えられ るのは,徳 壽が皇太子になった半年後に死去するという

不 自然な死に方をしていることからの推測ではあるが,徳 壽の死をめ ぐって,ア ユル

バルワダ(仁 宗)と その母親 ダギ側に隠蔽せざるを得ない事情があったのではないだ

ろうか。

　なお,シ リンダ リが成宗テムルに嫁いだのは,成 宗即位以前のいつであるかが問題

として残るが,シ リンダリの婚姻は帝位継承とも絡んでいた可能性があ り,そ の時期

を確i定するのは難 しい。シリンダリの父親オロチンが死去した1277年 は,テ ムルがま

だ13歳のときであったので,シ リンダリとテムルの婚姻は,そ れより後である可能性

が高いであろう。

(14)セ ンゲ ・ブラ(桑 寄不刺Sengge-bura)と ブナ(普 納Puna)の 婚 姻(図19,

史 料Q●R)

　 ウンギ ラ ト族 テムルの息子 セ ンゲ ・ブラは,成 宗 テムルの娘 ブナを癸 った。婚姻の

時期 は,史 料Qに 「成宗時,奉 旨尚普納公主(成 宗 の時,旨 を奉 りて普納公 主に尚

す)。」 とあ り,成 宗 テムルの治世 の間であ ったことがわか る。

　 この婚姻は,(13)の 婚 姻 と組 み合わせ てみ る と,t図19の よ うに,成 宗 テムルが,

妻 シ リン ダ リのお返 しとして,妻 の平行イ トコ(シ リン ダ リの父 オ ロチ ンの弟テ ムル

の息子セ ンゲ ・ブラ)に 自分 の娘 ブナを嫁 がせた ことにな る。嫁がせた相手が,妻 の

兄弟の息子 でな く,妻 の平行 イ トコであるのはなぜだろ うか。 まず,妻 シ リン ダ リに

兄弟がいないため,最 適 の対象がいなか ったことが第1の 理 由であ る。第2の 理由 と

しては,成 宗 テムルの息子徳壽に姻戚 関係を作 るためであった可能性 が考 えられ るが,

これについては後述 する ことに したい。 ともか く,世 代 のずれがあ るにせ よ,互 酬の

原理に もとつ く通婚 パター ンが,こ こまでは連続 していた といえる。

　 ところが,通 婚パ ター ンの連続は,こ こでいったん途切れ る。それは,成 宗 テムル

の死後,帝 位継承が,成 宗 テムルの家系か ら兄の順宗 ダルマバ ラの家系に移 ったため

であ り,ま た,万 戸長 の地位 も,セ ンゲ ・ブラでな く,兄 のデ ィウバ ラに よって継承

されたか らであ る。
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(15)デ ィ ウバ ラ(Diwubala調 阿不刺)と セン ゲ ・ラギ(Sengge-ragi祥 寄 刺吉)の

婚姻(図19,史 料Q・R)

　 ウ ンギ ラ ト族 テムルの長子 デ ィウバ ラは,成 宗 テムルの兄ダルマバ ラの娘 セ ンゲ ・

ラギを嬰 った。この婚姻は,互 酬 の原理にはそ ってお らず,上 の世代 までの通婚 パター

ンとは連続 していない。 この婚姻 の特徴は,(14)の 婚 姻 と婚 出の仕方が似 ているこ

とであ る。 その背景には,徳 壽,そ の母親 ブルガン ・カ トンと,カ イ シャン,ア ユル

パル ワダ,そ の母親 ダギ との間の帝位継承をめ ぐる様 々な政治的駆引 きがあ った こと

が想像 され る。 当初,成 宗テ ムルが レヴィレー ト婚を行 って ダギを嬰 る計画があ った

が,こ れは ブルガ ン ・カ トンの猛反対 でつぶれた(杉 山1996:170-174)。 そ の後 ダ

ギは,な ん とか して長子 カイ シャン,次 子 アユルバ ル ワダに帝位継承に とって有利 な

条件をつ くろ うとした と思われる。 おそら くその一つ として,自 分 自身が ウン ギ ラ ト

族アルチ ・ノヤン家 の出身で もある ダギは,カ イ シャン の妹,ア ユルバ ル ワダの姉に

当たる娘セン ゲ ・ラギを,当 時の ウン ギラ ト族の万戸長 マン ジタイの甥 であ り,マ ン

ジタイの妻 ナン ギヤジン に とっては実の息子であるデ ィウバ ラに嫁 がせ,万 戸長の家

系 との間に有利な姻戚 関係をつ くろ うとしたのであろ う。

　 ここでは,こ の婚姻 の時期を論 じてお きた い。史料Qのr元 史』の記事には,

大徳十一年三月,按 答児[禿]長 子調阿不刺(デ ィウバ ラ)襲 萬戸,尚 祥寄刺吉(セ

ンゲ ・ラギ),六 月,封 大長公主,賜 凋阿不刺金印,加 封魯王。

とあ り,成 宗 テムルが死去 した1307年2月10日(大 徳十一年正月癸酉)の 直後 に結婚

した ように書 かれ てい る。 ところが,史 料Qに は,デ ィウバ ラとセ ンゲ ・ラギの息

子 ア リギヤ シリが,父 親が死去 した1310(至 大 三)年 に数 え八歳 であった とあ り,矛

盾 している。 もし,後 者が正 しい とすれば,ア リギヤシ リが生 まれたのは1303年 で あ

り,二 人の結婚 はそれ以前であ った ことになる。

　 『元史』武宗本紀では,史 料Qの 「三 月」 に対応す る記事 は見 あた らず,「 六 月」

に対応す る記事 として,大 徳十一年六 月壬子(1307年7月19日)の 条に,「 封皇妹祥

寄刺吉(セン ゲ ・ラギ)為 魯國大長公主,鮒 馬瑚阿不刺(デ ィウバ ラ)為 魯王」 とあ

るのみであ り,結 婚 のことは書かれ ていない。大徳十一年三月は,帝 位を狙 う党派が

ともに大都に集 ま り,も っ とも政情 の緊迫 していた土壇場であ ったので,そ の ときに

な ってデ ィウバ ラがセン ゲ ・ラギを姿 ったとは考えに くい。 また,そ の ときセ ンゲ ・

ラギの兄の武宗 カイ シャンが27歳,弟 の仁宗 アユルパ リパ ドラが23歳 であるので,そ
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のあいだのセン ゲ ・ラギは24--26歳 ぐ らいであ り,や や歳 を取 りす ぎている。1303年

に は,20-22歳 ぐらいであ り,そ の方 がふ さわ しい。 以上 は状況証拠 にす ぎな いが,

ア リギヤ シ リは1303年 に 生 まれた可能性の方が高 く,二 人 の結婚はそれ 以前 であろ う。

(16)文 宗 トク ・テ ムル(Toq-temUr)と ブ ダ シリ(Budagiriト 答 失里)の 婚 姻(図

19,史 料U・X)

　 武 宗 カイシャンの次子 トク ・テムルは,デ ィウバ ラとセン ゲ ・ラギの間に生 まれた

娘 ブ ダシ リを姿 った。 この婚姻 は,「 父方交叉イ トコ婚」であ るが,交 換 のパ ターン

として見れば,デ ィウパ ラが,妻 セン ゲ ・ラギのお返 しとして,妻 の兄弟 カイ シ ャン

の息子 トク ・テムルに,自 分 の娘 ブダシ リを嫁がせた婚姻,す なわ ち 「妻 の兄弟 の息

子にお返 しとして 自分の娘を嫁 がせ る婚姻」であ り,互 酬の原理 にもとついた通婚 パ

ターン が復活 していることがわかる。ただ,交 換 のパターン としては上の よ うな表現

にな るが,史 料Qに あ るよ うに,デ ィウ・ミラは,1310(至 大 三)年 に死去 してい るの

で,1324年11月16日 の トク ・テムル とブダシ リの婚姻 に37),デ ィ ウバラが直接 かかわ

っていたわけではない。結婚当時の状況 をみてみ ると,前 年 の1323年 に,泰 定帝 イェ

スン ・テムルが即位 している。翌24年 に,泰 定帝は,英 宗 シデ ィバ ラに よって海南島

に流 され ていた トク ・テムルを いったん大都 に呼び戻 して 「懐王」に封 じた。そ のと

きに,当 時21歳 に な る トク ・テムルに ブダシリを嬰 らせたのであ る。翌年正月 に,ト

ク ・テムルは建康に居す るよう命 じられ,再 び大都 を離れた。

　 この ように,ト ク ・テ ムルの婚姻は泰定帝イ ェスン ・テムルの主導で決 まったが,

そ の ときに,2つ の家系間でギブ ・アン ド・テイ クの 「女性の交換」 のパ ターンが生

じるような結婚相手が選ぽれたのであ る。花嫁 の父親 デ ィウバ ラはす でに死去 してい

たが,そ の婚姻 は,花 嫁の父親か らみ て 「妻の兄弟の息子 にお返 しとして 自分の娘を

嫁 がせ る婚姻」 であ った。 同 じような状 況が,(13)の 成 宗 テムル とシ リン ダ リの婚

姻にもあ り,婚 姻が成立 した とき,シ リンダ リの父親オ ロチ ンはすでに死去 していた

可能性が高いが,交 換 のパターン としては,オ ロチ ンか ら見て 「妻の兄弟 の息子 にお

返 しとして自分の娘 を嫁 がせ る婚姻」であった。

　 チ ンギス ・カン家の縁組 システムにおいてもっとも多 く繰 り替 えされ るこの交換婚

は,交 換 のパターン としては,花 嫁の父親か ら見 て 「妻の兄弟の息子 にお返 しとして

自分の娘を嫁 がせ る」のであ り花嫁の父親を中心 とす るギブ ・アン ド・テイ クの形を

取 ってい る。 しか し,そ れは花嫁 の父親の個人 的なギブ ・アン ド・テイ クではな く,

両 家の メン バ ーが集団 と して,通 婚関係の成立 と連続 を期待す るような集団間の 「女
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性の交換」である。従って,た とえ花嫁の父親が死去 していても,姻 戚関係が花嫁の

世代に継承されることを両家のメンバーが望めぽ,あ るいは決定権を握っている大カ

ンが望めぽ,花 嫁の父親を中心 とするギブ ・アンド・テイクの形を取って婚姻が行わ

れるのである。

4.3.小 結

　 ウンギ ラ ト族 アルチ ・ノヤ ン家 とチンギス・カン 家 との通婚 関係に関す る以上の分

析か ら,そ の通婚パ ターンの特徴について以下 の ように まとめ ることがで きる。

(1)相 互 的な通婚がスター トする ときは,ク ドカ ・ベキ家 の場合 と同 じく,「 姉妹交

換婚」が行なわれ てい る。

(2)通 婚 パ ターン が連続す る場合,「 妻の兄弟の息子にお返 しとして 自分の娘を嫁 が

せ る婚姻」が行われ ることが多い。 この点 もク ドカ ・ベキ家の場合 と同 じであ り,同

一の縁組 システムに よる通婚関係であ ることがわか る
。その基本的パ ターン を図示す

れば,や は り図17の よ うになる。 この互酬の原理 は,花 嫁 の父親 を中心 とするギ ブ ・

ア ン ド・テイ クの形を取 っているが,花 嫁の父親 の個人的なギ ブ ・ア ン ド・テイ クで

はな く,あ くまで集団間の 「女性の交換」であるため,花 嫁 の父親が死去 していても,

両 家の メン バーが花嫁の世代 に姻戚関係が継承 され ることを望 めぽ,あ るいは大 カン

がそれを望めぽ,こ の交換婚は実現す る。

(3)「 父 方交叉 イ トコ婚」 に当た る婚姻は,2例(チ グと トマル ン,ト ク ・テ ムル と

ブダシ リの婚姻)あ る。一方,妻 の母親が誰 かわか らないため,「 父方交叉 イ トコ婚」

か 「父の姉妹の夫 の別の妻 の娘 との婚姻」か判 断できない例が4例(オ ロチ ンとナ ン

ギヤジン,テ ムルとナン ギヤジ ン,マ ンジタイ とナン ギヤジン,テ ムル とシ リン ダ リ

の婚姻)あ り,「 父の姉妹 の夫 の別 の妻の娘 との婚姻」 とは っき りわか る例 はない。

そ のため,ア ルチ ・ノヤン 家の通婚関係か らは,「 父方交叉 イ トコ婚」 とい う解釈が

不適切であ ることを積極的に示す ことは難 しい。

(4)基 本 的には互酬 の原理 に もとついている とはいえ,様 々な政 治状況 の中で,通

婚パ ターン の断絶 と復活,通 婚 の担 い手 とな る家 の移動,世 代のずれ,レ ヴィ レー ト

婚 ・ン ロレー ト婚 の混入な どが起 こってい る。

(5)ン ロ レー ト婚 が行 なわれ る場 合は,ギ ブ ・ア ン ド・テイ クの通婚 パターン か ら

はずれ る。
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5.チンギス・カン 家 の縁 組 シス テ ムの特 徴

5.1.な ぜ 「父方交 叉 イ トコ婚」 として解釈 で きない のか

　以上の第3章 ・第4章 において,チンギス・カン 家とクドカ ・ベキ家,チ ンギス ・

カン家 とアルチ ・ノヤン家の連続的な通婚関係の通婚パターンをそれぞれ分析 した。

その分析結果から明らかになったことは,こ の2つ の通婚関係が,同 一の縁組 システ

ムにもとついてお り,「姉妹交換婚」でスター トし,以 後 「妻の兄弟の息子にお返 し

として自分の娘を嫁がせる婚姻」が行われ,ギ ブ・アンド・テイクの通婚が連続する

とい うことである。

　この縁組システムが,他 の要素の影響を受けずに純粋に機能 した場合を想定 して図

示 してみると,図17の ようになる。第1世 代では 「姉妹交換婚」によって双方から二

重の姻戚関係が結ぽれ,第2世 代以後は,ど ちらか片方からの一重の姻戚関係が結ば

れる。婚出する方向は世代毎に互い違いに入れ替わ り,相 互に女性を交換する通婚パ

ターンが生 じることがわかる。しかし,こ れはあ くまで理念的なモデルにすぎず,実

際には,様 々な政治状況,各 世代の家族構成の変化などの制約の中で,通 婚パターン

の断絶 と復活,世 代のずれ,通 婚の担い手 となる家の移動,レ ヴィレー ト婚 ・ンロレー

ト婚の混入など様々な要素を取 り込みながら姻戚関係が維持 されていくのであ り,そ

のことは,ク ドカ ・ベキ家,ア ルチ ・ノヤン家の事例に見られる通 りである。

　 さて,こ のチンギス・カン 家の縁組システムを 「父方交叉イ トコ婚」の繰 り返しと

はなぜ解釈できないかについて,第3章 ですでに述べたがもう一度まとめておきたい。

クドカ ・ベキ家およびアルチ ・ノヤン家との通婚関係を見てみると,一 見,従 来の縁

組理論における 「父方交叉イ トコ婚」が繰 り返されているかのようにみえる。確かに,

部分部分を見れば,「 父方交叉イ トコ婚」になっている婚姻もあり,第3章 ・第4章

で分析 した通婚関係の中に,全 部で7例 の 「父方交叉イ ト』婚」(「類別的父方交叉イ

トコ婚」も含む)を 見いだす ことができる。しかし,当 時のモンゴル社会に 「父方交

叉イ トコ」と結婚 しなければならないとか,結 婚することが好ましいという「婚姻ルー

ル」があったわけではない。当時のチンギス ・カン家の婚姻を見ただけでも,「父方

交叉イ トコ婚」ではない婚姻はたくさんある38も

　チンギス・カン 家の縁組システムでは,2家 系間の通婚関係をスタートさせるため

に,さ らにはそれを世代を越えて継承させてい くために,通 婚関係の担い手 となる男
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が,2家 系間のギブ ・アンド・テイクの 「女性の交換」 となるような婚姻を行 うので

ある。それが結果的に 「父方交叉イ トコ婚」になっている場合 もあるが,な らない場

合もある。当時のモンゴル社会は一夫多妻制であったため,チンギス・カン 家の男は

たいてい複数の妻(カ トンや側室)を 嬰っている。ク ドカ ・ベキ家あるいはアルチ ・

ノヤン家から姿った妻のお返 しとして,そ れ以外の部族 ・家系出身の妻から生まれた

娘を嫁がせても,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚姻」である

ことに変わ りはな く,ギ ブ ・アンド・テイクの通婚パターンを連続させることはでき

る。その婚姻は,夫 から見れぽ 「父の姉妹の夫の別の妻の娘 との婚姻」であ り,「父

方交叉イ トコ婚」ではない。第3章 で指摘 した ように,図13の チ ョバ ンとノムガンの

婚姻,図14の トク ・テムルとエブゲンの婚姻がそれにあたる。図から明らかなように,

ギブ ・アン ド・テイクの通婚パターンがきれいに連続 していることがわかる。

　ただ,そ の際に,名 門姻族から嬰った妻から生まれた娘と,そ れ以外の妻から生ま

れた娘の両者がいた場合,そ の姻族にお返しに嫁がせる娘として,ど ちらが好ましい

か,あ るいは 「父方交叉イ トコ婚」が連続すると血が濃 くなりすぎるという理由で好

ましくないという判断があったかどうかについては,デ ータが少ないためによくわか

らない。今のところ,は っきりしていることは,ど ちらでもギブ ・アン ド・テイクの

通婚パターンは連続 し,姻戚関係を次世代に継承することができるということである。

　以上の理由から,チンギス・カン 家の縁組システムを 「父方交叉イ トコ婚」 として

解釈することはできないと考える。「は じめに」で述べた ように,す でに人類学の最

近の研究では,マ ッキノンが,タ ニンバル諸島の婚姻縁組のシステムについて,こ れ

を 「母方交叉イ トコ婚」 として解釈するのは無理であ り,そ のように縁組システムを

「婚姻ルール」で規定された近親婚の1タ イプによって解釈するのではな く,「女性

と婚資の交換」とい う視点から解釈すべきであると主張 している。

　モンゴル 帝国とタンニパル諸島のどちらの縁組システムにも共通 していることは,

その社会に特定の 「婚姻ルール」は存在しなくても,彼 らにとって重要な姻戚関係が

あ り,そ れを形成 し世代を越えて維持したい場合には,要 所要所でそれに必要な婚姻

が行われるとい うことである。それが,結 果的に 「母方交叉イ トコ婚」「父方交叉イ

トコ婚」になることはあるが,そ こだけを見ていても縁組システム全体を理解するこ

とはできないのである。

5.2.「 女性 の交換」 の担 い手 とな る集 団

従来の研究の中でしぽ しば議論 されてきた問題として,交 換の担い手はどのような
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集団か とい う問題があ る。周知 の ように,か つて リーチは,カ チ ン族の交換 の担い手

となる集団は,外 婚集団 としての クランではな く,居 住地域を同 じくす る,3世 代 ぐ

ら いか らな る出 自集 団 で あ る と論 じた(リ ーチ1974:109-110,146,172;1987:

84-95)。

　チンギス・カン 家の縁組 システムの場合は,交 換 の担い手は さらに小 さな単位 であ

り,「 家」 とい った方が適切であ るよ うに思 う。 この縁組 システムのパターン にもと

つ いて,あ る男が妻 の兄弟の息子 に 自分の娘 を嫁がせ る場合を考 えてみ ると,も し妻

の兄弟やその息子が複数であれ ぽ,娘 が嫁 ぐ相手を決め るのにある程度の選択 の幅が

ある。その複数 の候補の中か ら一人を婿 として選ぶ とい うことは,そ れは,以 後 の通

婚関係がその婿 の子孫 との間で行なわれ ることを意味す る。様 々な政治状 況のも とで,

実 際にその通 りになるか ど うかは また別問題であるが,少 な くとも,そ の婿の子孫 と

の間で通婚関係が展開す ることを,双 方が期待するこ とになる。つ ま り,こ の縁組 シ

ステムの もとでは,縁 組が結ぼれ るたびに,枝 分かれす る婿側 の複数の 「家」の中か

ら一つの 「家」を選択す る過程 が 自動的に進むのである。

　例 えば,図14・15の チ ンギス ・カン家 とク ドカ ・ベキ家 の通婚関係では,チン ギス

・カンの娘チチェゲンが
,ク ドカ ・ベキの息子 トレルチに嫁いだため,以 後 トレルチの

子孫 との間で通婚 関係が展開す ることになった。次世代 では,ト レルチの娘の うち,

クイ クが トルイの息子 フレグに嫁 ぎ,ク イ クの死後 は,オ ル ジェイが フレグに嫁 いだ。

一方
,フ レグの弟 ア リク ・ブケには,ト レルチの娘 の うち,エ ル ・チ クミシが嫁 いだ。

そのため,こ こで通婚関係が枝 分かれ し,ト レルチの子孫 は,フ レグの子孫,ア リク

・ブケの子孫 との間に,別 々に通婚関係を展開す ることになる。その分岐に対応 して ト

レルチの子孫 も分かれ,ト レルチの息子た ちの中か ら,ブ カ ・テムルが フレグに結び

つ き,パ ルス ・ブカがア リク ・ブケに結びついた。 ブカ ・テムルは,フ レグ,オ ル ジ

ェイ とともにイ ラン に行 き,イ ル カン国の メンバ ーとな り,以 後,ブ カ ・テムル家 と

フ レグ家の間の通婚 関係が も う2世 代続 く。一方,パ ルス ・ブカは モ ンゴル高原に残

り,パ ルス ・ブカ家は,モンゴル 高原の牧地を相続 した末子 の系統のア リク ・プケ家

と通婚関係を続ける ことにな った。

　 この ように見て くる と,チ ンギス ・カン家 の縁組 システムの場合,通 婚関係の担い

手,「 女性の交換」 の担 い手は,数 世代か らなる出 自集団 とい うよ りむ しろ 「家」で

ある。そ して重要 な点は,姻 族の複数 の兄弟 うちの一人 に娘 を嫁がせ るたびに,そ の

婿 の子孫が通婚関係を担 う 「家」 として選択 され ることであ り,そ の ような 「家」の

選択 を相互に繰 り返 しつつ,通 婚関係は連続 してい くのである。
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5.3。 チ ンギス ・カ ン家 の縁組 シス テ ムにお け る母方 の親族 関係

　チンギス・カン 家 の縁組 システムにおい て,「 妻の兄弟の息子 にお返 しとして 自分

の娘を嫁 がせ る婚姻」が繰 り返 され るとい うことは,親 族関係の上 にどの ような影響

を与え るのであろ うか。

　 まず,姻 戚関係 と母方の親族 関係が どの よ うに関連す るかを確認 してお きたい。普

通,あ る男の姻戚関係 とい うと,そ の男 と妻の一族 との関係,あ るいは嫁いだ娘 の夫

の一族 との関係,あ るいは嫁 いだ姉妹の夫の一族 との関係を意味す る。そ して,2つ

の集団が姻戚関係を結ぶ とい うと,ま ず第一に,一 方 の集団に属す る男に とっての こ

の よ うな関係 を想起す る。 た とえぽ,図19の ク ビライに とっての姻戚関係 とは,妻 チ

ャブイの一族,娘 ナ ンギヤジン の夫 オ ロチン(お よび再婚相手のテムル,マ ンジタイ)

の一族 との関係 である。

　 ところが,あ る世代の姻戚関係は,次 の世代に とっては必ず母方の親族関係にな る。

た とえば,ク ビライの息子 チ ンキムに とって,母 チ ャブイの一族は母方 の親族であ り,

ナチン は母方 のお じ,オ ロチン,テ ムル,マン ジタイは母方の交叉 イ トコであ る。そ

して,チ ンキムの姉妹のナン ギヤジン が,こ のオ ロチン,テ ムル,マ ンジタイ と結婚

した結果,チ ンキムに とって,母 方の親族関係に姻戚関係(姉 妹の夫の一族 との関係)

が 重な った ことにな る。一方,ナン ギ ヤジンとテムル との間に生 まれ デ ィウバ ラに と

っては,ク ビライ,チン キ ム,テ ムル(成 宗),ダ ル マバ ラが,母 方 の親族 である。

そ して,デ ィウパ ラは,ダ ルマパ ラ(母 方 の交叉 イ トコ)の 娘 セ ンゲ ・ラギを嬰 った

ので,母 方 の親族 との間に姻戚関係を重ねた ことになる。

　 この ように,2集 団間で通婚が繰 り返 されれぽ,姻 戚関係のみ ならず母方 の親族 関

係を繰 り返 し生み出 してい くこ とにな る。チンギス・カン 家に嫁 いで きた カ トンたち

が,妻 としてよ り母 として権力を握 った ことを考 えると,こ の縁組 システムのもとで,

どの ような母方の親族関係 が生 じるかは,こ の縁組 システム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 家系X　 　　　家系Y

を考 える上 で重要な点である と思われ る。 そ こでこの点を も

う少 し詳しく分析 してみたい。

　まず最初に,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を

嫁がせる婚姻」が繰 り返された場合,ど のような母方の親族

関係が生 じるかを,図22,図23の 上で考えてみたい。

　図22の ように,家 系Xか ら家系YへCが 嫁 ぎイと結婚す

ると,両 家の間に姻戚関係が生 じ,イ とCか ら生まれた男 図22パ タ ー ン1
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子 ウに と って,家 系Xの 男性A,B,　 Dは,母 方 の親族

となる。 すなわち,ウ に とって,Aは 母の父,　 Bは 母 の兄

弟,Dは 母方 の交叉 イ トコであ る。逆 に,ウ は,　 Aに とっ

て娘 の息子,Bに とって姉妹 の息子,　 Cに とって父方 の交

叉イ トコである。 これ らの関係の 中では,も っとも血縁関係

が近 いのは ウとBの 関 係であ り,こ の関係 は,人 類学 にお

いてはや くか ら注 目されて きた 「オジ(母 の兄弟MB)と オ

イ(姉 妹 の息子ZS)の 関 係」 である39も

　次 に,図23の よ うに,イ が,妻Cの 兄弟 の息子Dに,お

返 しとして娘 工を嫁がせ る場合を考えてみ よう。 この婚姻に
図23　 パ タ ー ン2

よ り,ウ とそ の母方 の親族 であ るA・B・Dと の間に,Dと エの婚姻 を介 した新

たな姻戚関係が生 じる。そ して,Dと エか ら男子Eが 生 まれ ると,こ ん どはEに と

ってア ・イ ・ウ ・オが母方 の親族 とな り,Eに とって,イ は母 の父,ウ は母の兄弟,

オ は母方 の交叉イ トコとな る。 この中では,や は りEと ウの 「オ ジ(母 の兄弟)と

オイ(姉 妹の息子)の 関係」が最 も血縁関 係が近い。 この よ うに して,上 のイ とC

の婚姻に よって生 じた母方の親族関係を完全に反転 した関係が1世 代下に生 じた こと

になる。 さらに もう1世 代連続すれば,再 び反転 して もとに戻 る。

　以上の ように,2つ の家系の間 には,こ の通婚 パターン が続 く限 り,反 転を繰 り返

しなが ら,世 代毎に,全 く同 じ母方 の親族関係が再生産 されてい くのであ る。母方 の

親族 の中で最 も血縁関係の近い 「オジ(母 の兄弟)と オイ　(姉 妹の息子)の 関係」を

た どってみれぽ,B一 ウ,ウ ーEと 連 続 してい ることがわか る。 また,両 家系 とも複

数 の男子が生まれれぽ,各 世代毎 に分岐を繰 り返すので,こ の通婚 パターンは,世 代

毎 に分岐を しつづけ る2つ の家系の間で,家 系Xか らA-B-D-E,家 系Yか らア

ーイーウーオとい う父系 ライを選択 しつつ
,そ の2本 の直系 父系 ライン の関係 を,最 も

近 い母方の親族関係に維持 しつづけていることになる。 この一定の母方の親族 関係の

維持 こそが,こ の縁組 システムの意味を考え る上 で重要な点であ る40も

　そ こで,具 体例を挙 げてみ よ う。図24の よ うに,チンギス・カン の娘 チチ ェゲ ンが,

トレルチに嫁 いだ例を考えてみる と,こ の婚姻 に より,ク ドカ ・ベキ家 とチ ンギス ・

カン 家 の間に姻戚関係が生 じる。 そ して,ト レルチ とチチ ェゲンから生 まれた ブカ ・

テムルお よびその兄弟に とって,チ ンギス ・カン,ト ルイ,フ レグ,ア リク ・ブケら

は,母 方の親族 となる。すなわ ち,ブ カ ・テムルに とって,チ ンギス ・カ ンは母の父,

トルイは母の兄弟,ア リク ・ブケ,フ レグは母方 の交叉イ トコである。
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図24　 チ ンギ ス ・カ ン家 と ク ドカ ・ベ キ 家 の通 婚 関 係(ll)

　次 の世代では,ト レルチが,妻 を嬰 ったお返 しに妻の兄弟の息子 たちに自分の娘 を

嫁がせた。 トレルチの娘の クイ クは,ト ルイの第三子 フ レグに嫁 ぎ,も う一人の娘エ

ル ・チ クミシは,第 四子 ア リク ・ブケに嫁いだ。その結果,上 述の母方 の親族の関係

に重ねてあ らたな姻戚関係が生 じ,次 の世代では,反 転 した母方 の親族関係が再生産

された。すなわち,フ レグとクイ クか ら生 まれた ジュム クルに とって トレルチ,ブ カ

・テムル,チ ャキルらは母方の親族であ り,ト レルチは母 の父,ブ カ ・テ ムルは母 の兄

弟,チ ャキルは母方交叉 イ トコである。最 も血縁関係の近い 「オ ジ(母 の兄弟)と オ

イ(姉 妹の息子)の 関係」をた どってみ ると,ト ルイー ブカ ・テムル,ブ カ ・テムル

ー ジ ュム クル と連続 してい る。 それ に対 して,ア リク ・ブケとエル ・チ クミシの場合

は,二 人の間に男子 が生 まれなか った ので,母 方の親族関係は再生産 されなか った。

これ については,後 で もう一度言及 した い。

　 このよ うに,フ レグとクイ クの婚姻は,次 世代で反転 した母方の親族関係を再生産

し,そ れに よって,チンギス・カン ー トルイー フ レグとい う直系父系 ライン と,ク ド

カ ・ベ キー トレルチー ブカ ・テ ムル とい う直系父系 ライン の関係を,最 も近い母方 の

親族関係に維持 したまま,も う1世 代伸ば した ことになる。それ と同時 に,通 婚関係

の担 い手 とな る 「家」 を選択 しあ う過程 も進んでお り,ブ カ ・テムル家 は,枝 分かれ

す るチンギス・カン 家 の中か ら トルイ家,そ のなかで もフレグ家を選択 し,一 方,フ

レグ家 も,枝 分かれす る ク ドカ ・ベキ家 の中の トレルチ家,さ らにその中のブカ ・テ

ムル家 を選択 した ことがわか る。

　 以上 のよ うに,こ の縁組 システ ムの もとで ギブ ・アン ド・テイ クの 「女性の交換」

は,2本 の直系父系 ライ ンの関係を,母 方において最 も近い親族関係に維持 している。
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ただ し,こ の論が成 り立 つため には も う一つ重要な ポイ ン トがあ る。2本 の直系父系

ライン の間で,母 方の親族関係が各世代で再生産 され るためには,嫁 いできた女性か

ら,通 婚 関係の担 い手 となる男子が生 まれなけれ ぽな らない。図23で 言えぽ,ウ が

Cの 産んだ実 の息子 であ り,Eが エ の産んだ実 の息 子であ る必要が ある。 も し,実

の息子でなければ,ウ に とってA・B・Dが,Eと ってア ・イ ・ウ ・オが,母 方 の

親族ではな くな り,2つ の直系父系 ライ ンの関係は,一 定 の母方の親族関係 に保 たれ

ていない ことになるか らであ る。 しか し,実 際 には男子が生 まれ ない場合が起 こ り得

る。その場合には,ど の ように対処す るのであろ うか。

　 チ ンギス ・カン家 とアルチ ・ノヤ ン家,ク ドカ ・ベキ家 との通婚関係において,ほ

とん どの場合,嫁 いだ女性か ら生 まれた実の息子 が姻戚関係を継承 してい るが,そ う

な らなか った夫婦 が3例 あ る。

　 第1は,図25の2h・Pチン とナン ギヤジン である。二人の間には男子が生 まれず,オ

ロチン は シ リギの乱の際に,乱 に乗 じて兵を起 こした弟に殺 されて しまった。 この事

態に対 して とられた処置は,ナン ギヤジ ンとオ ロチン の弟 テムル との レヴィレー ト婚

であ った。 この レヴィレー ト婚に よ り通婚関係は継続 し,テ ムル とナン ギヤジン の間

に生 まれた デ ィウバ ラ,セ ンゲ ・ブラ兄弟に とって,ク ビライ,チ ンキム,成 宗 テム

ルらが母方 の親族 となった。すなわち,デ ィウバ ラ,セ ンゲ ・ブラ兄弟に とって,ク

図25　チンギス・カン 家とアルチ ・ノヤン家の通婚関係(5〕
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図26　チンギス・カン 家とアルチ ・ノヤン家の通婚関係(6)

ビライが母 の父,チ ンキ ムが母 の兄弟,成 宗 テムルが母方 の交叉 イ トコである
。 その

1世 代上 では,チン キムに とって,ア ルチ ・ノヤ ンが母の父,ナ チン が母の兄弟,テ

ムルが母方 の交叉イ トコであったので,そ れ の反転 した母方 の親族関係が ,再 生産 さ

れている ことがわか る。 この ように して,ナン ギヤジンとオ ロチン の間に男子 が生 ま

れなか った事態 は,う まく回避 された。

　第2は,図25の 成 宗テムル とシ リンダ リである。第4章 で述べた よ うに,シ リンダ

リは成宗 テムルの即位 以前 に若 くして死去 してお り,徳 壽 は成宗 テムル とバ ヤ ウ ト族

出身のブルカ ン ・カ トンの子であ り,シ リンダ リの子ではなか った。従 って,徳 壽 に

とってアルチ ・ノヤン家は母方の親族ではない。徳壽 の世代は,通 婚パ ター ンの順番

か らすれ ばアルチ ・ノヤン 家出身の母親か ら生 まれた者 が帝位を継 ぐべ き世代 である

が,成 宗 テムル とシ リンダ リは,な ん とか徳壽に帝位 を継がせ るために,娘 の ブナ(徳

壽に とっては姉妹にあたるが母親は不明)を アルチ ・ノヤン 家 のテムルの息子 セ ンゲ

・ブラに嫁がせた。 これは,成 宗テムルが妻 シ リンダリのイ トコに娘を嫁がせ るとい う

やや変則的 な婚姻である。 この縁組の 目的 は,徳 壽 とアルチ ・ノヤン家の間に姻戚関

係をつ くるこ とであろ う。 この婚姻の結果,徳 壽は セン ゲ ・ブ ラに とって妻 の兄弟 に

な った。 さらに,セ ンゲ ・ブラとブナから男子が生 まれれぽ,そ の子か らみ て徳壽は

母の兄弟 にな り,徳 壽 が母方の親族に うま く組み込 まれ るこ とにな る。 しか し,実 際

には,徳 壽が皇太子になるや否や死去 したため,セン ゲ ・ブ ラとブナの婚姻 は意味を

失 って しまった41も

　一方,セン ゲ ・ラギの婚姻にパ ターン が非常 に似ているデ ィウバ ラとセン ゲ ・ラギ

の婚姻(図26)は,成 功例 であ る。第4章 で述べた よ うに,こ の婚姻 も,チ ンギス ・
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カン家 のカイシャン,ア ユルバル ワダ兄弟 と,ア ルチ ・ノヤン 家の万戸長 の家系 との

問に姻戚関係を作 ることが 目的であ った。結婚後に,デ ィウバ ラとセ ンゲ ・ラギにア

リギヤ シ リが生 まれたため,カ イシャン とアユルバル ワダ兄弟は,そ の母方 のお じに

な り,二 人 はアル チ ・ノヤ ン家 の母方の親族 に うま く組 み込 まれた ことがわかる。武

宗 カイ シャンの治世に万戸長 とな ったのは,こ のデ ィウバ ラとア リギヤ シ リ親子 であ

った(『 元史』巻118)。

　 第3は,図13・14の ア リク ・プヶとエル ・チク ミシである。エル ・チ ク ミシには男

子が生まれず,ア リク ・ブケの息子 メ リク ・テムルはエル ・チ クミシが産んだ子 では

なか った。 これに対す る対処 の仕方は,2つ に分かれた。 まず,図13の よ うに,エ ル

・チ クミシの兄弟 の うちブカ ・テムル家では ,ブ カ ・テムルの息子のチ ョバ ンが ア リク

・ブヶの娘の ノムガン を嬰 り
,通 婚関係を連続 させた。 これは,通 婚パターンとしては

交互の女性 の交換にな ってお り,互酬 の原理にそ ってきれいに連続 した ように見え る。

しか し,ア リク ・ブケの後を継 いだ メ リク ・テムにとって,ブ カ ・テムルやチ ョバ ン

は母方の親族では な く,メ リク ・テムルの世代では,母 方の親族関係が生 じて いな い。

状況か ら考 える と,ブ カ ・テムル家が積極 的に通婚関係を もった のは,図15の よ うに

フ レグ家 の方であ り,ブ カ ・テムル 自身 も上述 のよ うに フレグとともにイ ランに行 っ

て しまった。従 って,お そ らくア リク ・ブケ家 との関係はあ ま り重要ではなか ったの

であろ う。通婚関係 もこの代 で途絶えている。

　一方,エ ル ・チ クミシの兄弟 の うちパルス ・ブカ家は,図14の よ うに,パ ルス ・ブ

カが,ア リク ・ブケの姉妹 のエル ・テ ムルを嬰 って 「姉妹交換婚」 を行 い,さ らに次

の世 代では,お 返 しにパルス ・ブカの娘エ メゲ ンを メ リク ・テムルに嫁がせ ることに

よって通婚関係を連続 させた。「姉妹交換婚」 をはさみなが ら,全 体 としてギ ブ ・ア

ンド・テイ クの互酬の原理 に もとつ く通婚 パターン が まもられ ているこ とがわか る。

　 この 「姉妹交換婚」は,母 方の親族 関係が崩れ るのを うま く回避 してい る。つま り,

パ ルス ・ブカとエル ・テ ムルか ら男子が生 まれれば,メ リク ・テ ムルはその母方の交

叉イ トコとなるので,メ リク ・テムルの世代 でも,2つ の直系父系 ライン の関係は,

最 も近い母方の親族関係に維持 され ることになる。ただ し,こ の場合,そ れが実現 し

た ことを証 明す るのは難 しい。 なぜな ら,パ ルス ・ブカの2人 の息子が,エ ル ・テム

ルか ら生 まれた子供であ るか ど うかがわか らないか らであ る。『集 史』 に よる と,パ

ルス ・ブカにはSirap(<Shirap),　 Beklemi駅 くBiklemish)と い う2人 の息子がいた

とい うが(JT/A1:226),そ の二人 の母親 につ いての記載は ない。 また,そ の うち ど

ち らが トク ・テムルの父親 であったのか もわか らない。従 って,は た して母方 の親族
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関係が崩れるのを回避できたかどうかはわからない。

　 しか し,パ ルス ・ブカが,エ ル ・テムルを嬰 ったお返 しに,メ リク・テムルに娘エ

メゲンを嫁がせたことにより再度姻戚関係が築かれ,二 人から男子 も生まれた。その

結果,パ ルス ・ブカとその子孫は,そ の男子の母方の親族とな り,両 家の直系父系ラ

インは,最 も近い母方の親族関係に維持されたのである。

　以上の分析を要約すれぽ,「 妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁がせる婚

姻」を繰 り返すこの縁組システムは,各 世代毎に反転する母方の親族関係を生み出す

ことにより,2つ の直系父系ラインの関係を,母 方において最も近い親族関係に維持

することができる。ただ しその場合に,嫁 いできた女性から通婚関係の担い手となる

男子が生まれる必要がある。男子が生まれなかった場合は,上 述の3例 のように,な

んらかの処置をする必要がある。

6.結 論

　チンギス・カン 家の縁組システムは,ギ ブ・アンド・テイクの女性の交換を行 う「対

称的婚姻縁組」が,持 続する姻戚関係を形成 した実例であ り,人 類学の縁組理論にと

って貴重な実例である。「非対称的婚姻縁組」については,マ ッキノンの近年の研究

に至るまで多くの蓄積があ り,「非対称的婚姻縁組」の場合,ど のようにして姻戚関

係が形成され持続するかについてかなり解明されている。 しか し,「対称的婚姻縁組」

については,チンギス・カン 家の縁組 システムのように5～6世 代にわたって持続的

な姻戚関係が形成 される実例は報告 されていなかった。

　かつてレヴィ=ス トロースは,『親族の基本構造』の中で 「父方交叉イ トコ婚」に

ついて分析 し,「父方交叉イ トコ婚」のような世代をずらせたギブ ・アン ド・テイク

の女性の交換は,「上の世代で女が譲渡され,次 の世代で女が獲得され,か くしてこ

の体系は再び不活性の状態に戻るのである」と述べ,「閉 じられた構造」「非連続的な

交換」であると論 じた(レ ヴィ=ス トロース1978:776-777)。 レヴィ=ス トロース

が想定 したのは,3集 団以上の間で 「婚姻ルール」として 「父方交叉イ トコ婚」を行

った場合である。以後,世 代をずらせたギブ ・アン ド・テイクの女性の交換は,持 続

する姻戚関係を形成することはないと思われてきた。

　チンギス・カン 家の縁組システムは,レ ヴィ=ス トロースが想定した状況とは異な

るが,「妻の兄弟の息子に自分の娘を嫁がせる婚姻」 とい う世代をずらせた女性の交

換によって,2集 団間に持続的な姻戚関係を形成 した。その点で,人 類学の縁組理論
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にとって興味深い事例である。

　最後に,前 章までの分析によ り明らかになったことをまとめておきたい。

　チンギス・カン 家の縁組システムは,第1世 代では,姉 妹交換婚により相互の通婚

関係をスター トし,第2世 代からは,「妻の兄弟の息子にお返 しとして自分の娘を嫁

がせる婚姻」により,互 酬の原理にもとついて,女 性を交互に交換するシステムであ

る。後者の通婚パターンは,「父方交叉イ トコ婚」に類似 しているが,「父方交叉イ ト

コ婚」でなくてもこのパターンになりうるので,「父方交叉イ トコ婚」 として解釈す

ることはできない。

　この通婚関係がスター トすると,通 婚関係を結ぶ2つ の集団の男性メンバーは,互

いに姻族としての絆で結ばれる。その姻戚関係は,次 世代では母方の親族関係に変わ

る。上述の通婚パターンが繰 り返 されると,姻 戚関係と母方の親族関係が重な ヴあい,

2集 団間に密接な絆が生 じる。ただ し,母 方の親族関係が生 じるためには,姻 族から

嫁いできた女性が産んだ男子が,通 婚関係の担い手にならなければならない。女性の

婚出する向きは,世 代ごとに入れ替わるので,そ れによって生ずる母方の親族関係も

世代ごとに反転し,世 代をずらせながら交互に母方の親族になりあ うことになる。そ

の結果,通 婚を繰 り返す2集 団の直系父系ラインの間では,「 オジ(母 の兄弟)と オ

イ(姉 妹の息子)の 関係」 とい う最も近い母方の親族関係が再生産されつづけ,2集

団間の安定 した絆が世代を越えて維持されていく。

　 モンゴル帝国時代に,チンギス・カン 家は,一 族内で激 しい帝位継承争いを繰 り返

していた。そのチンギス・カン 家にとって,姻 族は,父 系親族以上に信頼できる味方

であった。 この縁組システムは,姻 族との安定 した政治的関係を支えるたあに,チ ン

ギス ・カン家 と姻族の間に,姻 戚関係 と母方の親族関係とを世代を越えて維持する役

割をはたしていたのである。
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註

1)　 この部 族 名 は,Onggirat/Onggirad～Qonggirat/Qonggiradと ロー マ ナイ ズ され る こ とが 多

　 い(Pelliot　 1949a:・29;1963:869;Rachewiltz　 1972:280な ど)。 これ は,当 初,『 元 朝 秘 史 』

　 の 「翁 」 が"Ong"と 転 写 され て い た た め で あ るが,『 元 朝 秘 史 』 で は,「 翁Ung」 と 「注

　 Ong」 は 区別 され て い る の で,ク リー ブス,小 沢 両 氏 の 近 年 の訳 注 では,　Unggiradと 転 写 さ

　 れ て い る(Cleaves　 1982:269;小 沢1984:260;1987:95,102,353な ど)。 ク リー ブ ス に よ る

　 と,ウ イ グル 式 モ ン ゴル文 字 の綴 りはQungγiradで あ る(Cleaves　 1950:13)。 従 っ て,や や

　 耳 慣 れ な いが,本 稿 で は 「ウ ンギ ラ ト」 で統 一 す る こ とに す る。

　 　 な お,モ ン ゴル帝 国時 代 の モ ン ゴル 語 の人 名 ・地 名 な どは,ウ イ グル 式モンゴル 文 字 の表

　 記(ま た は ア ラ ビア語 ・ペ ル シ ア語 史 料 中 の 綴 りか ら推 定 され る ウイ グル式 モ ン ゴル 文 字 の

　 表 記)と 『元 朝 秘 史 』 『華 夷 訳 語 』 な ど漢字 転写 され た 表 記 の 間 に違 い が あ り,ど ち らか に

　 統 一 す るの はか な り困難 で あ る。 そ こで,本 稿 で は,利 用 した 史 料 に 基 づ い て その ど ち らか

　 を 記 した。

2)人 類 学 者 に よ るモンゴル の婚 姻 に 関 す る研 究 と して は,ブ リー ラン ドが,現 代 モ ン ゴル の

　 親 族 名 称 体 系 に つ い て 分 析 した 中 で,現 代 のモンゴル の婚 姻 に も言 及 して い る(Vreeland

　 l954)。 しか し,モ ン ゴル帝 国時 代 の婚 姻 シス テ ム に つ い て 分 析 した もの は 少 な く,現 代 お

　 よびモンゴル 帝 国時 代 の社 会 組織 に つ い て研 究 した エ リザ ベ ス ・ベ ー コ ンが,婚 姻 制 度 につ

　 い て も若 干言 及 して い る にす ぎな い 。 ベ ー コン は そ の 中 で,13-14世 紀 の モ ン ゴル で は,「 母

　 方 交 叉 イ トコ婚 」 が 行 わ れ,「 父 方 交 叉 イ ト コ婚 」 は 行 わ れ て い な か っ た と述 べ て い る

　 (Bacon　 1958=59-61)。 しか し,文 献 資料 か ら 「父方 交叉 イ トコ婚 」 の事 例 を 挙 げ る こ とは

　 容 易 であ り,「 父 方 交 叉 イ トコ婚 」 も行 なわ れ て い た こ とは 確 実 で あ り,ベ ー コ ンが そ の よ

　 うな 結論 に達 した の は,文 献 史 料 を 充 分 に利 用 しなか った か らに す ぎ な い。

3)　 『元 朝 秘 史 』239節 に はCe6eyigenと あ る。 本 稿 で は,『 集 史 』 の ア ラ ビア文 字 の 綴 り

　 Jij　akanか ら予 想 され る ウイ グル 式 モ ン ゴ ル 文 字 の 綴 り 「チ チ ェ ゲン6i6egen」(Hambis

　 l954=122)を 用 い る こ とにす る。

4)　 『元 朝 秘 史 』239節 に は,T6r616iと あ る。 上 と同 様 に,『 集 史 』 の ア ラ ビ ア文 字 の 綴 り

　 Taraljiか ら予 想 され る ウイ グル 式 モ ン ゴル 文 字 の 綴 り 「トレル チT6re16i」(Hambis　 1954:

　 122)を 用 い る こ とに す る。

5)例 外 的 な婚 姻 と して,ウ イ グル 王 火 赤 恰 児 的 斤 が,チ ャガ タ イ家 の ドア に城 を 囲 まれ た と

　 き,娘 を 要 求 され て,や む な く ドアに 与 え た こ とが あ る(『 元 史 』 巻122,巴 而 元 阿 而 武 的 斤'

　 伝;佐 口1943:996)。

6)　 ウイ グル族,オ ン グ ト族 との 通 婚 関 係 が一 方 的 で あ った ことは,こ の2部 族 が5ル コ系 で

　 あ る こ と と関 係 が あ るか も しれ な い 。 ク ピ ライ の 時 代 に姻 族 とな った 高 麗 王 家 との通 婚 関係

　 も,1例 を除 き,チ ンギス ・カ ン家 か ら婚 出 す るだ け の一 方 的 な もの で あ った 。

7)主 要 な 姻族 の配 置 に つ い て触 れ て お きた い 。モンゴル 高原 を 中心 と して 見 て み る と,オ イ

　 ラ ト族 は 北方,ウ イ グル族 は西 方,オ ン グ ト族 は 南方 に位 置 し,ウ ンギ ラ ト族 とイ キ レス族

　 は,興 安 嶺 西麓 か ら東 南方 に あた る熱 河 方面 に 移 住 させ られ た。 こ の よ うに,モンゴル 高原

　 を ぐる りと取 り囲 む よ うに 姻族 が 配 置 され た こ とは,チ ンギ ス ・カ ンの軍 事 的 な配 慮 が あ っ
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　たことを思わせる。ただ,絶 え間ない征服戦争により領土が拡大するにつれ,こ の配置の当

　初の軍事的な意味は失われたであろう。

8)　 これについては母方交叉イ トコ婚(非 対称的婚姻縁組)に 関する次のキージング,リ ーチ

　の見解が参考になる。「(ビルマのカチン族,ア ッサムのプルム族の)い ずれの場合も,婚 姻

　は政治交渉や地位獲得の手段となる。各世代の少数の婚姻のみが リネージの政治的地位を維

　持するのに役立つ。その他の婚姻はさして重要でなく,な かには必ず しも婚姻規則に従う必

　要のない社会もある」(キ ージン グ1982:149)。 「(カチン族のマユ ・ダマ規則について)各

　世代ごとに少なくとも一組の形式規則に従 う婚姻が成立すれぽ,関 係は十分維持されるのだ

　った」(リ ーチ1987:88)。

9)従 来から指摘されているように(村 上1972:104),コ ジン ・ベキを与えようとした相手は,

　 『元朝秘史』とr聖 武親征録』では 「トサカ」「禿撒合」とあるが,r集 史』では トス ・ブカ

　 (またはブス ・ブカ)と あ り,異 なっている。ここでは,『 元朝秘史』『聖武親征録』に従っ

　ておく。

是時上與太子元赤(ジ ョチ)求 聰注可汗(オ ン・カン)女 抄児伯姫(チ ャウル ・ベキ)。 注

可汗之孫禿撒合(ト サカ)亦 求上公主火阿眞伯姫(コ ジン・ベキ),倶 不譜。自是稽疎。(『聖

武親征録』)

年上 の娘 の コ ジン ・ベ キQgjin-bikl。 最 初,彼 女 を,オン ・カンUnk　 Khanの 孫 で あ り,セ

ン グンSenkanの 息 子 で あ る トス ・ブ カTas-btiqaの た め に 求 め た。 その 結 婚 は 実 現 しな か

った 。 そ の た め に,間 に き ま ず さが生 じた 。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 l518:foL

65a)

　 　 (戌年)そ の冬,チ ンギ ス ・カ ンは,セン グンSenkanの 姉 妹 の チ ャ ウル ・ベキJawUtr-biki

　 を,自 分 の最 年 長 の息 子 の ジ ョチ ・カンJtiji　 Khanの た め に 求 め て い た 。 オ ン ・カンUnk

　 Khanは,チンギス・カン の娘 の コ ジン ・ベ キQujin-bikiを,セ ン グン の 息子 の ブ ス ・プ カ

　 BOs-bUqaの た め に 求 め た が,そ の 事(結 婚)は 進 まず 実 現 しな か った。 そ の た め に,彼 ら

　 の間 で 気 まず さが少 し生 じた 。(『集 史 』チンギス・カン 紀,JT/TS　 l518:fol.　81b-82a)

10)　 この2組 の 結婚 は,結 局 計 画 だけ に 終 わ って し ま った の で,姉 妹交 換 婚 では な く,こ の よ

　 うに片 方 が1世 代 ず れ て い る場 合,通 婚 関 係 が 連 続 し得 るか ど うか は 推 測 す る しか な い。 理

　 屈 の上 では,ジ ョチ の 息 子 が トサ カ の娘 と結 婚 す れ ぽ,相 互 の 通 婚 が 次世 代 に連 続 す る こ と

　 に な る。

11)andaは,ト ル コ語 のand(誓 い)に 由来 す る借 用 語 で あ り,父 系 出 自集 団 を 異 に す る者 同

　 士 が,互 い に貴 重 な 物 を 交 換 し合 って政 治的 協 力 関 係 を 誓 った 場 合,互 い に相 手 をandaと

　 呼 び合 う(村 上1970:158;磯 野1985)。qudaは,あ る 男 か らみ て,子 供 の配 偶 者 の 父 親(娘

　 の夫 の 父親,ま たは 息 子 の 妻 の 父 親)を 指すモンゴル 語 の親 族 名 称 で あ り,広 くは 男性 の姻

　 族 を指 す(Bacon　 1958:62,114;村 上1970:91-92;掌 木 四 来1989:118)。 この2語 を 合体 さ

　 せ た 「アン ダ ・クダの(anda　 qUdai)」 とい う表 現 は,『 集史 』 に数 回 用 例 が あ り,ナ イ ラ ト

　 族 とチ ンギ ス ・カ ン家 の 姻 戚 関 係 に 関 す る この 用 例 のほ か に,チンギス・カン の 祖 先 の カブ

　 ル ・カン と ウ ンギ ラ ト族 との姻 戚 関 係 に 関 す る用 例 な どが あ る。 さ らに,こ のanda　 qUd盃

　 に対 応 す る モ ン ゴル語 の用 例 と して,r大 元 勅 賜 追 封 西 寧 王 析 都 公 神 道 碑 」 のモンゴル 文 中
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　 に,や は りチンギス・カン 家 と通 婚 関 係 が あ った ウイ グル 王 家 の イ デ ィ ・ク トにつ い て 「ア

　 ン ダ ・クダ として 姻 族 に な り合 った と きか ら(anda　 quda　 uruγ　barilduγsan　a6a)今 に 至 る ま

　 で の 長 い 間 恩 賜 さ れ て き た こ と の 理 由 と い え ぽ 」 と い う用 例 が あ る(Doerfer　 1963:

　 150-151,424;Cleaves　 l949:62,84,102)。 これ らの用 例 か らみ て,　anda　 qudaお よびanda

　 qUdaiは,チンギス・カン 家 とウン ギ ラ ト族,オ イ ラ ト族,ウ イ グ ル族 な ど と の姻 戚 関 係 の

　 よ うに,連 続 的 な通 婚 が 行 わ れ た場 合 に,そ の姻 族 お よび 姻 戚 関 係 を 指 して用 い られ て い る

　 と考 え られ る。

豆2)ア リ ー ・ザ ー デ の 校 訂 本 に はQaralji(JT/A　 1:222)と あ る が,ト プ ヵ プ ・サ ラ イ 本

　 　 (JT/TS　 1518),テ ヘ ラ ンの 国 民 議 会 付 属 図 書 館 所 蔵 写 本(JT/KMSM　 2131)に 従 って

　 Taraljiと す る。　 　 　 　 l

l3)オ グル ・ ト トミシ0γul-tutmi9。 この 人名 は,史 料Aに は,0γul-quimi9(Oghal-qUimish),

　 史 料Eに は,0γu1-tutmi9(Oghal　 tatmish)と あ る。前 者 は,写 本 に よ って ぱ らつ きが 大 き

　 く,後 半 部 分 は,qaimish(JT/TS　 1518)以 外 に,　qatmish(JT/Saltykov),　 qutmish(JT/BL

　 7628),qUtmish(JT/KMSM　 2131)の よ うに,　 iの 部 分 がtで あ り,後 者 に 近 い もの も多 い。

　 さ らに,岡 田 氏 が指 摘 して い る よ うに,前 者 は メル キ ト族 の0γul-qaimigと 混 同 され た可 能

　 性 が 高 い(岡 田1974:5)。 従 って,後 者 のOγul-tutmi§ を正 しい名 前 と考 え る。

　 　 次 に,岡 田氏 は,史 料Aに,オ グル ・ ト ト ミシが,夫 モン ケ ・カ ンの 弟 で あ る ク ピラ イや

　 フ レグを 「息 子 」 と呼 ん だ理 由に つ い て,ク ビ ライや フ レグ の嫁 が オ グル ・ ト ト ミシの姪 で

　 あ った た め と推 測 した(岡 田1974:5-6)。 しか し,史 料Eに 「トル イ の婚 約 老 」 とあ る こ

　 とか ら明 らか な よ うに,オ グ ル ・ トト ミシが ク ビ ライや フ レグ を息 子 と呼 ん だ の は,モ ンケ

　 と結婚 す る前 に,一 度 父 親 の トル イ と婚 約 して い た ため であ る。

14)urqana(AwRQNH)は,こ こで は ペ リオに 従 って,Orγanaま た はurγanaと 解 釈 し,「 オ

　 ル ガナ 」 と読 む こ とにす るが,「 オ ル クナ 」 と も読 め る(Pelliot　 1973:ll4)。

15)　 クィ ク ・カ トンKuik　 Qatunを 指 す 。 クィ ク ・カ トンは,ト レル チ の娘 であ り,フ レグに

　 嫁 ぎ カ トン とな った 人 物 で あ るが,そ の 名前 は,史 料Aに は,Kabak　 KhatUnと あ り,史 料

　 Fに は,Knik　 Khatanと あ り,く い違 い が あ る。 前 老 は一 例 の み で あ るが 後 者 は6例 あ り,

　 そ の うち4例 まで,第 二 子 音 がyで あ る こ とを確 認 で き る。 従 って,こ こで はKfiik　 Khatan

　 の方 を 採 用 し,ク イ ク ・カ トンKuik　 Qatunと 呼 ん で お く(宇 野1993:101,注14)。

16)Buqa-temUrの 姉 妹 に つ い て 。 史料Aで は,ラ シー ド自身 が2つ の 伝 承 を 記 して い る 。 一

　 つ は,61jei　 QatunとM6ngke-temurの 母親(K66u　 Qatun)の 二 人 が,　Buqa-temurの 孫 とす

　 る伝 承 で あ り,も う一 つ は,Buqa-temUrの 姉 妹 とす る伝 承 で あ る。 ラ シ ー ドは 両者 を 挙 げ

　 た 上 で,後 者 を 正 しい と記 してお り,史 料Fの フ レグ ・カン 紀 の 記事 も後 者 に一 致 す る。 岡

　 田氏 が,後 者 を 正 しい と した よ うに,筆 者 も後 者 を 採用 した い(岡 田1974:4)。

17)　 『集 史 』 トプ カ プ ・サ ライ 本(JT/TS　 1518)に は,　Matuqa　 Bikiと あ り,語 頭 がMで あ

　 るが,大 英 図 書 館 本(JT/BL　 16688)で は,語 頭 はQで あ っ て,上 下 の 点 は省 かれ て い るけ

　 れ ど も,Qutuqa　 Bikiと 読 む こ とが で き,　Quduqa　 Bekiに あ た る。

18)原 文 に は,「 兄 弟 た ちbaradaran」 とあ る が,お そ ら くモ ン ゴル語 の 「兄 弟aqa　 deg司 の 直

　 訳 であ る。aqa　 degifに は,広 義 の 用 法 と して,祖 先 を共 有 す る 同 じク ラ ンの成 員 を指 す 場 合

　 が あ り,こ の 部 分 は,そ の意 味 と思 われ る ので 「一 族 」 と訳 して お く。

19)　 ジ ュム クル は,ア バ ガ誕 生 の1ヶ 月 後 に 生 まれ た(JT/A3:9)。 アバ ガは1234年2月 生 ま

　 れ であ るの で(Jackson　 l982:61),ジ ュム ク ルは1234年3月 生 まれ であ る こ とに な る。
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20)　 もちろん,従 来の婚姻理論においても,「父方交叉イ トコ婚」が互酬性(reciprocity)の 原

　 理をもつことは指摘されてきたが,筆 者のように第1世 代の婚姻の夫の立場からギブ ・アン

　　ド・テイクを論ずることはなく,常 に第2世 代の婚姻の夫の立場から論じてお り,す なわち,

　 父の姉妹が婚出したことのお返 しとして父方交叉イ トコを嬰るという捉え方を してきた。例

　 えぽ レヴィニス トロースは,「 父方交叉イ トコ婚」の互酬性について,次 のように述ぺてい

　 る。「自己の婚姻は上の世代で父が行なった父の姉妹の譲渡に対する見返 りにすぎない。そ

　 して現状回復 とでもいえる自己の婚姻によってこの取引はいわぽ終結するのである。」「貸付

　 には常に返済が伴い,あ る家族集団にとって損失 となる結婚には,そ の見返 りとして,そ の

　 同じ集団に利益 となる結婚が伴 う。すなわち,父 が譲渡して失 った姉妹は,息 子のために獲

　 得 される配偶者をもたらすのである」(レ ヴィニス トロース1978:776-777)。

21)　 リーチ,ニ ーダムらの縁組理論のなかで,し ぼ しば交叉イ トコ婚について指摘されてきた

　 ことは,交 叉イ トコ婚とは,本 当の交叉イ トコとの婚姻だけを指すのではなく,交 叉イトコ

　 を含むカテゴリーに属する女性 と結婚することであるとし,こ れを 「類別的交叉イ トコ婚」

　 と呼んできた(リ ーチ1987=85;ニ ーダム1977=17-19)。モンゴル の親族名称体系の中で,

　 父方交叉イ トコを含むカテゴリーは,ブ リーランドが復元したモンゴル親族名称体系のプロ

　　トタイプによるとjee(『 元朝秘史』のジェエje'e)で あ り(Vreeland　 l　954:305-307,334),

　 jeeは 「自己の出自集団から婚出した女性の子供(FFZC,　 FZC,　ZC,　DC,　FBDC)」 を指す。

　 従 って,jeeに は,父 の父の姉妹の娘(FFZD)も 含 まれ,オ ルガナとカラ・フレグとの婚姻

　 は,夫 のカラ・フレグか ら見れば,jeeと の婚姻であ り,類 別的な父方交叉イ トコ婚である

　 と解釈することもできる。

　　 ブリーランドは,モ ンゴルのハルハ,チ ャハル,ダ ゴールの親族名称体系からプロトタイ

　 プを復元 した上で,そ のプロトタイプは,マ ー ドックの分類のうち,標 準的なオマハ型にあ

　 たるとした(Vreeland　 l954:320)。 オマハ型の特徴のひとつは,自 己の父系集団から婚出す

　 る女性たちが同一視され,そ の子 ども達を同一の用語で分類することであ り(キ ージング

　 1982:194-196),そ の用語にあたるのがjeeで あ る。

22)父 方交叉イ トコ婚は,「 父の姉妹の娘との結婚」であるため,交 換される女性の母親が誰

　 であるかが問題となる。従って,一 夫多妻婚が行なわれた場合,「 父の姉妹の夫の別の妻の

　 娘との結婚」のように,パ ターンは父方交叉イ トコ婚に似ていても,夫 と妻の系譜関係から

　 見れぽ,父 方交叉イ トコ婚でない例が起こりうる。一方,母 方交叉イ トコ婚の場合は,「母

　 の兄弟の娘 との結婚」であるため,交 換される女性の母親が誰であるかは問題にならない。

　　 jeeに つ いては注21参 照。以下に 『元朝秘史』のje'eの 用例について,従 来の解釈を整理

　 しておきたい。『元朝秘史』では,je'eがokin(娘)と 対句となって3回 使われている。そ

　 の うちから,64節 の用例を次に挙げておく。

我 々 ウ ンギ ラ トの民 は,昔 の 日 よ りジ ェエ の 容 色,娘 の 顔 色 を 持 ち(je'e-yin　 jisUn　6kin-0

6nggeten),人 々 は争 い ませ ん 。 頬 の美 し い娘 達 を汝 ら の カ ア ンに な った者 の た め に大 きな

車 に 乗 せ 黒 い オ ス騎 駝 をつ け て 駆 って 行 き,后 の座 に共 に座 らせ ます,我 々 は。 国 の民 は 争

い ませ ん 。(中 略)昔 か ら ウ ンギ ラ トの 民 は,后 とい う盾 を 持 ち,娘 とい う申 し上 げ る言 葉

を 持 ち,ジ ェエ の容 色,娘 の顔 色 に よって い るの です(je'e-yin　jis廿n　6kin-U　 6ngge・ber　bifle'e),

我 々は。
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　 従 来 の 解釈 と しては,こ のje'eは,後 に続 く 「娘6kin」 と対 にな って い る こ とか ら,女 性 に

　 限 定 して 解 釈 す るこ と が多 か った 。 そ の 代表 が,モ ス タ ー ル ト説 で あ り,rje'e(娘 ま た は姉

　 妹 の子 供)は ・ ここ で は 「コン ギ ラ トの 娘 の 娘」 を 意 味 しな けれ ば な らな い 。彼 女 達 は結 婚

　 させ られ,そ うす る こ とに よ って,夫 を 彼 女 らの 全親 族 の方 へ 向け るの で あ る」 と主 張 した

　 　 (Mostaert　 1950:296)。 一 方,小 沢 重 男 氏 は,た ん に 「女 の子 」の 意 味 で あ る と解 釈 した(小

　 沢1984:261)。

　 　 そ れ に対 して,ブ リー ラ ン ドの復 元 した プ ロ トタ イ プ では,jeeは 男女 を 双 方 を含 む カ テ ゴ

　 　リーで あ り,自 己 の 父 系 出 自集 団 の 女 性 の 子供(FFZC,　 FZC,　 ZC,　 DC,　 FBDC)(Vreeland

　 1954:305-307,334)を 意 味 す る語 彙 で あ る。 この 立 場 か ら 『元 朝 秘 史 』 のje'eを 解 釈 した の

　 が ベ ー コン で あ る。 ベ ー コン は,モ ン ゴル 帝 国時 代 の モ ン ゴル族 の 生 き残 りとされ る,ア フ

　 ガ ニス タン の バザ ー ラ族 の親 族 名 称 体 系 に,jeeに 対応 す るjei'aが あ り,　jeeと ほぼ 同 じ概 念

　 で あ るこ とか ら,『 元 朝 秘 史 』 ¢)je'eも,自 己 の 父 系 出 自集 団 の 女 性 の子 供 と考 え られ る と

　 した(Bacon　 l　958:38,118)。 筆 老 も,モ ンゴル 帝 国 時 代 のje'eに,ブ リー ラ ン ドの プ ロ ト

　 タイ プ のjeeの 概 念 を適 用 す る こ とが で き る と考 え た い 。

　 　 一方,ペ リオ はje'eを 「娘 の 息 子」 と訳 して お り(Pelliot　 1949b:131),男 の意 味 に と っ

　 て い る。 た しか に,こ の文 章 全 体 の 意味 を考 え てみ る と,ウ ンギ ラ ト族 か ら婚 出 して カ トン

　 とな った δkinと,そ の カ トンか ら生 まれ た 偉 大 な 息 子達 のje'e,す なわ ち ジ ョチ,チ ャガ タ

　 イ,ニオ ゴデ イ,ト ル イ,チ ン キ ム,マ ンガ ラ,ノ ム ガ ン等 を讃 え た文 で あ る と思 われ るの で,

　 je'e自 体 は 男女 双 方 を 含 む カテ ゴ リーで あ る と して も,こ の 文 脈 で は,ペ リオ の解 釈 の よ う

　 に 男 の意 味 に重 点 を お い て い る よ うで あ る。 以 上 の解 釈 に つ い て は,小 長 谷 有 紀 氏 よ り貴重

　 な ご教 示 を い た だ い た。

23)史 料Dの 『集 史 』 の 記 事 に よ れ ぽ,ト ク ・ テ ム ル が 婆 っ た の は エ メ ゲ ン

　 　 (Emegen<Emkan)で あ る。 しか し,『 五 族譜 』(SP/TS　 2937)で は,　Ebtikanと あ り,ウ イ

　 グル式 文 字 で もbで あ る こ とを確 認 で き,「 エ ブゲンEbUgen」 と読 め る。 お そ ら く,す ぐ後

　 に 出て く る 「エ メゲ ン ・カ トン」 と混 同 したの で あ ろ う。

24)　 フ レグが 死去 す る と,こ の オル ジ ェイ は,フ レグの 息 子 の アバ ガ と結婚 した 。

25)　 『元 朝秘 史』 の251節 ではCUgU　 gUrigen(三 回)と 出て くるが,
.202節 にはeigU　 gUregenと

　 あ る。 従 来 か ら,r元 史 』 の 「赤 窟 」 「赤 駒 」,　r聖 武 親 征 録 』 の 「赤 渠」 と一 致 す る6iguを

　 正 しい とす る の が定 説 で あ る。

26)　 トル イ は1241年 に56歳 で死 去 した オ ゴ デイ よ り年 下 で あ る。 また ,ト ル イ の 享年 に つ い て

　 　 『元 史』 に 「四十 有 闘 」(『元 史』 巻115,容 宗 伝)と あ る こ とよ り,死 去 した1232年 に,ト ル

　 イは41歳 以 上 で あ った こ とが わ か り,オ ゴ デイ よ り年 下 で あ る こ とか ら46歳 以下 で あ っ た こ

　 とに な る。 こ の二 つ か ら,1213年 に トル イは22歳 以上,27歳 以 下 とな る。

27)　 チ グが牧 地 を与 え られ た 「チ ベ ッ ト」(史 料M・N)に つ い て は,杉 山正 明 氏 が,『 元 史 』

　 巻60地 理 志 に 「西 寧 州 」 「元 初 為 章 吉 駒 馬 分 地 」 とあ るチ ベ ッ トの ア ム ド地 方(現 在 の 青 海

　 省 一 帯)に 当 た る こ とを 指 摘 され て い る。チンギス・カン が西 寧 を 陥 落 す るの は死 去 す る直

　 前 の1227年 で あ る の で,杉 山 正 明 氏 が 解 釈 され た よ うに,チ グが4千 戸 とア ム ド地 方 の牧 地

　 を 与 え られ た の は,チンギス・カン の 治 世 の 末 年 か オ ゴデ イ の治 世 初 期 と考 え られ る(杉 山

　 1992:153-154)o

　 　 と こ ろで,『 集 史 』 部 族編 に は 「チ ン ギ ス ・カ ンは,他 の ウ ンギ ラ ト諸 族 か ら4千 人 の男

　 を 分 け て 彼 に委 ね,自 分 の娘 で トル イ ・カ ン よ り年 上 の トマ ルン を 彼 に 与 え,彼 を チ ベ ッ ト
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地方へ派遣 した。現在 まで彼 らの子孫がそこに居る」(史 料M)と あ り,チンギス・カン の

治世に,チ グは4千 戸を分与され,ト マルンも姿ったかのようにみえるが,結 婚の時期 とチ

ベットへの派遣 ・4千戸分与の時期を同 じとは考えに くい。その点では,む しろ,両 者を分

けて記している次のチンギス ・カン紀の記事の方が正確だと考えるべきであろう。

彼はアルチ ・ノヤンの息子であ り,(彼 の)ト マルン ・カ トンはチンギス・カン の娘である。

この4千 の軍隊をウンギラトか ら分けて彼に与え,チ ベ ット方面へ派遣 した。彼らはまだそ

こに住んでいる。(史 料N)

　 なお,史 料Mの 「チベ ット」の原文は,ア リー ・ザrデ の校訂本では,ト プカプ ・サライ

　 本(JT/TS　 1518)に 基づいてTOm五wUtと してあ り,チ ベットと取 り難いが,や は り良写本

　 の一つであるテヘランの国民議会付属図書館所蔵の写本(JT/KMSM　 2131:fol.31b)で は,

　 Tabatと あ る。史料Nで も 「チベ ットTabbat」 とあるので,や は りチベットのことである。

28)チ ンギス ・カンの息子たちは,か なり近い時期に結婚 しているが,彼 らの中でチン ギス ・

　 カンの姻戚関係を継承したのは,こ の長子ジョチであった。また,前 述したように,チ ンギ

　 ス ・カンが即位する3年 前,ケ レイ トのオン・カンと政治的関係を強めるため,オ ン・カン

　 家と二重の姻戚関係を結ぽ うとしたとき,計 画されたのは,や は りこの長子ジョチの縁組で

　 あった。 このように,チンギス・カン が重要な政略結婚に組み込もうとしたのは長子ジョチ

　 であったことは,ジ ョチがチンギス・カン の後継者の第1候 補であった可能性が推測させる。

　 周知のように,ジ ョチには母親のボルテが略奪されていた期間に産まれたという出自の問題

　 があるけれ ども,実 際にジョチの帝位継承の可能性が絶たれたのは,ジ ョチがチンギス ・カ

　ン より先に死去 したからであった(宇 野1993=74)。

29)　 マ ンジタイ(蟹 子台)は,大 徳十年三月(1306年)に 妙一万錠を賜 り(『元史』巻21),そ

　 の後52歳 で死去 し,大 徳十一年三月(1307年)に 甥のディウバラがマンジタイの後を継いで

　 万戸長になっているので(史 料Q),マン ジタイは1306-07年 に数え52歳 で死去 した ことに

　 な り,従 ってマンジタイの生年は,1255-56年 である。

30)ナ チ ンの名前が,1265(至 元二)年 に,ク ビライが中書省に発 した次の聖旨に出てくるの

　 で,ナ チンはその年まで生きていたことが確認 される。

上都 ・北京 ・西京 ・隆興 ・平藻五路戸計,為 有争差,至 元二年,中 書省欽奉聖旨 「拠納陳(ナ

チン)駒 馬 ・帖里干鮒馬 ・頭螢寄国王 ・鍛真 ・忽都虎五投下戸計,仰 差官与各投下頭目,各

州県管民官,勾 喚元主井駆戸。一同対証得,委 係各人出軍時,馬 後稽将来底人口,達 達数目

裏有可,分 付本投下者。於當差額内除諮,如 対証得。委係好投拝民戸,及 在外投属,或 本投

下招収到底人戸,作 民當差。」欽此。(上 都 ・北京 ・西京 ・隆興 ・平藻の五路の戸計に争差が

あったため,至 元二年に中書省が欽奉 した聖旨に 「納陳(ナ チン)尉 馬 ・帖里干鮒馬 ・頭螢

寄国王 ・鍛真 ・忽都虎の五投下の戸計については,仰 いで官を差わ し,各 投下の頭目や各州

県の管民官とともに,元 主井びに駆戸を勾喚して一同に対証 し,委 係に各人が出軍 した時に,

馬後に稽めてきた人口で,達 達の数 目にあれぽ,本 の投下に分付せ よ。當差の額内より除諮

する。如し対証したところ,委 係に好んで投拝した民戸,及 び外に在って投属したもの,あ

るいは本の投下が招収 した人戸であれぽ,民 として當差する。」 とあり,此 を欽んだ。)(『通

制條格』巻2;小 林 ・岡本1964:13,25)
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31)次 の記事より,1269(至 元六)年 に,オ ロチン とナンギヤジンが,華 北の分地の行政に着

　 手しているので,こ のときすでに二人が結婚 していたことが確認される。

　 至元六年,州 人敬述遺命,請 於斡羅眞(オ ロチン)尉 馬 ・嚢家眞(ナ ンギヤジン)公 主。於

　 是,乃 追慕納陳(ナ チン)馬位馬遺訓,從 州人之請奏。奉朝命,立 鍾野縣事,且 移置濟州総司。

　　 (「濟寧路総管府記碑」『道光鍾野縣志』巻20)

32)史 料Qに 「無子」とあるのは男子がいなかったことを意味する。史料Uに あるように,

　 オロチンにはシリンダリという娘がいた。オロチンの殺害については,グ リーブス,杉 山,

　 村岡諸氏の論文参照(Cleaves　 l950:25,97;杉 山1983:664;村 岡1985:320)。

33)　 ナンギヤジンの結婚については,史 料間に齪酷がある。ナンギヤジンはオロチン,テ ムル,

　 マ ンジタイの3人 と結婚 したが,『 元史』巻ll8特 醇 禅伝(史 料Q)は,テ ムルとの結婚を

　 記さず,『 元史』巻109諸 公主表(史 料R)は,オ ロチンとの結婚を記 していない。また,「応

　 昌府報恩寺碑」(『元文類』巻22)と 「大元加封宏吉烈氏相寄八刺魯王元勲世徳碑」(『道光鍾

　 野縣志』巻20)は オ ロチン,マ ンジタイとの結婚を記さず(銭 大日斤 『二十二史考異』巻93),

　　「勅賜鷹昌府岡極寺碑」(r中 庵集』巻14)と 「張氏先螢碑」(r満 州金石志』巻4;Cleaves

　 1950:24,97)と 「濟寧路総管府記碑」(『道光鈍野縣志』巻20)は,テ ムル,マン ジタイとの

　 結婚を記 していない。

34)　 『元史』巻21の 大徳七年十二月辛丑(1304年1月25日)の 条に 「賜皇姑魯國大長公主e2d-一一

　 萬五千錠,幣 吊各三百匹。」とあ り,「皇姑魯國大長公主」とはナンギヤジンのことであるの

　 で,こ の時までは生きていたことがわかる。

35)　 『元史』巻114は,ナ ムブイをナチンの孫の仙童の娘としているが,『 集史』では,ナ ムブ

　 イはナチンの娘であ り,『集史』の方が正 しいことはすでに郡循正氏が指摘 している(郡 循

　 正1985:6)。

36)史 料Wのr元 史』后妃伝1に,「 大徳三年十月,立 為后。生皇子徳壽,早 莞。」 と記 され,

　 シリンダリが成宗テムル即位後の大徳三(1299)年 に后とな り,徳 壽を産んだことになって

　 いるのは,全 く事実に反 している。

　　 まず,銭 大日斤が指摘 したように,シ リンダリは成宗テムルの即位以前に死去 してお り,大

　 徳三年十月に皇后となったのは,バ ヤウト族のプルガン・カ トンである(r二 十二史考異』

　 巻93)。 『元史』后妃表に 「失憐答里元妃」 とあるように,シ リンダリの称号は 「元妃(最 初

　 に嬰った妃)」 であったが,至 大元(1308)年 に宗廟の成宗テムルの室に祭られることにな

　 ったとき,『元史』巻74祭 祀志3に 「追尊先元妃為皇后,耐 成宗室」とあるように,初 めて

　 称号が 「元妃」から 「皇后」となったのであ り,そ れ以前に后になっていたとは考えられな

　 いことも銭大日斤説を支持 している。

　　 次に,シ リンダリが徳壽を産んだと記されている点も事実に反する。すでに韓儒林が明ら

　 かにしているように,次 の 『山居新話』の記事及び 『綴耕録』巻5「 僧有口才」の条には,

　 徳壽がブルガン ・カ トン(不 魯牢皇后)の 子 として記されてお り,『元史』の記事と矛盾す

　 る(韓1982=83)。 『輻耕録』 の記事につ いては野上俊静 も言及 している(野 上1978:

　 274-275,283)。

膿 巴師父者,河 西僧也。大徳間朝廷事之,與 帝師並駕。適徳壽太子病瘍而亮。不魯牢皇后遣

使致言於師日,「 我夫婦,以 師事汝至　。止有一子。何不能保護耶。」師答日,「佛法讐若燈
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篭。風雨至,則 可蔽,若 爾燭蓋,則 燈篭亦無如之何也。」可謂善於鷹1封。(『山居新話』)

大徳間,僧 謄巴者,一 時朝貴威敬之。徳壽太子病疲亮。不魯牢皇后遣人間日,「 我夫婦崇信

佛法,以 師事汝。止有一子。寧不能延其壽邪。」答日,「佛法讐猶燈籠。風雨至,乃 可蔽。若

燭壷,則 無如之何　。」此語即吾儒死生有命之意。異端中得此。亦可謂有口才者　。(『綴耕

録』巻5)

　 一 方,イ ル カ ン 国 で 編 纂 さ れ た ペ ル シ ア 語 史 料 『集 史 』 に,ブ ル ガ ン ・カ トンに はTashi

　 Taishiと い う息 子 が い た と記 さ れ て お り,こ れ を 徳 壽 に 比 定 し た の はBlochetで あ る

　 　 (Blochet　 l911:584)。 そ の 後,韓 儒 林 は,こ の 『集 史』 の記 事 と 『山居 新 話 』 『綴 耕 録 』 の

　 記 事 が,徳 壽 を ブル ガ ン ・カ トン の子 とす る 点 で一 致 す る こ とか ら 『元 史 』 の 記 事 が誤 りで

　 あ る と結論 した 。『集 史 』 よ りも 「徳壽 」 の 音 を 正確 に転 写 して い るの は,『 ワ ッサ ー フ史』

　 第 四 巻 で あ る。 『ワ ッサ ー フ史 』 第4巻 の原 本 と言 わ れ て い る イ ス タ ンブ ル の ヌー ル ・オ ス

　 マ ニエ 所蔵 の写 本 に よ る と(TW/NO　 3207:176b),ブ ル ガ ン ・カ トンの息 子 は,"shbあ る

　 い はTeishi(TYSW)で あ る こ とか ら,こ れ が 「徳壽 」 に 当 た る こ とは 確 実 で あ る。

37)　 r元 史 』 巻29の 泰 定 元 年 十 月 壬 午.(1324年11月16日)の 条 に,「 以 魯 國 大 長 公 主 女 適 懐 王 」

　 とあ り,「 魯 國 大長 公主 のむ す め 」 とは セ ン ゲ ・ラギ の娘,す なわ ち ブ ダ シ リを 指 し,「 懐 王 」

　 とは トク ・テ ム ルを 指 す 。

38)周 知 の よ うに,従 来 の 縁 組 理論 に お いて は,ニ ー ダムが 「規 定 なprescriptive婚 姻 」 「選 好

　 的 なpreferential婚 姻 」とい う概 念 を設 定 して理 論 化 を 押 し進 め,「 規定 的 父方 交 叉 イ トコ婚 」

　 は 理 論 上 も実 際 に も存 在 しない と結 論 した(Needham　 l　958)。 当 時 のモンゴル 社 会 全 体 を 考

　 え てみ る と,本 稿 で論 じる 縁組 シス テ ムは,し なけ れ ぽ な らな い 婚姻 と して 「規 定 」 され て

　 い たわ け で は な い の で,「 規 定 的 な 婚 姻 」 で は ない 。 また,好 ま しい婚 姻 と して 「選 好 」 さ

　 れ て いた とい えな く もな い が,む しろ,モ ン ゴ ル帝 国 の王 族 で あ る チ ンギ ス ・カ ン家 が,特

　 定 の家 系 との 間 で のみ 行 な った 特 殊 な政 略 結 婚 と考 え る べ きで あ ろ う。

　 　 リー チ は,ト ロブ リアン ド島 の事 例 に つ い て,デ ュモン は 南 イン ドの事 例 に つ い て,選 好

　 的 な 父 方 交 叉 イ トコ 婚 が,首 長 の 家 系 だ け で 行 な わ れ る こ と を 論 じ た(Leach　 1958:

　 138-139;Dumont　 1957:　12-22;デ ュモン19771167;Dumont　 1983:57)。 そ の事 例 は,母 系

　 制 社 会 の事 例 であ り,父 系 制社 会 のチンギス・カン 家 の事 例 とは 背 景 が異 な るため,た だ ち

　 に は結 び つか な いが,政 治 的 に 重 要 な特 定 の 家 系 だ け で 交 換 婚 が 行 な わ れ た 点 は共 通 して い

　 る。

39)　 「母 の 兄弟 と姉 妹 の息 子 の関 係(avunculate)」 に 関す る人 類 学 の議 論 に つ い て は,石 井 氏

　 の論 文 参 照(石 井1977)。

40)　 こ の母 方 の 親 族 関 係 は,モ ン ゴル の親 族 名 称 体 系 の 中 で は,ど の よ うな 関 係 を意 味す る の

　 で あ ろ うか。 ブ リー ラ ン ドが 復 元 した モ ン ゴル親 族 名 称 体 系 の プ ロ トタイ プに よる と,図23

　 で い え は,ウ とそ の 兄弟 姉 妹 か らみ て,Aの 父 とそ の 兄弟 姉 妹,　 A・B・D・Eと そ の 兄

　 弟姉 妹 ・イ トコはnag6で あ る。 このnag6と 裏 返 しの 関 係 に あ る カ テ ゴ リーがjeeで あ り,

　 Aの 父 とそ の 兄 弟 姉妹,A・B・D・Eと そ の 兄 弟姉 妹 ・イ トコか らみ て,ウ とそ の 兄 弟

　 姉 妹 はjeeで あ る(Vreeland　 1954:305-307,334)。 このnag6,　 jeeは,『 元 朝 秘 史』 のnaγacu・

　 je'eに あた る。 本文 で述 べ た母 方 の親 族 関 係 とは,こ のje'eとnaγaeuの 関 係 で あ る 。 従 っ

　 て,「 妻 の 兄 弟 の息 子 に お 返 し と して 自分 の娘 を嫁 が せ る」 とい う互 酬 の 原 理 に も と つ く通
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　 婚パターンは,各 世代毎に新たなje'e=naγa6u関 係を,反 転を繰 り返 しながら生み出してい

　　くのだと言 うこともできる。 しか し,naγa6uの カテゴリーが広いため,そ の逆は真ではな

　 い。つまり,je'e=naγaeu関 係を各世代で再生産するために 「妻の兄弟の息子にお返 しとし

　 て自分の娘を嫁がせる」ことが必要だとは言えない。なぜなら,自 分の娘でなく姪を嫁がせ

　 てもje'e=naγa6u関 係を再生産できるからである。現在のところ,モ ンゴルの親族カテゴリー

　 によって,こ の縁組システムを定義することは難 しいように思える。

41)た だ,こ の解釈が完全に証明されるためには,セ ンゲ ・ブラとブナの結婚が,徳 壽が死去

　　した1306年1月3日(大 徳九年十二月十八日)以 前であることが立証されねぽならない。こ

　 の結婚の年月日については,成 宗テムルの在世中ということ以上不明である。従ってここで

　 述べた解釈は,証 明しきれない部分を残している。
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